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序文

房総半島西側の付け根部分に位置する千葉市は，古来豊かな自然環境に恵まれ，多

くの先人の生活や活動の跡が歴史的な文化遺産として残されています。

一方，近年の首都圏の拡大に伴う人口の社会増加は，千葉市においてもまた著しい

ものがあります。なかでも東京湾東岸に拡がる埋立地では，学園都市や住宅団地の建

設が進められ，交通網の整備が急がれる地域となっております。そこで千葉県では，

道路網整備の一環として都市計画道路一磯辺・茂呂町線ーの建設を計画しました。

千葉県教育委員会では，路線用地内に所在する埋蔵文化財の取扱いについて，都市

部計画課(現街路モノレール課)をはじめ，関係諸機関と慎重に協議を重ねてまいりま

した。その結果，路線内の遺跡については現状保存が困難なため，発掘調査を事前に

実施し，記録保存の措置を講ずることになりました。記録保存に当たっては，当セン

ターが担当することになり，昭和60・61年度に千葉市小中台遺跡の発掘調査を行いま

した。

調査の結果，小中台遺跡は，先土器時代から近世にかけての複合遺跡であることが

わかりました。各時代の遺構内小型貝塚や，縄文時代中期の住居の炉牡内灰層から得

られた魚介類の遺骸をはじめ，先土器時代の石器群や，検出された遺構及び遺物の数

々は，当時の人々の狩猟・漁携活動や食生活の一端を解明する上で貴重な資料と思わ

れます。

このたび整理作業も終了し，その成果を『千葉市小中台遺跡』として刊行する運び

となりました。本書が学術資料としてはもとより，文化財保護思想の普及のために広

く一般の方々に活用されることを望んでやみません。

終りに，発掘調査から報告書の刊行まで，種々御指導いただいた千葉県教育庁文化

課をはじめ，千葉県都市部街路モノレール課，地元関係諸機関各位の御協力に御礼申

しあげます。また，炎天の現場での調査及び整理に携わっていただいた調査補助員の

皆様に心から謝意を表します。

昭和62年 1月

財団法人 千葉県文化財センター

理事長山本孝也
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1 .序章

調査に至る経緯と概要(第1・2図)

千葉市西部の東京湾岸に面する地域は，埋立地の拡大に伴う学園都市や大規模な住宅団地の

造成が進められ，人口の社会増加が著しい地域である。千葉県では，東関東自動車道路との関

連もあり，道路網の整備・充実が急がれるこの地域に都市計画道路3・4・43号磯辺・茂目町

線(以下，磯辺・茂目町線)の建設を計画している。

磯辺・茂巴町線は，千葉市磯辺町と茂呂町を結ぶ環状線で，計画路線内には数多くの埋蔵文

化財の所在することが予想された。このため千葉県教育庁文化課では，道路建設に先立ち，用

地取得にあたった都市部計画課(現街路モノレール課)と慎重な協議を重ねてきた。その結果，

最も建設の急がれる路線西側の起点にあたる国道14号線(磯辺町)から，県道実籾停車場・穴

川線(園生町)までの区聞は，路線変更及び現状保存が困難であり，区間内に所在する 4か所

の埋蔵文化財包蔵地については，発掘調査による記録保存の措置がとられることになった。発

掘調査は，文化課の要請と指導のもとに，当センターが実施することになり，都市部計画課と

の聞に委託契約が締結されることになった。

発掘調査は，昭和57年度，最も西側の谷津台貝塚から実施され，その成果は翌日年度に刊行

された『千葉市谷津台貝毒』に報告されている。

小中台遺跡については，まず昭和60年6月1日から5.800m'を対象とした確認調査が行われ，

引続き確認調査の成果に基づいた本調査が同年9月30日まで実施された。調査対象面積は，西

側の溺れ谷部分を除く 3.800rげについてである。さらに翌日年7月1日""31日，用地買収・家屋

撤去等問題の残った416m'について本調査が追加

して行われた。

本遺跡では，公共座標を基準に50mX50mの

大グリッド(第 1図)を設定した。大グリッド

は，北から l・2と数字を，西からA・B・C

・Dとアルファベットを付した。大グリッドの

内部は， 5 mx  5 mの小グリッドに分割し， 00 

から99までの番号を付した(第 2図)。従って各

々の小グリッドは，大グリッド番号と小グリッ

ド番号を組合せた 4桁の記号で表現されること

になる。
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l 山口直樹他 『千葉市谷津台員塚J (財)千葉県文化財センター. 1983 
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II.遺跡の位置と環境

1.遺跡の位置(第1・3図，図版 1) 

小中台遺跡は，国鉄稲毛駅から北へ約1.5kmの千葉市小中台町524他に所在する。

千葉市は，房総半島西側の付け根部分に位置し，東京湾に面する比較的平坦な下総台地によ

ってそのほとんどが占められている。市域東京湾岸には，花見川，都川，村田川等主要水系に

属する大小の河川があり，その浸食作用によって樹枝状に発達した開析谷と沖積低地が無数に

入りくんだ結果，下総台地は複雑な地形的様相を展開している。

本遺跡は，稲毛と検見川の間で東京湾に西流する積橋谷の水系にあり，積橋町，長沼町を各

々谷頭とする宮野木支谷と園生支谷との合流点に近く位置する。この合流点を西に臨むような

形で，その先端部にかつての谷津台貝塚(15)を乗せた舌状台地が突出しており，その北側にま

わりこんだ小さな谷津を西面し，ヤツデ状に拡がる舌状台地の 1つの基部に当たる部分に今回

の調査区がある。調査区の南東方向に延びる舌状台地の基部は縄文時代中・後期の散布地であ

る新堀込遺跡(2 )として周知されており，今回の調査区は立地条件等からみて，その一角にあ

たるものと思われる。調査の結果，西入する小谷津の谷頭部分には溺れ谷の存在を思わせる黒

色土の厚い堆積がみられ，調査区は北入する谷津との間の癖尾根状を呈する台地上に位置する

ことが判明した。調査区の標高は約28m。沖積低地との比高約18mを測り，現在の国道14号線

が走る旧海岸線までの直線距離は約1.8回である。

積橋谷水系の旧河口付近には， 10数年前まで稲毛浜とよばれた遠浅の砂浜が拡がり，潮干狩

りで賑わう場所であった。この砂浜は，海蝕と流水の作用によって縄文時代に発達した砂洲で

あり，縄文時代から近年に至るまで砂泥性の海に生棲する魚貝類の絶好の漁獲場所を提供して

いたと思われる。このことは，本遺跡の縄文時代中期及び古墳時代中期の遺構内に堆積してい

た地点貝塚から検出された魚貝類の遺骸が，砂洲の発達した海岸付近で捕獲，採取されるもの

であることからも十分推定することが可能である。現在の海岸線は，埋立てによって積橋谷水

系が流れこんでいた旧海岸線より 2.6kmほど後退しており，往時の環境の復原を困難なものにさ

せている。

2 .周辺の主要遺跡(第3図)

小中台遺跡の所在する積橋谷水系には数多くの遺跡が点在しており，古くから生活の場として

環境条件の整っていたことが窺える。周辺の主な遺跡を，時代を追って概観したい。

先土器時代は，谷津台貝毒(15)及び宮野木支谷対岸の鳥込東(鳥喰台)遺跡(12)で遺物が採集さ

れた程度であるが，本遺跡の北西約1.5km，花見川水系に属する蓑輪遺跡(4 )では，IV-V層とVI層

下位~刊a層を各々主体としたナイフ型石器を伴う石器群が検出されている。
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縄文時代になると，早期では宮野木支谷対岸に茅山式期の集落が検出されたエコゃダ遺跡(8 ) 

や，同時期の炉穴群が検出された鳥込東(鳥喰台)遺跡(12)をはじめ，鳥込西員意(9 )，鳥込貝毒

(10) ，鳥込東貝塚 (11)といった遺跡が台地縁辺約800mに亘って連なり，小貝塚を伴った貝塚群

を形成している。また園生支谷対岸には井草式・夏島式土器等を出土した向原遺跡(19)，茅山式

期の女子高裏遺跡(20)が知られている。本遺跡の西約400mに位置する谷津台貝毒(15)は，市域で

は数少ない前期の地点貝塚を伴う遺跡であり，その主体は関山式期に求められる。中期は，本遺跡

の北東約1.2km，宮野木支谷奥に加曽利E式期の定原遺跡(7)があり，後・晩期では花見川水系，

直川水系との各々の分水界付近に積橋員塚(5・国指定史跡)，園生員塚(21)が所在する。いずれ

も積橋谷水系の旧河口からの距離 3-----3.5kmを測り，宮野木支谷及び園生支谷の最奥部に位置す

る。また本遺跡と同一の舌状台地基部には，堀之内式~加曽利B式期の東の上貝塚(17)がある。

弥生時代には，花見川水系との分水界付近，宮野木支谷最奥部に位置する本郷向遺録(6 )があ

り，中期後葉の住居跡 1軒が検出されている。

古墳時代以障の遺跡は，宮野木支谷においては五領期前葉の本郷向遺誠(6 )，鬼高期の宮野木

原遺跡(13)，堀田遺跡(14)，国分期の定原遺跡(7 )等があり，園生支谷においては国分期の下回遺

跡(18)等が知られている。本遺跡の南約300mに位置する城山遺跡(16)は，歴史時代から中世にか

けての平山城・小中台城跡であり，土塁，空堀，腰曲輪等の遺構が確認され，常滑査が出土した

が，土取工事のためほぽ浬滅，原状を留めていない。

本遺跡の乗るヤツデ状に拡がった舌状台地上に限っても，集落跡・包蔵地11か所，古墳 8基横

穴群1か所及び中世域館跡 lか所の遺跡の所在が分布地図等で周知されている。加えて本遺跡の

北西約2.1kmに位置し，縄文時代後期(加曽利B式期)のものと思われる独木舟や擢，及び弥生時代

後期のものとして有名な大賀蓮の出土した検見川泥炭層遺跡・落合遺跡(3 )の例もあり，台地下

の沖積低地にも未だ知られざる多くの埋蔵文化財が眠っている可能性が高い。

宍倉昭一郎 「縄文前期の遺跡J ~千葉市史』第 l 巻 千葉市. 1974 
青木 豊他 『谷津台貝塚』 千葉市遺跡調査会. 1982 
山口直樹他 r千葉市谷津台貝塚J (財)千葉県文化財センター. 1983 
加藤正信他 r千葉市蓑輪遺跡J (財)千葉県文化財センター. 1985 
武部喜充他 rエゴダ遺跡調査報告」 千葉市遺跡調査会. 1982 
内野美三夫他 r鳥込貝塚」 鳥込貝塚発掘調査団. 1971 
神尾明正 「千葉市鳥込東貝塚発掘略報J ~千葉県文化財調査報告書』 千葉県教育委員会. 1964 
神尾明正他 「千葉県千葉市鳥込東貝塚J ~日本考古学年報J 15 日本考古学協会. 1967 
田川 良他 r定原遺跡』 千葉市遺跡調査会. 1982 
芹沢長介 r千葉県千葉市積橋員塚J W日本考古学年報J 9 日本考古学協会. 1961 
戸沢充則 「千葉県千葉市積橋員塚(第2次)J r日本考古学年報J 17 日本考古学協会. 1969 
文化庁文化財保護部 「新指定の文化財ーこではし貝塚一J r月刊文化財J219. 1953 
西村正衛 「千葉県都賀村園生貝塚J r日本考古学年報J 1 日本考古学協会. 1951 
神尾明正 「千葉県千葉市長者山貝塚J r日本考古学年報J 5 日本考古学協会. 1957 
神尾明正 「千葉県千葉市園生貝塚J W日本考古学年報J7. 10. 12 日本考古学協会. 1958. 63. 64 

10 田川 良他 『本郷向」 千葉市遺跡調査会. 1982 
11 田川 良他 r千葉市宮野木原遺跡発掘調査報告書」 千葉市遺跡調査会. 1981 

4-

。，M
q
3
4
9
p
b
a
u
弓

d
o
o

9 



3.層序(第4図)

小中台遺跡の層序は第 4図のとおりである。調査区西寄りのlA98グリッドから東寄りの2C07

グリッドにかけて，緩やかな傾斜をもっていることが模式的に看取されよう。台地平坦面に近

く，比較的安定していると思われる2C07グリッドの北壁断面を基本層序とした。

1 :表土層。現在の生活道路及び諸建造物は，本層上位に1.5mほどの盛土をした上にある。

III:ソフトローム層。調査区全域ではないが，本層上位には暗褐色を呈するソフトローム漸

移層(11C)が認められた。

IV-V:黄褐色ハードローム層。IV層とV層の区分は不明瞭な部分が多いが， lC73-2C03ライ

ンでは各々明瞭に区分することができた。クラックの発達が著しし五。

VI :黄褐色ハードローム層。恰良・丹沢パミスを含む層である。

四a 第11黒色帯上部にあたる。

四 b: VIIa，刊c聞にみられる明るい色調の間層である。

四c 第11黒色帯下部にあたる。色調的にはかなり黒っぽく，明瞭に把握することができる。

調査区西側の谷部周辺では認められない。

VsIa 立川ローム最下層の上部にあたる。下部に比べて明るい色調を呈する。

四 b:立川ローム最下層の下部にあたる。比較的沈んだ色調を呈する。

IX :武蔵野ローム上面である。青灰色がか

つており，やや軟質である。

2 B 03 

一← 27m -

IA98 - 26m 一一 26m 一一

25m 一一 25m 

。

一一 24m 

I B 69 ←ー 28m

一一 27m 

2 C 07 

政

2m 

第 4図 小中台遺跡、土層柱状図
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111.遺構とその遺物

小中台遺跡の調査で検出された遺構は，竪穴住居跡 7軒，土墳(重複するものを含めて)16 

基及び周溝の一部分のみではあるが古墳 1基を数える。以下，遺構の種類及びその中での帰属

時期を考膚にいれて報告を進めることにしたい。但し，土墳については帰属時期の判明したも

のを先に報告し，その後に時期不明のものをまとめた。また報告書の体裁上，各遺構には報告

の段階で新たな番号を付け直しである。調査時及び整理時の遺構番号については，各種遺構毎

の説明の前に一覧表を掲げたので参照されたい。

1 .竪穴住居跡

表 l 竪穴住居跡一覧

遺構番号 時 期 規模・ (m)

長軸 短軸深

l号住居跡 縄文時代中期 (5.00) x4.80xO.35 

2号住居跡 縄文時代中期 3.73x3.35xO.15 

3号住居跡 古墳時代中期? 3.86x3.78xO.23 

4号住居跡 古墳時代中期? (6.45) x6.00xO.34 

5号住居跡 古境時代中期 4.10x3.65xO.22 

6号住居跡 古墳時代中期 4.85x-xO.51 

7号住居跡 古墳時代中期 (3.45) x3.16xO.07 

形態 主軸方向 備 考 調査時番号

隅円方形 N-5' -E 南側を撹乱により損壊。 SB-l 

隅円方形 N-37' -E S8-5 

方 形 N-53.5ヒW 北東コーナーでl号土墳と切合い。本跡の方が新。 S8-3 

方 形 N-39'-E 中央を撹乱溝が貫く。 S8-2 

方 形 N-24' -E S8-4 

方 形 南側%以上調査範聞外。 SB-6 

方 形 N-23'-E 南側を撹乱により損壊。 S8-7 

* ( )内は推定値

1 号住居跡(第 5~10図，表 2 ，図版 8 ・ 14~16 ・ 20)

遺構 調査区の東半部中央付近に位置し， 1 C63・64・73・74グリッドにかけて検出された。南

側の一部に新しい時期の撹乱を受けているが，胴の張った隅円方形を呈するものと思われる。

検出面でのプランは，長軸推定5，OOm，短軸4，80mを測る。主軸の方向はN-5 '-E。 検出面

からの深さ35cmで床面に至る。床面は炉の周辺と北側で堅轍な面が検出されたが，他の部分は

遺存が悪く軟弱であった。覆土は 4層に分けられる。 1・3:暗褐色土層。 2:混土貝層。オ

キアサリ，小型ノ、マグリを主体とし，アサリ，シオフキ，マガキ等を含む。 4:ロームブロッ

クを含んだ暗褐色土層。炉は住居床面のほぼ中央部に位置し，複数個体の大型土器片を炉壁と

して利用した土器片囲炉である。土器片囲の規模は，長径53cm，短径42cmを測る略楕円形を呈

する。南側部分に土器片囲の切れるところがあり，全周してはいない。主軸の方向は N-31'

E。利用された土器片は，土器の内面を炉の内側に向けた状態でならべられ，第 6~8 図 1 ・ 3

~7 の 6 個体に復元することができた。床面での炉掘形の規模は， 1片60cmを測る隅円方形を

呈し，床面からの掘りこみの深さ37cmを測る。炉の覆土は 4層に分けられる。 5:焼土粒を多

く含む褐色土層。 6:灰層。 7:焼土層。 8:火熱を受けたロームブロック層。 8は炉の掘形

-6-
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7 

の二種類が交互に配される。

楕円区画は三単位が遺存する

が，各々異なる手法によって

描出されている。胴部は 2本

一組の沈線区画による磨消懸

垂帯が垂下する。地文は単節

縄文 RL。内面は口縁部上部

のみ丁寧なミガキがみられる。

5は大型の有孔鍔付土器であ

る。口縁部から胴上半部にか

けて約1/3が遺存する。口径推

定46.4cm。幅広の無文の口縁

を区画するように有孔の鍔が

巡る。遺存部分には 4か所の

穿孔がみられ，いずれも鍔下

一一 J0cm 側から穿孔されている。胴部

第8図 l号住居跡出上泣捌3) は隆帯による渦巻文及び弧線

文が描かれる。内面には丁寧なミガキが横位に施されている。 6は肥厚した口縁部直下に幅

広の沈線の巡る鉢で，口縁部から胴部にかけて約1/4のみ遺存。口径推定33.6cm。口縁部内外面

の一部に朱の痕跡が認められる。 7は無文の浅鉢で胴部のみ約1/2が遺存する。外面上位は横位

に，外面中央位以下及び内面には縦位に細かいミガキが行われている。

8は幅広の沈線を巡らせ，無文の口縁部を区画した浅鉢。沈線以下には地文の条線が縦位に

施される。口縁部無文帯及び内面には非常に丁寧なミガキが行われ，部分的に朱の付着がみら

れる。 9• 10は隆帯とそれに沿った沈線によって口縁部文様帯に渦巻文や楕円区画文を描出し

たもの。 9は胴部に 2本の隆帯，10は2本一組の沈線区画による磨消懸垂帯を各々垂下させて

いる。地文は 9が単節縄文 RL，10は単節縄文 LRo11は口縁部に刺突による上下 2段の円形点

列を交互に配し，その直下に 2本の沈線の巡る深鉢口縁部片である。沈線聞は磨消されている。

地文は不明。内面は丁寧なミガキを施す。 12~24 ・ 26は沈線文をもっ深鉢片。 12~17 ・ 19~21

は， 2本一組の沈線区画による磨消懸垂帯を垂下させた胴部及び底部片である。 12・13は内面

に細かいミガキを行っているにもかかわらず，器壁が非常に粗れている。同一個体。 15は口縁

部文様帯の一部が窺える。 19は内面に丁寧なミガキを施す。 20は幅広の磨消懸垂帯のほぽ中央

に非常に浅い単沈線が垂下する。 21は底部内面の一部に灰状の白色を呈する物がこびりついて

いる。 18 ・ 22~24 ・ 26は沈線によって幾何学的文様の描出されたもの。 18 ・ 22 ・ 26は変形S字

-10-
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状文，渦巻文及び弧線文が，また23・24は弧線文，楕円区画文及び変形C字状文が描かれる。

縄文を地文にもつものは， 12・13が複節LRL，他は単節RLである。 18・22・26は地文をもた

ない。 27・28・30は隆帯によって直線や曲線が描かれている。 27は内外面とも丁寧なミガキが

施される。 30は単沈線が垂下している。いずれも地文を持たない。 25・29・31は縄文を地文に

もつもので， 25・29は単節RL，31は単節 LRが施される。 35・36は条線を地文にもつもの。い

ずれも内面は丁寧なミガキ。 32~34 ・ 37は無文。 34は内外面とも黒色を呈し，丁寧なミガキが

施されている。

42は非常に高い隆帯を貼付け，隆帯と沈線とによって渦巻文及び楕円区画文を描いた深鉢の

口縁部片である。楕円区画内には地文が施されるが，原体は不明。内面は横位の丁寧なミガキ，

43は深鉢の口縁部に発達した小突起である。スクリーントーンは断面を表す。

38・39は南側の撹乱部分で検出されたが，遺物の形状から本跡に伴うものと思われる。 38は

擁形を呈し厚みのある敵石である。上下両端に敵打痕を残す。下端にはドーナツ状の磨痕も認

められる。石材は砂岩。最大長13.6cm，重量775.6g 0 39は偏平な円離を利用した石皿である。

破片であり全形を窺うことはできないが，遺存する表裏面に各 1か所ずつ直径20凹大の浅い潰

痕が認められる。石材は砂岩。重量271.6g 0 40は軽石である。表面の風化がかなり進み明らか

ではないが，折損品であろう。特に加工痕は認められない。浮子として利用されたものかもし

れない。最大長6.6cm，重量10.54go 41は1側面に磨面を残す小離である。磨面は30D1lDx 15皿

の範囲で，他の面に比べ非常に滑らかである。石材はチャート。最大長7.1cm，重量63.7g。

44~46は土器片錘である。 44は 2 本一組の沈線区画による磨消懸垂帯をもっ深鉢の胴部片を

利用したもの。 l短辺倒の約2/3を欠損しているが，短辺側に 2対とそれに直交する形で長辺側

にl対の挟りであったと思われる。 45・46は短辺側に 1対の扶りをもつもので， 45は深鉢口辺

部片を， 46は深鉢の胴下半部片を利用したものである。

実測図及び拓影図を掲載したものの他に縄文土器片108点が覆土内より出土している。

2 号住居跡(第1l~14図，図版 9 ・ 15 ・ 17 ・ 20)

遺構 調査区のほぼ中央付近に位置し， 1 B73・74グリットにかけて検出された。プランは不

整隅円方形を呈し，長軸3.73m，短軸3.35mを測る。主軸の方向は N-37'-E。上層が畑地とし

て利用され，かなり深耕を受けていたため検出面からの深さ僅か15cmで床面に至る。床面の遺

存状況は良好であり，特に炉の周辺と埋聾の設けられていた P13の北側が非常に堅轍であった。

覆土は 3層に分けられる。 1:混土貝層。オキアサリを主体として，イボキサゴ，マテガイ等

を含む。 2:暗褐色土層。 3:ロームブロックを含む褐色土層。炉は住居床面の中央部主軸上

北東寄りに位置する。床面での規模は長径83cm，短径78cmを測る略円形を呈し，床面からの掘

りこみの深さ40cmを測る比較的大型のものである。炉の覆土は 6層に分けられる。 4:焼土粒，

12 
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第10図 l号住居跡出土遺物(5)

表2 1号住居跡土器片錘計測値

扶幅(cm) 重量 (g) 時期 備 考

長短辺辺側側一6一.1 64.6 加曽利E
l短辺倒1]%欠損
短辺側 2対，長辺側 1対の扶

6.4 57.4 加曽利E

48.9 加曽利E l短辺側欠損



炭化粒及び灰粒を多く含む暗褐色土層。 5:灰層。 6:灰をブロック状に含む暗褐色土層。 7: 

灰を多く含む褐色土層。火熱を受けている。 8:焼土層。 9:炭化物を主体とする層。炉の覆

土の堆積状況(特に 5と7)から，埋聾炉あるいは土器片囲炉であった可能性が高く，住居廃

絶時あるいは埋没直前時における土器(片)叫支き取りが行われたものと思われる。また， 5の

灰層をサンプリングして分析した結果，往時の食生活及び炉の利用法の一端を窺わせるような

好資料を得ることができた。章を改めて報告したい。ピットは13か所検出された。 P1 ・ P5~P7

・Pg・Pllは床面からの深さ40cm以上を測り， P2' P4・PS・PlOは30cm前後，他も15cm以上を測

る。東壁中央直下からは第12図1の土器を埋聾としてもつ P13が検出された。床面からの深さ18

cmを測る。周溝は検出されなかった。

遺物 覆土内及び床面直上から土器，石器及び土製品が出土した。出土量は極めて少ない。復

元可能な土器は，実測図を掲載した 2点のみである。

lはP13内に埋聾として利用されていた深鉢の口縁部から胴上半部である。胴部は全周する

が，口縁部は約1/2のみ遺存。口径推定22.0cm，残存高15.4cmを測る。口縁部文様帯は既に消失

し，やや肥厚する口縁部直下に幅広の単沈線が巡る。沈線以下には地文として単節縄文 RLを全

面に施文する。内面は細かいミガキが施され，とりわけ口縁部には丁寧なミガキが横位に行わ

れている。また最大径を測る部分からくびれ部にかけてミガキの際の工具痕かとも思われるへ

ラ状工具端痕が認められる。 2は覆土中より出土した深鉢の大型片接合資料である。口縁部約

1/2，胴上半部約1/4のみ遺存。口径推定22.6cm。口縁部直下より沈線によるH字状区画文を描

出し，区画内を磨消す。 H字状区画文は 4単位で全周するものと思われる。地文は単節縄文 RL

で，胴部は縦位あるいは斜位に施文し，口縁部は一段のみ横位に施文をする。条の傾きを変え

ることで消失した口縁部文様帯を意識したものと思われる。内面は口縁部とくびれ部に横位の

細かいミガキを行う。

3は口縁部に幅広の無文帯をもっ浅鉢のくびれ部から胴部上位にかけての小片である。口縁

部無文帯は隆帯で区画され，縦位の稜を強く残したミガキがみられる。隆帯はその直下に沿う

沈線とで区画文を描出すると思われる。区画内には地文・単節縄文 RLが施文されている。 4は

口縁部直下に単沈線を巡らす小さな波状口縁をもっ深鉢の口縁部片で，波頂部付近の小片であ

る。沈線以下には単節縄文 RL が施文されている。内面は横位の丁寧なミガキ。 5~9 は沈線文

をもっ深鉢の胴部片である。 5は2本一組の沈線を垂下させるが，沈線聞を磨消していない。

6~9 はいずれも 2 本一組の沈線区画による磨消懸垂帯を垂下させる。地文は 5~8 が単節縄

文 RL，9は単節縄文 LR。

10は炉の平面プラン東側直近の床面直上から出土した石鍍である。凹基無茎鎮で，片側の脚

先端を折損する。石材はチャート。最大長2.85cm，重量0.92gを測る。

11は北壁際から出土した粘土紐状の土製品である。全体が「く」字状に曲がり，下部にへラ

-14-
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状工具による鋭い沈線が2本斜位に刻まれ

ている。遺存最大長3.4cm，幅，厚さともに

1.0"'1.3仰を測る。重量3.30g。

他に縄文土器片36点及び不明醸片4点が

覆土内より出土している。

また，ほぽ床面直上の覆土中より先土器

時代の遺物が9点検出された。いずれも第

1文化層 (III層)に帰属時期が求められる

ものである。個々についての説明は後章に

譲るが， 9点のうち 5点(12'"16)は石核で

あり，他は使用痕のある剥片 1点，剥片2

点及び削片 l点である。石核5点を含む 7

点はプラン東コーナー付近に集中して出土

した。本住居跡に直接あるいは極めて近い

時期に関わりをった人間違による拾集及び

廃棄の行動様式の一端が裏付けられよう。
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3号住居跡(第15図，図版10・25)

遺構 調査区の中央部やや南寄りに位置し， 1B86・87・96・97グリッドにかけて検出された。

プランの東コーナー付近で 1号土塘と切合っている。新旧関係は本住居跡の方が新しく， 1号

土墳と切合う部分には貼床が構築されていた。検出面でのプランは，長軸3.86m，短軸3.78m

のほぼ方形を呈する。主軸の方向は N-53.5"-W。検出面からの深さ23cmで床面に至る。床面は

平坦であるが，堅搬な面は検出できなかった。覆土は 4層に分けられる。 1:ロームブロック

を主体とする褐色土層。 2~4 :暗褐色土層。 2・3は焼土粒及び炭化材を多く含み， 4はロ

ームプロックを多く含んでいる。床面を精査したにもかかわらず，炉，柱穴及び周溝等内部施

設は全く検出されなかった。また，柱穴については住居プラン周辺についても同様に精査した

が検出することはできなかった。

以上のことから，本跡は竪穴住居跡というよりも竪穴状遺構と称した方が妥当かもしれない

が，敢えて分類はしなかった。

遺物 1は軽石である。折損面は認められないが，表面の風化・磨滅が著ししこれのみで完

形品かどうか判断しかねる。最大長3.5cm，幅3.0cm，厚さ2.4cm，重量5.35gを測る。淡黄褐色

を呈し，多孔質。水に浮く。

他に覆土中から 1個体の土師器・聾胴部片と縄文土器片98点が検出された。
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4号住居跡(第16図，図版 9) 

遺構 調査区の中央部北端に位置し， 1B56・57・66・67グリッドにかけて検出された。プラン

の中央を最近の撹乱溝が縦断している。今回調査された中では最大規模の住居跡であり，長軸

推定6.45m，短軸6.00mの方形を呈する。主軸の方向は N-390-E。検出面からの深さ34cmで床

面に至る。遺存した部分での床面は，南東コーナー付近の一部を除いて堅轍であり，特に 4本

のピットに固まれた内部において著しい。覆土は 2層に分けられる。 1• 2 :暗褐色土層。 2

は焼土粒，炭化粒及びローム粒を多く含む。炉は撹乱溝によって破壊されてしまったものと思

われ，検出できなかった。ピットは 5か所検査された。 P2，，-，P4はいずれも深さ50cmを超えるも

ので， P1も上部を擾乱溝によって破壊されてはいるが，同様の規模をもつものであったと思わ

れる。また，住居床面の北東コーナー直近から貯蔵穴 PSが検出された。床面での規模は，長軸

推定53cm，短軸50cmを測る隅円方形を呈するものと思われ，床面からの深さは29cmを測る。周

溝は遺存する部分については全周する。幅15"-'20cmである。床面から 2"-' 3cm程浮いた状態で

炭化材が検出された。また，床面には火熱を受けた痕跡が認められた。これらの状況は，本住

居跡が火災を受けた被災住居である可能性を示唆していると思われる。

遺物全く検出されなかった。

5号住居跡(第17図，図版10・11・21・25)

遺構 調査区のほぼ中央付近に位置し， 1B63・64・73・74グリッドにかけて検出された。検出

面でのプランは，長軸4.10m，短軸3.65mを測る方形を呈する。主軸の方向は N-240-E。検出

面からの深さ22cmで床面に至る。床面の遺存状況は良好であり，ピットに固まれた内側の部分

が堅織で，特に炉の南側周辺において著しい。覆土は 2層に分けられる。 1・2:炭化粒を含

む暗褐色土層。 2は焼土粒も多く含む。炉は住居跡床面の中央よりやや北東に偏在する。床面

での規模は，長径65cm，短径50cmを測る不整楕円形を呈し，床面からの深さ 7cmを測る地床炉

である。主軸の方向は N-5r-w。 炉の覆土は 2層に分けられる。 3:ブロック状を呈する焼

土層。 4:焼土粒を多く含み，火熱を受ける褐色土層。ピットは 6か所検出された。 P1は深さ

50cmを超えるが， P2，，-，PSはいずれも30cm前後である。住居床面南東コーナーには， P3の東側に

上端プランを接する形で貯蔵穴P6が検出された。床面での規模は，長径65cm，短径50cmを測る

不整楕円形を呈し，床面からの深さは15.2cmを測る。周溝は検出されなかった。床面に火熱を

受けた痕跡は認められなかったが，床面直上で多くの炭化材が検出された。床面中央付近で東

西方向に直線的に連なるものが中心となるが，他は細かいものが多く，遺存状況も良くない。

遺物 覆土内及び床面直上から土器及び土製品が若干量出土した。

lは胴部中位に最大径をもっ聾の胴部片である。頚部から胴下半部にかけて約1/3が遺存す

る。胴部最大径推定19.6cm。頭部には指頭状の押圧による刻み目を施し，輪積痕の残る胴部に
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は内外面にハケ目状整形を行う。ハケ目の方向は，外面は下半部で縦位，上半部で斜位，内面

は横位。内面には斑紋状の剥落及びスス状炭化物の付着がみられる。 2は底部と体部の聞の稜

線が高く，細い筒状の脚部及び水平に聞く裾部をもっ高杯である。坪部は住居南東コーナー直

近，脚部は P2東側と約 4m離れて出土した。ほぽ完形。口径26.3cm，裾径10.9cm，器高13.7

cm。坪部と脚部の接合は，坪底部外面を削った凹みに脚部を依めこむようにしたもので，薄く

なった坪底部には孔があき，脚頭部が見えている。裾部裏側にはハケ目状整形を行う。外面及

び坪部内面に赤彩を施す。坪底部内面と外面の約1/4及び裾部から脚部にかけて黒色を呈する。

また坪部内面には斑紋状の小剥落がある。 3は台付聾脚部である。聾底部との接合痕は残さな

い。台上面はやや凹んでおり，器台的利用も考えられる。輪積による若干の凹凸がみられるが，

概ね均整のとれた載頭円錐形を呈する。裾径9.6cm，器高4.7crn。外面は幅 2mmほどの縦位のミ

ガキが疎に行われ，内面は全面にハケ目状整形が施される。内外面ともくすんだ黒色を呈する。

4は「く」字状に外反後，直線的に開く口縁部，球形の胴部及び小さく突出気味の底部をもっ小

型の聾である。住居北西コーナー直近の壁際から出土。完形。口径10.4cm，底径3.7cm，器高11.3

cmを測る。外面頚部直上にはへラ状工具端痕が連続的に認められる。胴部内面には輪積痕が残

る。口縁部から頚部にかけて内外面とも赤彩。色調は黒色。

5は管状土錘である。完形。全長5.3cm。断面形は長径4.10cm，短径3.75cmを測る楕円形を呈

し，ほぽ中央に孔径1.1cmの貫通孔がある。重量は94.6g。黒色を呈する。

他に覆土中より土師器では l個体の聾破片と高坪破片，及び縄文土器102片が検出された。

6号住居跡(第18図，図版11・21)

遺跡調査区の西半部南側調査区域境界に位置し， 1A97・98，2A07・08グリッドにかけて検出

された。今回調査された遺構の中では最も西側にある。プランの南側1/2以上が調査区域外に拡

がっているものと思われ，調査できたのは北側の一部のみである。検出面でのプランは NW-SE

軸が4.85mを測る方形を呈し，検出面からの深さ51cmで床面に至る。床面は平坦で，中央付近

から東側にかけて堅轍な面が検出された。壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は 3層に分けられ

る。 1・2・3:暗褐色土層。 1はローム粒， 2は炭化粒， 3は焼土粒を各々多く含む。炉は

検出されなかった。住居床面の西側， Pjの南側に偏在して焼土が検出された。床面を掘りくぽ

めた痕跡はなしまた火熱を受けた面も検出されなかったことから炉ではないと思われる。最

も厚い所でも僅か 2""3 cmほどであり，住居跡覆土断面図にも投影することはできなかった。

ピットは 4か所検出された。 Pj""P3はいずれも15""20cm前後の浅いものである。住居床面の北

東コーナー直近から貯蔵穴P4が検出された。床面での規模は，長径50cm，短径24cmを測る不整

楕円形を呈し，深さ51cmを測る。周溝は調査した部分については全周する。幅15cm前後である。

遺物 覆土内及び床面直上より土器及び石器が検出された。
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1・2は「く」字状に外反後，直線的に開く口縁部をもっ増である。 1は貯蔵穴P4内より出土

した。口縁部及び胴上部約1/3を欠損する。口径推定12.0叩，底径2.6cm，器高15.3αn。胴中位

に最大径をもっ。輪積痕を残す胴部は外面にハケ目状整形が若干みられ，内面にはへラ状工具

端痕がみられる。 2は貯蔵穴の北側より出土。口縁部のみ約 1/3が遺存する。口径推定13.8

cm，内外面とも幅 2""3mmほどのミガキが密に行われる。外面は縦位，内面は横位である。外

面はミガキの聞に斜位のハケ目が残る。色調は黒色を呈し，焼成は良い。 3は小円盤状の底部

から内湾気味に開く口縁部をもっ高杯の杯部である。 Pjの南側より出土。口縁部約2/3を欠損す
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る。口径推定17.0叩，遺存高6.1cm。坪底部外面を削った凹みに脚部を俵めこんで接合したもの

と思われ，薄くなった底部には孔があいている。器面は内外面とも非常に粗れている。

4は長軸先端に扶状の剥離をもっ小礁である。全長3.6cm，幅1.7cm，厚7.5回。重量4.04g。

剥離は片側先端の両面に行われ，非常に風化，磨滅している。石材はチャート。

他に，覆土内より土師器では 4個体を数える聾破片と 2個体を数える坪破片，及び縄文土器

20片が検出された。

7号住居跡(第19図，表 3，図版11・22・25)

遺構 調査区の中央やや西寄りに位置し， 1B51・52，61・62グリッドにかけて検出された。南

側の一部は現在の農道による破壊が床面以下にまで及び，検出は不可能であった。住居プラン

は，長軸3.45m，短軸3.16mを測る比較的形の整った方形を呈するものと思われる。主軸の方

向は N-23・-E。検出面からの深さ僅か 7cmで床面に至る。床面は平坦であるが堅撤な面は検出

されなかった。覆土は最下層のみ検出された。 1:ローム粒を非常に多く含み，また焼土粒，

炭化粒を若干混入する暗褐色土層。炉は検出されなかった。ピットは 3か所検出された。床面

からの深さは， P1 : 20.8cm， P2 : 12.5cmを測る。床面南東コーナーに近いと思われる所から貯

蔵穴P3が検出された。床面での規模は，長径53cm，短径48cmを測る不整楕円形を呈し，深さ20.8

叩を測る。周溝は検出されなかった。

遺物 道路による揖乱の影響をうけたものを含めても遺物量は僅かである。

1は頭部の収縮がやや弱く，外湾気味に開く口縁部をもっ小型の聾である。 P2の東側から出

土。口縁部から胴部にかけて約1/3のみ遺存。口径推定14.2cm，遺存高12.7cm。胴部中位に最大

径をもっ。胴部外面は斜位のハケ目状整形の聞に幅6皿前後のミガキが疎に施される。頭部内

面には口縁部と胴部との接合調整痕が明瞭に残る。 2はやや上げ気味の小さな底部と，強く外

湾した外稜から外反気味に終わる口唇部をもっ杯である。外稜直下の内面には一段明瞭な内稜

が巡る。貯蔵穴P3内より出土。底部及び口縁部の一部を欠損する。口径13.0cm，底径推定2.1

佃，器高5.0倒。内外面とも丁寧なナデによって仕上げられている。底部内面は器壁の粗れが著

しい。全面に赤彩を施す。 3は筒状の高坪脚部である。貯蔵穴 P3内より出土。遺存長9.2cm。外

面は，縦位の細かいミガキと上下両端に鋭利な工具による刺突痕が連続的に施される。外面は

赤彩，また内面の 1か所には指頭大の赤彩が認められる。 4は肩上部をおさえ気味に潰し，平

坦に近い形にした聾の頚部から胴上部にかけての破片である。頚部内径推定16.7cm。内面はハ

ケ目状整形後，部分的にミガキを施す。くぴれ部内面は丁寧に磨かれ，平滑である。

5 .......10は住居検出面より出土した鉄製品である。釘及び不明の板状鉄製品であるが，いずれ

も本住居跡に直接伴うものではないと思われる。計測値を掲げるに留める。

他に土師器では 2個体を数える聾破片と坪破片，また縄文土器10片，敵石が出土した。
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第四図 7号住居跡 ・出土遺物

表 3 7号住居跡鉄製品計測値

挿図番号 製品名 遺存状況 計 測 値(cm) 重量(g) 備 考

長 幅 厚

先端部欠損
皿0.7 0.4 

2つに折損19-5 釘 3.05 幹 l.07 
0.4 0.25 

先端部欠損
皿1.15 0.55 

19-6 釘 2.1 
幹0.4

0.82 
0.35 

19-7 釘 先皿端部部欠損 l. 75 0.5 0.35 0.94 

19-8 釘 皿部欠損 2.7 0.45 0.3 0.76 

19-9 釘 血部欠損 2.0 0.45 0.3 0.43 

19-10 不明 3.4 3.0 0.2 2.59 孔径0.2xO.15(cm)
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2 .土墳

表4 土壌一覧

遺構番号 時 期 規 模事 (m) 形態・ 主軸方向・ 備 考 調査時番号

長径 短径 深

l号土嬢 縄文時代中期 2.00x 1.97 xO.57 略円形 S K-17 

2号土横 縄文時代中期 1.36x 1.26 XO.18 不整円形 N -18.5'.... E S K-10 

3号土境 古墳時代中~後期 A 1.38x 1.32 xO.54 略円形 2基重複。Aの方が新しい。 SK-2 

不 明 B 1.75x (1.65) xO.17 楕円形 (N-64'-W) 

径

4号土横 古墳時代後期 1.75 x O. 75 円形 SK-4 

長径 短径

5号土横 古墳時代中~後期 1.54x 1.46 x0.41 略円形 SK-12 

6号土境 古墳時代? 2.13x 1.86 xO.56 不整楕円形 N-46' -W SK-3 

7号土横 不 明 2.42x 2.10 xO.22 不整形 N -32.5'-W SK-5 

8号土横 不 明 2.05x 1.85 xO.47 不整円形 N-45・ w SK-6 

9号土墳 不 明 1.56x 1.32 xO.23 不整円形 N-8' -W SK-8 

10号土横 不 明 A 1.42x 1.22 xO.57 不整円形 N-75' -W 2基重複。Aの方が新しい。 S K-14 

B (1.76) x 1.35 xO.30 (不整楕円形) N-9' -E 

11号土横 不 明 0.92x 0.75 xO.22 不整円形 N -18' -E SK-1 

12号土横 不 明 A l.22x 1.16 xO.91 略円形 2基重複。Aの方が新しい。 SK-8 

B l.35x (1.30) xO.17 略円形 SK-20 

長軸 短軸

1.39 x (0.50) 

13号土横 不 明 上段1.12x 0.39 隅円長方形 N -77' -E SK-13 
xO.59 

下段1.22x 0.32 

* ( )内は推定値

1号土墳(第20図，図版10・17)

遺構調査区の中央部やや南寄りに位置し， lB97グリッドから検出された。南側1/2以上を 3号

住居跡と切合っている。新旧関係は 3号住居跡の方が新しく，検出面から深さ20cmほどのとこ

ろに 3号住居跡の貼床が構築されていた。検出面でのプランは，長径2.00m，短径1.97mを測

る略円形を呈し，検出面からの深さ57cmで底面に至る。底面は平坦で堅轍。壁はほぼ垂直に立

ち上がる。覆土は 3号住居跡の貼床以下3層に分けられる。いずれもロームブロックを含む暗

褐色土層。最上層はローム粒及び焼土粒を僅かに含み，最下層はローム粒を多く含んでいる。

ロームブロックは下層ほど大きし混入率も高くなる。

遺物 まとまったものはないが，覆土中より若干量検出された。

lは深鉢の底部片である。底径5.5cm。遺存部分に文様は認められない。

2・4'""'-'8・1l'""'-'13・16は沈線による文様区画をもつもの。 2・5・16は口縁部直下に幅広

の沈線が巡り，沈線以上に磨消しによる無文部を形成する。 2• 16は沈線以下に地文の縄文が

みられる。 2の口縁部外面の無文部から沈線にかけて赤彩が残る。 4は口縁部以下に非常に浅

い沈線による逆U字状の区画をもち，区画外を磨消したもの。また， 5は内外面ともに黒色を

呈する。 6'""'-'8・1l'""'-'13は直線的あるいは曲線的な沈線を施した深鉢の胴部片である。 6は2

本の沈線聞を磨消した磨消懸垂帯が垂下する。 7は沈線によって上下2段に縦位の長楕円区画

q
，“
 



-1.，2-

;以必? 

luiimwlU総81齢JPA924撃

← 山)Ol0 

〆六、¥
トーーム一一L....LーL....L.....L寸

:>-凶Z・>-0 

|ミl /4¥(判例会S)
仁川
こ〉
。
ヨ

ml~ ¥ 



を描き，区画外を磨消したのもので，区画聞には垂下する単沈線が配される。 8は蛇行する沈

線の両側に地文の縄文がみられる。地文は同ーの原体を使用しながら，施文方向を変えること

によって沈線を挟んで描き分けられている。 3• 9・10は隆帯による文様区画をもつもの。 3

は口縁部に断面 rJlJ 状の貼付隆帯が巡る。隆帯の両側には幅広の沈線が沿う。 9.10は断面

r -'""'-J状の曲線的な隆帯を施す。隆帯にはナゾリ状の沈線が沿い， 2本の隆帯聞には磨消無文帯

が発達する。 14・15は無文の口縁部片15は口唇部が肥厚し，内外面とも黒色を呈する。 17・18

は縄文を地文にもつもの。 19・20は条線を地文にもつもの。 21は遣存部に 4本の平行する細沈

線が施文され，より後出的な要素が窺える。縄文を地文にもつもののうち，12は単節LR，4・11

・16は複節 LRL，他はすべて単節 RLを施文原体とする。

他に覆土中より縄文土器22片が検出されている。

2号土墳(第21図，図版12・17)

遺構 4号住居跡の東方約10m，1B59， 69・1C50・60グリッドにかけて検出された。検出面で

のプランは，長径1.26mを測る不整円形を呈する。主軸の方向 N-18.5・-E。検出面からの深さ

18仰で底面に至る。底面は若干凹凸がみられる。壁はやや傾斜をもって緩やかに立ち上がる。

覆土はローム粒を含む暗褐色土で充填され，細かく分層することはできなかった。

遺物 拓影図を掲載した縄文土器片 2点のみが検出された。

いずれも深鉢胴部片である。 lは単節縄文 RLを地文としてもつもの。 2は沈線により区画さ

れた磨消懸垂帯が垂下するものと思われ，地文は単節縄文 LR。器表面の磨滅が著しい。

3号土壌(第22図，図版12・22・23・25)

遺構 1号住居跡の南東約 9m， 1C95グリッドより検出された。 2基の重複である。南西側の

深いものをA，北東側の浅いものをBとする。新旧関係はAの方がBよりも新しい。

Aの平面プランは，長径1.38m，短径1.32mを測る円形を呈し，検出面からの深さ54cmで底

面に至る。底面は平坦。壁は北壁の一部が僅かにオーパーハングするが，他の部分ではほぼ垂

直に立ち上がる。覆土は 5層に分けられる。 1:ローム粒を多く含む黒色土層。 2• 3・5: 

暗褐色土層。 2はローム粒を多く含み，層下位に炭化材が集中する。 3は炭化粒を， 5はロー

ムプロックを各々若干含む。 4:混貝土層。大型ハマグリを主体として，シオフキ，アカニシ

等を暗褐色土中に含む。貝層は最下層の埋没後廃棄されたものと思われ，貝層下面からは同時

に廃棄されたものと思われる大型の聾(第22図5)が破片状態で一括出土している。底面の北

壁直下にはピットが検出された。ピットの規模は，直径 7cmの略円形を呈し，深さ22仰を測る。

BはAによって1/2以上を破壊されてはいるが，長径1.75m，短径推定1.65mを測る不整円形

を呈するものと思われる。主軸の方向は推定 N-64・-w。遺存部の最も深いところで検出面から
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の深さ17cmを測る。底面には若干凹凸がみられる。壁はやや傾斜をもって立ち上がる。覆土は

遺存した部分において単一層からなる。 6:ローム粒を含む褐色土層。

遺物 いずれもAに伴うものであり， Bからは全く検出されていない。

1 • 2は深めの体部をもっ坪である。 1は内湾気味に立ち上がった体部に，軽く外反する口

縁部をもつもの。底部は僅かに突出し，やや上げ底気味。貝層上面より出土。完形。口径15.4

cm，底径6.4cm，器高6.4cmを測る。内外面ともへラケズリ後ナデによって丁寧に仕上げられて

いる。外面約1/4には煤の付着がみられ，底部内面の極めて小範囲には，恰も筆先で払ったよう

な形の赤彩が認められる。 2は小円盤状でやや上げ底気味の底部から内湾気味に立ち上がった

体部に，小さく内湾気味の口縁部をもつもの。貝層上面及びほぽ同じレベルで出土。約1/2が遺

存する。口径推定13.6cm，底径推定4.0cm，器高6.0cmを測る。内外面ともナデとミガキによる

丁寧な仕上げで，底部には木端状工具ょにるナデ痕が認められる。 3は浅めの体部に直立気味

の口縁部をもっ坪である。口縁部から体部にかけて約1/4のみ遺存。口径推定15.2cm。口唇部の

磨耗及び体部外面の組れが著しい。外面には赤彩痕が認められる。 4は貝層下面より出土した

大型の聾である。小さく突出すると思われる底部から最大径を中位にもつ球形の胴部にかけて

約1/2のみが遺存し，収縮の強い頚部以上は欠損している。胴部最大径推定36.2cm，底径推定9.2

cm，遺存高30.2cm。輪積痕の残る胴部は，外面に縦位のタタキが明瞭にみられ，タタキの上に

は多方向の指ナデが施される。また内面にはへラ及び木端状工具によるナデが施される。胎土

には径 2"-' 10阻大の白色を呈する小石粒を非常に多く含んでいる。

5は貝層上位約10cmから出土した石製品である。両端に僅かながら敵打痕が認められる。全

長は16.3cm。断面形態は， くび、れ部で2.7cm，最も太い部分で3.3cmを測る略円形を呈する。重

量270.8g。石材は雲母片岩。片側の先端付近を若干窪ませ，不明瞭ながら把部と身部を区別し

たと思われる小型の石棒である。把頭部は略球形を意識して作られたものらしい。先端部は本

来丸味をもっていたものと思われ，また身部は反っていない。石棒としては完形品かどうか判

断しかねるが，確実に縄文時代の遺物であり，その後の人間違による諸々の行動様式の中で最

終的な帰属時期を変えられてしまったものと思われる。

他に覆土中より 2個体を数える土師器坪破片が検出された。

4号土墳(第23図，図版12・23)

遺構 1号住居跡の南約 4m， 1C84グリッドから検出された。検出面でのプランは直径1.75m

の円形を呈し，検出面からの深さ75cmで底面に至る。底面は平坦で非常に堅織。壁は底面から

ほぼ垂直に立ち上がる。覆土は 6層に分けられる。 1:黒色土層。 2・3・6:暗褐色土層。

2はローム粒を非常に多く含み， 3の上位には炭化材が多く含まれる。また 6はロームブロッ

クを多く含み，人為的に埋戻された可能性も考えられる。 4:焼土層。層上位に多くの炭化材
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を含んでいる。 5:純員層。シオフキ，アカニシ等を極めて少量を含むだけで，ほとんど大型

ハマグリからなる。貝層は最下層の埋没後，廃棄されたものと思われる。また貝層上面の焼土

層も本土壌内で火が焚かれたものではなく，貝層同様廃棄されたものであろう。

遺物 貝層直上及び上位からある程度まとまって検出された。

1は下方に突出した底部と球形の胴部に，直立気味に立ち上がった後，緩やかに外湾する口

縁部をもっ聾である。口縁部と底部は完存。胴部は約1/3のみ遺存する。口径15.6cm，底径9.0

cm，器高推定22.8cm。最大径を胴部中位にもつ。口縁部内外面は丁寧なヨコナデ。輪積痕の残る

胴部は，へラケズリ後ナデ。内面上半には部分的に縦位のミガキが加わり，また下半にはへラ

状工具端痕が明瞭に残る。突出した底部側面には指頭状の連続押捺が装飾的に施され 底面に

は木葉痕が認められる。 2は最大径をやや偏平な胴部中位にもつ柑である。頚部以下約1/3のみ

遺存。胴部最大径推定16.8cm。外面最大径付近は 3cmほどの幅を横位の細かいナデが丁寧に施

される。外面底部を除く全面に赤彩。 3・4はやや深めの器高をもっ杯である。 3は内湾する

口縁部下にヨコナデによる弱い稜が巡るもの。口縁部約1/3を欠損。口径13.2cm，器高6.9cm，

丸底。口縁部内面には左回りに開く放射状のナデが施される。 4はヨコナデによる弱い外稜部

を境に外湾気味に上方に開く口縁部をもつもので，約1/3のみ遺存。底部を欠損する。口径推定

14.4cm。体部内面には左回りに開く放射状，あるいは縦位に細かいミガキが施される。

他に覆土内より，土師器では各々 1個体の聾破片と坪破片，及び縄文土器 1片が検出された。

5号土塘(第24図，図版12・23)

遺構 1号墳の北約 3m， 1C91グリッドから検出された。検出面でのプランは，長径1.54m， 

短径1.46mを測る略円形を呈する。検出面からの深さ41cmで底面に至る。底面には若干の凹凸

がみられる。壁はやや傾斜をもって立ち上がる。覆土は 2層に分けられる。 1・2:ロ}ムブ

ロックを含む暗褐色土層。ロームブロックの混入率は 1の方が高い。覆土はいずれも人為的に

埋戻された可能性が高い。底面南半部の 2か所でピットが検出された。 P，は底面中央部よりや

や南よりに位置する。底面の規模は，長径20cm，短径18cmの不整円形を呈し，深さllcmを測る。

P2は南東壁際に位置する。底面での規模は，長径19cm，短径18cmの不整円形を呈し，深さ18cm

を測る。

遺物 図示した 4個体の坪がいずれも覆土下層が埋戻された後，ほぽー列に並べられたような

状態で検出された。

1は小さく突出した上げ底気味の底部から内湾気味に立ち上がる体部と，強く内湾して終る

口縁部をもつもの。ほぽ完形。口径13.0cm，底径4.7cm，器高5.2cmを測る。外面は木葉痕を残

す底面を上にすると，体下半部は右回りに開く放射状のミガキ，上半分は左回りに開く放射状

のナデが施され，また内面は左回りに開く放射状の木端状工具によるナデが施される。外面の
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約2/3と内面の約1/3は，器面が黒変している。 2はやや浅い弧状の体部と，直立気味に立ち上

がり上方で僅かに外反する口縁部との聞に稜をもつもの。約1/4のみ遺存。口径推定14.8cm。丸

底。口縁部は丁寧なヨコナデが行われる。 3はやや深めの体部と直立する口縁部との聞に最大

径を測る稜をもつもの。口縁部約1/3を欠損。口径13.8cm，器高6.6cmを測る。丸底。口縁部は

内外面ともヨコナデ。体部内面には，多方向の細かいミガキが密に行われている。外面底部を

除く全面に赤彩が施される。 4はやや突出した上げ底気味の小さな底部から内湾気味に立ち上

がるやや深めの体部と，直立する口縁部をもつもの。口縁部約1/3を欠損。口径15.4cm，底径4.7

cm，器高6.6cmを測る。体部外面は調整が雑で器面に凹凸が残り，底面は幅広の工具によるナデ

が行われている。また体部内面には，底部から口縁部方向に細かい不規則なミガキが疎に施さ

れる。外面体部上半以上及び内面全面に赤彩。

他に遺物は全く検出されなかった。
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6号土壌(第25図，図版12)

~只層

2m 

遺構 l号住居跡の北約 2m， lC53・54・63・64グリッドにかけて検出された。検出面でのプ

ランは，長径2.13m，短径1.86mを測る不整楕円形を呈する。主軸の方向は N-46'-W。検出面

からの深さ56cmで底面に至る。底面は平坦で堅轍。壁はほぼ垂直に立ち上がる。覆土は 5層に

分けられる。 1:ローム粒を非常に多く含む黒色土層。 2・4:暗褐色土層。 2はロームプロ

ックを多く含む。 3:混貝土層。大型ハマグリを主体として，シオフキ，オオノガイ，アサリ，

ツメタガイ等を暗褐色土中に含む。貝層は 4の上面にレンズ状に堆積し， 2か所の小プロック

状に検出された。 5:褐色土層。底面の北壁寄りの位置に 1か所 (P1) と壁際の 4隅に各 1か

所ずつ (P2""PS) ピットが検出された。 P1は直径20cmを測る略円形を呈し，底面からの深さ26

cmを測る。 P2""PSはいずれも直径10αn以下の極めて小さなもので，略円形及び不整楕円形を呈

し，深さ10""20叩を測る。

遺物 覆土中より若干量検出された。いずれも小片であり，実測図等を掲載することはできな

かった。内容は，土師器が各々 2個体を数える聾破片と坪破片，及び縄文土器 3片。

7号土塙(第26図)

遺構 1号住居跡の東約 3m， lC75グリッドから検出された。検出面でのプランは，長径2.42

m，短径2.10mを測る不整隅円三角形を呈する。主軸の方向は N-32.5'-W。検出面からの深さ

22cmで底面に至る。底面はほぼ平坦。壁はやや傾斜をもって立ち上がる。覆土は 2層に分けら

-34-



れる。 1:暗褐色士層。 2:褐色土層。底面のやや北寄りにピットが検出された。長径50cm，

短径45cmを測る不整円形を呈し，

深さ19cmを測る。

遺物 全く検出されていない。

8号土塙(第27図) A 

遺構 l号墳の北東約13m，1 

C94グリッドから検出された。検

出面でのプランは，長径2.05m，

短径1.85mを測る不整円形を呈

する。主軸の方向は N-45'-W。

検出面からの深さ47cmで底面に

至る。底面には若干凹凸がみら

れる。壁はほぼ垂直に立ち上が

る。覆土は 4層に分けられる。

1'"'-' 3 :ローム粒を含む暗褐色
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率が高く， 2には焼土粒， 3に 第26図 7号土壌

は炭化粒が各々僅かながら含まれる。 4:ロームブロックを主体とする褐色土層。底面の南壁

寄りには不整形のピットが検出された。底面での規模は，長径62cm，短径40cm，深さ27cmを測る。

遺物 全く検出されていない。

9号土墳(第27図，図版13)

遺構 1号住居跡の東約 3m， 1C77・87グリッドにかけて検出された。検出面でのプランは，

長径1.56m，短径1.32mを測る不整円形を呈する。主軸の方向は N-80'-W。検出面からの深さ

23cmで底面に至る。底面には凹凸がみられる。壁はやや傾斜をもって立ち上がる。覆土は単一

層からなる。 1:ローム粒，炭化粒を僅かに含む暗褐色土層。

遺物 全く検出されていない。

10号土壌(第27図，図版13)

遺構 1号墳の北西約 7m， 1B99グリッドから検出された。 2基の重複である。北側の深いも

のをA，南側の浅いものをBとする。新旧関係はAの方がBよりも新しい。

Aの検出面でのプランは，長径1.42m，短径1.22mを測る不整円形を呈する。主軸の方向は

-35-



N-750-W。検出面からの深さ57cmで底面に至る。底面は平坦で堅轍。壁はやや傾斜をもって立

ち上がり，底面から30cm前後の部分で小さな傾斜の変換点をもっ。覆土は 3層に分けられる。

1 :ローム粒を多く含む黒色土層。 2• 3 :ロームブ、ロックを多く含む暗褐色土層。ロームブ

ロックは 3の方が大きく，混入率も高い。

BはAによって1/2以上を破壊されているが，長径推定1.76m，短径1.35mを測る不整楕円形

を呈するものと思われる。主軸の方向は推定 N-90-E。検出面からの深さ30cmで底面に至る。

底面は平坦。壁はやや傾斜をもって立ち上がる。覆土は遺存した部分では単一層から成り，分

層することはできなかった。 4:ロームブロックを多く含む暗褐色土層。底面の南壁際からは

ピットが検出された。底面での規模は直径37cmの略円形を呈し，深さ20cmを測る。

遺物 A・Bともに全く検出されていない。

11号土墳(第27図，図版13)

遺構 3号土墳の南東約 8m， 1C97グリッドから検出された。検出面でのプランは，長径0.92

m，短径0.75mを測る不整円形を呈する。主軸の方向は N-1W-E。検出面からの深さ22cmで底

面に至る。底面には凹凸がみられる。壁は傾斜をもって緩やかに立ち上がる。覆土は 3層に分

けられる。 1:ローム粒を多く含む暗褐色土層。 2• 3 :褐色土層。 2はロームブロックを，

3はローム粒を各々多く含んでいる。底面の北壁際にはピッ卜が検出された。ピットの規模は

直径32cmを測る円形を呈し，底面からの深さ20cmを測る。

遺物 全く検出されていない。

12号土墳(第28図，図版12)

遺構 1号住居跡の東約18m，1C68・78グリッドにかけて検出された。今回調査された遺構の

中では最も東側にある。 2基の重複である。南西側の深いものをA，北東側の浅いものをBと

する。新旧関係はAの方がBよりも新しい。

Aの検出面でのプランは，長径1.22m，短径1.16mを測る略円形を呈し，検出面からの深さ

91cmで底面に至る。底面は平坦で堅撤。壁は南東側でやや傾斜をもつが，他はほぼ垂直に立ち

上がれ西側では底面から10cm前後の部分に小さな段をもっ。覆土は 8層に分けられる。 1・

8 :ロームブロックを多く含む黄褐色土層。 2• 5・7:暗褐色土層。 7にはローム粒が多く

含まれている。 3・4:焼土粒を多く含む暗褐色土層。やや砂質。 6:黒色土層。

Bは平面プランの約1/4をAによって破壊されているが，長径1.35m，短径推定1.30mを測る

略円形を呈し，検出面からの深さ17cmで底面に至る。壁はやや傾斜をもって立ち上がる。覆土

は3層に分けられる。 9:焼土粒を多く含む暗赤褐色土層。粒子は細かしやや粘質。 10:暗

褐色土層。 11:ロームブロクを多く含む黄褐色土層。
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第27図 8，9，lOA.B，1l号土壌

遺物 覆土中より若干量検出された。いずれも小片であり，実測図等を掲載することはできな

かった。内容は，土師器ではAから 3個体を数える聾破片及び各々 l個体の杯破片と柑破片，

Bから各々 l個体の聾破片と杯破片が検出された。またAの覆土中からは縄文土器の小片 3点

も検出されている。
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13号土墳(第28図，図版13)

遺惰 1号墳の北約 6m， 1C91グリッドから検出された。底面が 2段に掘りこまれ，下段が一

方の側壁下に掘りこまれる半地下式の形態をもっ土墳である。本例のような形態をもっ土壌の

調査例は最近多くなっており，「有天井土壌」なる名称も与えられている。検出面でのプランは，

長軸1.39m，短軸推定O.50mを測る隅円長方形。主軸の方向は N-77。ーE。検出面からの深さ

は，底面上段までが43cm，下段までが59cmを測り，段差は16cmで、ある。底面上段は，長軸1.12

m，短軸O.39mを測る略長方形を呈し，下段に向かつてやや傾斜をもっ。下段は長軸1.22m， 

短軸O.32mを測り，奥壁側がやや広がる不整梯形を呈する。ほぽ平坦。奥壁は，検出面での北

側推定プラン直下より奥行き推定35'"'"'42cmを測る。下段にはピットが 2か所検出された。 ピッ

トの底面での規模はいずれも直径，深さともに15cm以下の小規模のものである。壁はオーバー

ハングしている北壁を除いでほぼ垂直に立ち上がる。覆土は 4層に分けられる。 1 • 2・4

暗褐色土層。 4はローム粒を多く含んでいる。 3 :ロームブロックを主体とする褐色土層。

遺物 全く検出されていない。

渡辺修一 "群小区画墓」の終駕期(2)ー「方形周溝遺構」における埋葬施設の新例とその検討ー」

『研究連絡紙』第14号
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3.古墳

1号墳(第29図，図版13)

遺構 調査区の東半部，南側調査区域境界に位置し， 2COO・01グリッドにかけて検出された。

現地表面での観察では，墳丘等の高まりは全く認めることができなかった，遺構の大部分は，

南側の調査区域外に拡がっているものと思われ，調査することができたのは周溝の一部にすぎ

ないが，直径約18mの円墳の存在が推定される。調査した範囲内では主体部は検出できなかっ

た。周溝外側の北約 6mの位置に13号土墳があり，本墳の外部主体部である可能性も考えられ

る。周溝は，検出面での幅 2"-'2. 2mを測り， 11 c層上面からの深さ25"-'50cmを測る。周溝底面

は整ったものではなく，凹凸が多くみられた。また10cmほどの段差を測る段があり，そのため

に周溝は東側が浅く，西側が深いものになっている。周溝壁面及び周溝内面に各々 1か所ピッ

トが検出されたが，本墳との直接の関係は認められない。周溝の覆土は 5層に分けられる。 1

"-' 3 :黒色土層。 1は黒色土ブロックを主体とし， 3はローム粒を多く含む。 4・5:暗褐色土

層。 4は焼土粒を多く含む。 5は直径30阻大のロームブロックが非常に密に含まれ，埋戻し等

による人為的堆積の要素が窺える。周溝内側にはIIc層の堆積がみられ，旧表土の様相を呈し

ているが，旧表土はより上位に堆積していたものに求める方が妥当と思われる。

遺物 周溝覆土内より土師器では 3個体を数える聾破片， 1個体の台付聾破片と柑破片が検出

された。出土状況より本跡に直接伴うものではなしいずれも小片のため実測図等掲げていな

い。他に縄文土器88片，土器片錘 1点(第50図-2)が検出された。

A A' 

国!
A 28.800m A' 

B 28.800m B' 

主主 J三
。 5m 

第29図 1号墳
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IV.包含層出土の遺物

1.先土器時代

(1)第 1文化層の遺物

皿層出土の遺物である。総数195点の遺物が相互に近接した 3ブロック他から検出された。

表 5 第 1文化層母岩別資料内訳

母岩
石質 石槍 削器 彫器 石錐

拠形
石核 剥片 削片 理量 総数

数量比 総重量 重量比
関連プロック

番号 石器 (%) (g) (%) 

l 珪化岩 2 l 2 10 20 35 18.3 375.64 23.77 1・2・3・プロック外

2 f主化岩 15 22 38 19.8 88.69 5.61 1・2・3

3 珪化岩 11 13 25 13.0 37.28 2.35 2・プロック外

4 珪化岩 7 I 8 4.1 25.86 1.63 1 2 

5 安山岩 6 6 3.1 82.35 5.21 2・3

6 珪化岩 l l 2 4 2.0 274.30 17.36 13 

7 珪化岩 1 2 l 5 2.6 82.47 5.22 2 • 3 

8 珪化岩 l l 0.5 9.28 0.58 1 2 

9 珪化岩 1 0.5 1.59 0.10 1 2 

10 珪化岩 0.5 1.30 0.08 1 2 

11 安山岩 2 2 1.0 23.50 1.48 遺構内・プロック外

12 珪化岩 l 0.5 11.47 0.72 1 2 

13 水品 l 2 1.0 10.41 0.65 1 • 2 

14 珪化岩 4 4 2.0 1.01 0.06 2・3

15 珪化岩 I I 0.5 4.70 0.29 3 

16 安山岩 I 2 1.0 0.49 0.03 1 2 

17 珪化岩 I 0.5 1.10 0.06 2・3

18 珪化岩 l 0.5 38.91 2.46 1 2 

19 珪化岩 2 1.0 6.78 0.42 1 2 

20 f主化岩 1 1 0.5 12.61 0.79 2 

21 f主化岩 14 l 15 7.8 65.69 4.15 1 • 2・3

22 f主化岩 8 8 4.1 27.00 1. 70 3 

23 珪化岩 3 4 7 3.6 5.68 0.35 2・3

24 珪化岩 l 0.5 18.40 1.16 3 

25 珪化岩 6 6 3.1 12.00 0.75 遺構内・プロック外

26 F主化岩 3 3 1.5 13.61 0.86 2' 3 

27 砂岩 2 1.0 1.809 0.11 2 

28 珪化岩 2 2 1.0 29.20 1.84 遺構内

29 珪化岩 1 2 1.0 88.80 5.62 遺構内

30 珪化岩 I 0.5 67.70 4.28 遺構内

31 法化岩 1 0.5 31.00 1. 96 遺構内

32 珪化岩 l 0.5 62.90 3.98 遺構内

33 珪化岩 l 0.5 66.20 4.19 遺構内

計 8 2 1 l 11 88 69 10 11 191 100 1，579.729 100 

40 



28m 

一↑元77

-ー・-
11887 

ゆ
¥日戸工

u〆1----九百 1878
dι~ AI ________ ・ 、官・
ドご:>?1) ________ -" . .  ・・@. :_ ~ヘノ¥1 ____ ~ • 。 ・ -

¥よみJ!J ー、-、 ー ."  ・-
UJi品川 、------- 一~ @) ・・
'fl11 ・--------・¥・
、tJ7 ・---------"- .. . . 

@ . 

. . 

. . 

@ 

-・-
11879 

人 ¥こHL¥

第 1ブロック

ー-・ーー
IIC60 

-ー・・・・・・ー・・---_..-・・ E ←

第30図 第1・2ブロック遺物出土状況

'石槍

・削器

d.彫器

a 石錐

@ 襖形石器

@ 置用車あb剥片

・，JiJ 片

. 削 片

合石核

。 障理



• @ 

。
• 。

11 B67 11 B6B 11 B69 11 C60 

。

• 

• 

。
24 

• 5+3B 

.0 

• • 
lB+19 ・ロコ/.‘畠 | 

11 C70 11 B77 11 B7B 鈎+1090¥¥と弓 : -17B79 • • 
• • ，. ・~(jJ • • • O. • • 。

母岩番号 E・ 。
• • • 。

• 0 .・ 。 b • l • • • 。2 • • • -0 • 
• 3 

ロ 4 
マ 〆・

。

4‘ 5 。
.0. 6 

*接合資料の数字は挿表中図の監番理N号Gを表わす。
0・

• 
8-33 

。

• 
11 BB7 一・|ー1 BBB 11 BB9 11 CBO 

9 5m 

第31図 第1・2プロック母岩別分布状況



。

ξ::>' 11 B78 
72 

~-6-~ゆ
ζこ〉 2l B78 

40 

モ玉三フ

巧
/

巧
t
l

R
U
1
A
 

l
 

aay 

611制

() 

第32図 第1・2ブロック出土遺物(1)

41 



協関
ぬ
峨

9

Q

回一マ
色四回

ρ

昼
間伊

mM似
M
V
庁

所
例
w
w
q

c豆;l:l>

。。
ヲ
t
a
n宅

R
u
'
A
 

l
 角，-

ー

a~ 
ζ歪さき 1113;8 

くこ:::::::::> 101~ci8 

ミヨ

どご〉 。。弓，、，B
E
 

l
 

a
a
T
 

1
 

1 B68 
13'4 乙ごご〉

羽1_{Jj
〉

くう

伊ふ 1 B68 15'7 
5cm 

-42-

第33図 第1・2プロック出土遺物(2)



Ef' -

(S)幼宰-=F閉じ〆ロムZ・I~国民主主

山JS。ヲ

ιv''u
 -

z
g
 

Q
J
Q
υ
 

O
M
O
 

~j-I 

s ，、，
紅白rUむこ二三〉

γ 三当I、4ヲー，干

Y、、/ヘhハI/ J'-Y" __A I 

トマ、主川f(，I-&((

一一一 ¥ vで~"r川I¥y rノ
ド必)) 11 \同~I

史コ少

61十81三ヨ
gLg~ r61 <:コ

、

l
 

，，‘ ー

ハ
h
v

門口

E
L
 

け

wn

l
 

n
M
U
 -

l
日

八

V

F
ム

oxυ
 てこコ

~ 

く〉

グ



、、、ー
、
1 

o
n
U
 

7
 2
 

n
D
a佳

ー
の‘
uw

n
，ι

E
 

第35図 第1・2ブロック出土遺物(4)

表 6 第 1フキロック遺物属性

1 B78， 1 B68 
24'~9'U+'~3 

。 5【m

No 遺物 No 分 類 長×幅×厚(mm) 重(g) 図打面 打角 背 面 構 成 末形端状 使痕用 折部れ位面 石質 母岩 備考

11 1 B58-2 模形石器 23 x28 x14 10.37 9 水晶 13 

21 1 B58-3 削片 22 x 6.5 x 2 0.31 21 珪化岩

311B59-1 使用痕ある剥片 19 x 20 x 5 1.57 ハジケ L-l H + 珪化岩 21 

41 1 B59-2 剥片 19 x 18 x 5 1.26 ハジケ H-4 F 珪化岩 21 

51 1 B59-3 剥片 23 x34 xl1 6.02 1 -0 B-l→R-l F 珪化岩 2 

→H-l 

61 1 B59-4 静j片 31 X37 X14 14.70 1 -0 115' H-3 H 珪化岩 2 
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No 遺物 No 分 類 長×幅×厚(rnm) 重(g) 図打面 打角 背面構成 末形端状 使痕用 折部れ位画 石質 母岩 備考

7 I 1 B69-2 剥片 20 x22 x 4.5 1.50 ハシケ 不明(節理面)-1 F 珪化岩 2 

→R-l→L-l 

8 I 1 B69-3 剥片 36 X45 x17.5 16.70 108' 珪化岩 21 

表 7 第 2ブロック遺物属性

No 遺物 No. 分 類 長×幅×厚(rnm) 重(g) 図打面 打角 背面構成 末形端状 使痕用 折部れ位面 石質 母岩 備考

11 1 B54-4 削片 14 X12.5X 4 0.41 珪化岩

21 1 B67-1 石錐 30 x17 x 4.5 2.15 3 珪化岩 l 

311B68-1 端削器 73 x58 x35.5 157.00 6 珪化岩 l 

4 I 1 B68-2 削片 6 x 6 x 2.5 0.23 珪化岩 4 

51 1 B68-3 石核 41.5x45.5x25 52.78 24 珪化岩 7 

611B68-4 剥片 60 x 35 x 21 35.21 131 1 -0 116' C→H-2 F 不明 安山岩 5 

71 1 B68-5 削片 10.5x 6 x 1.5 0.12 珪化岩 3 

81 1 B68-6 削片 8 x11.5x 1.5 0.10 珪化岩 3 

91 1 B68-7 剥片 38 x29 x 6.5 4.95 151 1 -0 82' C→H-2 F 珪化岩 4 

101 1 B68-8 削片 7 x 12 x 1.5 0.08 珪化岩

111 1 B68-10 削片 18 x13.5x 2.5 0.53 珪化岩

121 1 B68-11 削片 15 x 16 x 6 0.85 珪化岩

1311B68-12 剥片 47 x 29 x 8 9.33 ハジケ 不明-3→R-l F 不明 安山岩 5 

→H-l 

141 1 B68-13 剥片 6 xl1.5x 3.5 0.16 珪化岩 2 

151 1 B68-14 削片 31 X24 x 4 1.53 2 -0 H-3 F 珪化岩 21 

161 1 B68-15 剥片 26 x22 x 3 1.61 3 -0 不明(節理面)-1 t-B 珪化岩 3 

→ H-2 

1711B68-16 剥片 14 x 13 x 4 6.46 珪化岩 3 

181 1 B68-17 削片 10.5x 9 x 1.5 0.09 珪化岩 3 

191 1 B68-18 削片 15 x17.5x 1.5 0.48 珪化岩

20 I 1 B68-19 削片 10 x 12 x 2 0.19 珪化岩 2 

21 1 1 B68-20 削片 6 x 8.5X 4 0.18 珪化岩

221 1 B68-21 傑 19 x 10 x 7 1.34 珪化岩 26 

231 1 B68-22 削片 17 x11 x 5.5 0.89 珪化岩 14 

24 1 1 B68-23 剥片 19 x 16 x 4 1.27 1 -0 115' C→H-2 t-B 珪化岩

251 1 B68-25 剥片 23 x 14 x 4 0.99 不明 不明 2 F 不明 安山岩 5 

261 1 B68-26 石核 46 x58 x35 9.28 22 珪化岩 8 

271 1 B69-4 剥片 18 x25 x 5.5 1. 74 ハシケ 不明(節理面)-1 珪化岩 2 

→L-2 

281 1 B77-1 彫器 33.5x25 x 7 6.26 4 珪化岩

2911B77-2 削片 8 x 12 x 1.5 0.12 珪化岩

301 1 B 77-3 削片 9 x 9.5x 2.5 0.14 珪化岩

311 1 B77-4 剥片 7 x 22 x 3.5 0.82 H-l t-H十t-B 珪化岩 21 
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No 遺物No. 分 類 長×幅×厚(mm) 重(g) 図打 面 打角 背面構成 末形端状 使痕用 折部れ位面 石質 母岩 備考

3211B77-5 剥片 20 x13 x5 1.08 2 -0 H-2 v-R 珪化岩 23 

33 1 B 78-2 剥片 23 x 12 x 4 0.72 L-2 F t-H 珪化岩

3411B78-4 剥片 16 x 13 x 4 0.92 3 -2 112' H-2 H 珪化岩

3511B78-5 使用痕ある剥片 23 x17 x 6.5 3.21 20 1 -0 133' 不明ー2→L-2 F + 珪化岩 4 

→ H-5 

36 1 B 78-7 剥片 7.5x 1.9x 3 0.45 ハジケ 不明一1→B-l F 珪化岩 2 

37 1 B 78-8 剥片 22 x21 x 4.5 1.28 不明-2-L-l F 珪化岩 2 

3811B78-9 石核 43 x25 x21.5 19.75 24 珪化岩 7 

3911B78-10 剥片 54 x31 x 7.5 10.60 18 1 1 -0 110' C→R-l→B-2 F 珪化岩 4 

→H-2 

401 1 B78-11 剥片 24 x 21 x 2 1.30 1 -0 110' L-l→H-l F 珪化岩 10 

4111B78-12 使用痕ある剥片 24 x 13 x 4 1.12 C→H-2 + t-Htt-B 珪化岩 4 

4211B78-14 剥片 33 x16.5x 3 1. 79 12 H-2 F t-H 珪化岩 4 

4311B78-16 削片 10.5x 18 x 3 0.49 安山岩 16 

4411B78-17 剥片 15 x20 x 3.5 0.27 ハジケ H-2→B-l F 珪化岩 3 

→R-2 

4511B78-18 剥片 15 x13 x 1.5 0.32 R-2 F t-H 珪化岩 3 

4611B78-19 剥片 22 x15 x 4.5 1.41 1 -0 90' C→B-l→R-2 F 珪化岩 2 

471 1 B78-20 使用痕ある剥片 19.5x24 x 7 2.78 1 -0 99' 不明(節理面)-1 F + 珪化岩 2 

→H-2 

481 1 B78-21 削器 31.5x15 x 7.5 3.01 7 珪化岩 19 

491 1 B78-22 剥片 40 x 32 x 6 5.64 P 96' 不明(節理面)ーl F 珪化岩 3 

→H-3 

501 1 B78-23 使用痕ある剥片 21.5x27 x 7 3.77 1111-0 112' R-2→L-2 + t-B 珪化岩 19 

511 1 B78-24 削片 17.5x11 x 2 0.35 珪化岩 2 

521 1 B78-25 削片 12.5x16 x 3 0.40 珪化岩

531 1 B78-26 削片 6.5x 2.2x 4.5 0.41 珪化岩 2 

541 1 B78-27 削片 7 x 9 x 1 0.04 水品 13 

551 1 B78-28 剥片 lι5x 16 x 2 0.50 2-0 114' B-l→H-2 F 珪化岩 2 

561 1 B78-29 剥片 53 x28.5xI7.5 7.26 2-0 91' 不明-6 F 不明 安山岩 5 

5711B78-30 剥片 28 x18.5x 5.5 2.61 1 -0 81・C→H-2 F 珪化岩

581 1 B78-31 削片 8 xI0.5x 1.5 0.09 珪化岩 2 

591 1 B78-32 剥片 31 x28 x12.5 6.61 1 -0 134' B-l-H-l F 珪化岩 7 

601 1 B78-33 剥片 22 x 10 x 2 0.34 2-0 H-3 F 珪化岩 2 

611 1 B78-34 削片 10 x 8 x 1 0.06 珪化岩 21 

621 1 B78-35 剥片 13.5x23 x 2.5 0.59 L-l→H-2 F t-H 珪化岩 3 

631 1 B78-36 剥片 19 x28 x 6.5 2.79 4 -1 107・不明(節理面H t-B 珪化岩 3 

-H-l 

641 1 B78-37 削片 17 xI0 x 1.5 0.17 珪化岩 3 

651 1 B78-38 削片 11 x 9.5x 1.5 0.12 珪化岩 2 

661 1 B78-39 削片 14.5x14 x 3 0.41 珪化岩 14 
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No. 遺物No 分 類 長×幅×厚(mm) 重(g) 図打面 打角 背面構成 末形端状 使痕用 折部れ位面 石質 母岩 備考

67 1 B78-40 削器 49 x 19 x 9 9.20 2 珪化岩

68 1 B78-41 剥片 18 xI0 x 3.5 0.39 珪化岩 2 

69 1 B78-42 石核 58 x68 X25 109.20 23 珪化岩 I 

701 1 B78-43 蝶 28 x25 X11.5 5.77 珪化岩 26 

711 1 B78-44 剥片 25 X21 x 3.5 1.38 2 -0 91固 不明 l→H-2 F 珪化岩

721 1 B78-45 剥片 18 x19 x 3.5 0.99 1 -0 118' 不明-1→H-3 F 珪化岩 4 

731 1 B78-46 剥片 13 x 14 x 3 。.60 1 -0 100' H-4 t-B 珪化岩 2 

741 1 B78-47 剥片 27.5X18 xI0 4.43 1 -0 112' 不明→ H-3 F 珪化岩 l 

751 1 B78-48 彫器 42 x 27 x 13 12.61 5 珪化岩 20 

7611B78-49 使用痕ある剥片 46 x31 x 14.5 18.59 16 1 3 -1 122巴 不明(節理面)-2 F + 珪化岩 2 

→B-l→H-3 

771 1 B78-50 2的庇ある朝肘 43 x20.5x 6.5 5.46 10 H-4 不明 安山岩 5 

781 1 B78-51 削片 10 X14 x 2.5 0.33 珪化岩

791 1 B78-52 削片 7.5x 8 x 1 0.05 珪化岩 3 

80 I 1 B78-53 削片 13 X16 x 2.5 0.30 珪化岩 3 

811 1 B78-54 剥片 27.5x 19 x 3 1.48 1 -0 不明-2→H-2 F 珪化岩

821 1 B78-55 剥片 19 x24.5x 4 2.14 2 -1 77' H-5 t-B 珪化岩 I 

8311B78-58 削片 11.5x 7.5x 2.5 0.13 珪化岩 2 

841 1 B78-59 削片 12 x14.5x 1 8.20 珪化岩 2 

851 1 B78-60 削片 17 x15.5x 2.5 0.48 珪化岩 2 

861 1 B78-61 削片 15 x 12 x 2 0.32 珪化岩 l 

871 1 B78-62 同1片 20x11x7 1.59 珪化岩 9 

881 1 B78-63 剥片 24 x12.5x 2.5 0.47 1 -0 B-2→R-2 F 珪化岩 2 

→H-4 

8911B78-64 削片 11 x 10 x 3 0.18 珪化岩 2 

901 1 B78-65 使用痕ある剥片 35 x19 x 4.5 2.33 2 -0 120' B-l→H-5 F + 珪化岩 2 

911 1 B78-66 削片 5 x 7 x 3 0.05 珪化岩 l 

921 1 B78-68 剥片 13 x 18 x 6 1.15 砂岩 27 

931 1 B78-69 削片 5.5x 9.5x 2 0.05 珪化岩 2 

941 1 B78-70 使用痕ある剥片 28 x26.5x 4.5 3.17 L-2→R-2 + t-H+t-B 珪化岩 3 

9511B78-71 削片 27 x 19 x 2 0.78 4 -2 H-2 H 珪化岩 3 

961 1 B78-72 石槍 38 X17 x 7 3.23 F + 珪化岩 7 

971 1 B78-74 削片 13 x17 x 1.5 0.27 珪化岩 3 

981 1 B78-75 削片 18 x 8 x 4.5 0.82 珪化岩 3 

991 1 B78-76 削片 8 x 8 x 1.5 0.05 珪化岩 2 

100 1 B 78-77 剥片 24 x24 x 5 0.16 117' 珪化岩 3 

101 1 B78-78 剥片 25 X20 x 5 2.31 1 -0 114' H-4 H 珪化岩

102 1 B 78-79 剥片 26 x25 x 4 2.04 ハジケ L-3→H-3 F 珪化岩 3 

103 1 B 78-80 削片 11 xl2 x 3.5 0.60 珪化岩 3 

104 1 B 78-81 事j片 18 x25 x 5.5 2.54 8 -5 106' C→H-3 t-H 珪化岩 3 

105 1878-82 削片 14 x11 x 4.5 0.46 珪化岩 3 

47 



No 遺物No 分 類 長×幅×厚(mrn) 重(g) 図打面 打角 背面構成 形末端状 使痕用 折部れ位面 石質 母岩 備考

106 1 B78-83 削器 18 x18 x 4.5 1.27 8 珪化岩 3 

107 1 B78-84 様 8.5x14 x 6 0.66 砂岩 27 

108 1 B78-85 削片 7 x 9.5x 1 0.04 1-0 H-3 F 珪化岩 23 

109 1 B78-86 剥片 33 x 17 x 5 2.97 19 ハジケ L-1→H-3 F 珪化岩 4 

110 1 B78-87 削片 12.5x 6 x 1.5 珪化岩 2 

111 1 B78-88 削片 9.5x10 x 2 珪化岩 3 

112 1 B78-89 剥片 19 x15 x 3 0.75 1-0 91' R-2→L-3 F 珪化岩 2 

→H-2 

113 1 B78-90 削片 15 x13 x 1.5 0.29 珪化岩 2 

114 1 B78-91 削片 15 x 9 x 5.5 0.31 珪化岩 2 

115 1 B78-92 削片 9 x 5.5x 2.5 0.09 珪化岩

116 1 B78-93 削片 13.5x22 x 4 0.75 珪化岩 2 

117 1 B78-94 削片 23 x 8.5x 3.5 。目71 珪化岩 2 

118 1 B78-95 剥片 59 x49 x15 38.91 171 1-0 114' H-5 F 珪化岩 18 

119 1 B78-96 剥片 35 x21 x 7 3.50 ハジケ C→H-2 F 珪化岩 2 

120 1 B78-97 削片 10 x16 x 3.5 。目46 建化岩 3 

121 1 B78-98 削片 20 x16 x 7.5 1.61 珪化岩 2 

122 1 B78-99 剥片 45 x21 x12 11.47 14 1 1 -0 93' R-1→H-5 F 珪化岩 12 

123 1 B79-1 削片 17 x37 x 4ι 3.12 t-H+t-B 珪化岩 1 

第1・第2プロック(第30----35図，表6・7，図版3----5) 

出土状況 1B59グリッドに散漫に剥片類を中心とする分布が認められ，これを第 lブロックと

した。石器としては水晶製の模形石器が l点含まれている。この南側に濃密な分布地点があり，

第2プロックとする。第 2プロックは1B78グリッドにあり，東に開口する馬蹄形を呈してい

る。両プロック共に産出層準はソフトローム層であるが，特にその中位に集中している。

出土遺物 両プロックの遺物の組成は付表に譲るとして，代表的な資料について説明する。説

明は図の番号に従う。両面打製の石器が 2点ある(1・2)0 1は小型石槍の尖頭部破片で，細

身の柳葉形尖頭器かと見られる。 2は削器としたが，槍先の可能性もあろう。 3は石錐， 4・

5は折れ面を打面として，側縁に沿って刻打を加えた彫器である。 6は大型の端削器， 7・8

は側削器と見られる。 9は第 1ブロック産の模形石器で，本地域では稀な水晶を素材にしてい

る。なお，第2プロック外縁に水晶の削片が l例あり，同一母岩と認めた。 10は器種不明。 11

----21は剥片を例示する。このうち， 21は第 1プロック検出で，両面打製の石器から剥離された

剥片で，石槍削片と考えられる。 22----24は石核である。

接合資料は 3組6点と少ない。このうち剥片2点の接合状況 (18+19)と，石核どうしの接

合状況 (24)を示した。プロック聞の接合関係は認められないが，両プロックの聞には 4個体

の共有母岩が存在する。石材は珪化岩が主体である。
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第 3 プロック(第36~39図，表 8 ，図版 3 ・ 5 ・ 6 ) 

出土状況 第 2ブロックの南西， 1B97グリッドを中心としている。やはり剥片類が多いが，削

器や石錐なども含まれている。珪化岩 1と珪化岩6が目立つが， 13種もの母岩が含まれている。

特に器種別，母岩別の偏在性は認められない。産出層準は第 1，第 2ブロックと同一でFある。

出土遺物 石錐が 1点ある (25)0 26~30は削器あるいは使用痕のある剥片で， 32にも刃こぼれ

が観察される。削器としたものも，その 2次加工は繊細で，剥片の形状を変えるものは認めら

れない。 31~35に剥片のうち特に大きめのものを選んで図示した。 36 ・ 37は石核である。ブロ

ック内に接合するものはない。ブロックを構成する13母岩のうち，第 3ブロックに単独で存在

するものは 4種であり，他は第 2ブロック，あるいはそれを媒介として第 1ブロックと母岩を

共有している。

第 l文化層のまとめ

第 1文化層はソフトローム層を産出層準とする 3つのブロックから構成されているが，第 2

ブ舟ロックを中心とする 3ブロック l単位のユニットと理解することができる。第 2ブロックは

特定母岩の集中度が高いこと，馬蹄形の分布状況がニューカマーらによる剥片剥離に伴う飛散

パターンに近いこと (NewcomerandSieveking1986)などから剥片剥離の場とも考えられる

が，削器と使用痕のある剥片，彫器の分布等を検討すると，大きく 3つの集中域が区別され，

これが弧状に連綴していることから，中央の無遺物域を炉I止と想定し，その周囲を作業空間と

理解することもできょう (Gamble198i)。

性格の今ひとつはっきりしない第 1ブロックは，しばらく措くとして，第3ブロックはどの

ように理解されるであろう。このブロックの器種構成は，第 2ブロックにおいて分離した各集

中域の組成とほぼ一致していることから，その作業内容に大きな差異を指摘することはできな

い。従って，このブロックもまた何らかの工作を背景に成立したものの如く理解され，第2ブ

ロックにおける炉の存在から，そこに住居施設を仮想するなら，第3ブロックは屋外での作業

空間であることが予測されるであろう。第 lブロックもまた，第 3ブロックの性格に従うもの

としたし3。かくして，第 2ブロック周辺での居住施設に随伴する 2つの屋外作業の場が復原さ

れるとともに，この 3ブロックからなるユニットの主体は， 1単位から構成される自然家族で

あることが考察されることになろう。

石器群の技術的基盤やその編年的位置にまつわる問題についても触れる予定であったが，紙

面の都合もあり今回は見送らざるを得なかった。産出層準と21が東内野方尖頭器の石槍削片で

あることから大略の位置付けは可能であろう。

1 Newcomer， M.H目， and Sieveking， G. (1980) Experimental flake scatter-pattems : a new interpretative 

technique. Journal 01 Field Archaeology， F. 

2 Gamble， C. (1986) The Palaeolithic Settlement of Europe. Cambridge W orld Archaeology. 
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表8 第 3フ令ロック遺物属性

No. 遺物 No 分 類 長×幅×厚(mm) 重(g) 図 打面 打角 背 面 構 成 形末端状 使痕用 折部れ可立面 石質 母岩 備考

11 1 B87-1 f!J片 24 X 15 X 5 1.3 不明 3→H-2 F t-H 珪化岩 6 

211B87-3 剥片 34 X 12 X 4 1.1 H-2→R-4 F 珪化岩 21 

→ H-l 

311B87-4 使用痕ある剥片 22.5X27 X 3 1.4 29 1 -0 98' R-l→H-2 F + 珪化岩 21 

41 1 B88-1 削片 8 X 12 X 2 0.2 珪化岩 23 

51 1 B88-2 削器 24 x24.5x 3.5 2.0 28 珪化岩 2 

61 1 B88-3 削片 9.5x15 x 2 0.3 珪化岩 23 

71 1 B88-4 剥片 28 x33 x13 9.0 1 -0 B-2→H-2 F 珪化岩 21 

811B97-1 石核 44 X40 x37 64.4 36 珪化岩 l 

91 1 B97-2 削片 11 x20 x 2.5 0.4 珪化岩 1 

10 1 1 B97 -3 削片 9.5x 7.5x 1.5 。.1 珪化岩 14 

111 1 B97-4 剥片 25 x15x2 0.7 2 -0 H-4 F 珪化岩 22 

1211B97-5 使用痕ある剥片 55 x28 xll 14.0 321 2 -0 109' 不明-2→B-2 F + 珪化岩 21 

1311B97-6 剥片 32.5x24 x 4 3.1 4 -4 110' H-7 F 珪化岩 22 

1411B97-7 削片 12.5xl0.5x 3 0.3 珪化岩

151 1 B97-8 側削器 48 x36 x 9.5 16.8 26 珪化岩 6 

1611B97-9 剥片 32 x 23 x 10 5.9 1 -0 lll' C→R-l F 珪化岩 21 

171 1 B97-10 劃片 19 x32 x 7 4.0 R-l→L-l F t-B 珪化岩 22 

→ H-2 

181 1 B97-11 剥片 20 X15 x 2.5 0.7 3-2 不明 l→H-3 F 珪化岩 22 

1911B97-12 剥片 29 X46 x 6.5 4.8 R-5→H-l F t-B 珪化岩 22 

2011B97-13 使用痕ある剥片 26 x 16 x 3 1.4 30 ハジケ H-5 + t-B 珪化岩 21 

2111B97-14 剥片 68 X30 X15 24.1 35 1 1 -0 103' C→H-l F 不明 安山岩 5 

221 1 B97-15 削片 7 X11.5X 1.5 0.1 珪化岩 22 

2311B97-16 剥片 25 X25 x 3 1.1 ハジケ H-4 F 珪化岩 22 

241 1 B97-17 側削器 27.5x21 x 2.5 1.1 27 珪化岩 17 

2511B97-18 削片 24.5x13 x 3.5 0.9 珪化岩 23 

2611B97-19 様 28 x16 X14.5 6.5 頁岩 26 

271 1 B97-20 石錐 33 x20 x 7 4.7 25 珪化岩 15 

281 1 B97-21 削片 10 x 11 x 2 0.3 珪化岩 l 

291 1 B97-22 削片 13 x 9.5x 1.5 0.1 珪化岩 7 

301 1 B97-23 剥片 37 x35 x 15.5 15.5 311 1 -0 H-8→L-2 F 珪化岩 2 

→R-l 

311 1 B97-24 剥片 22 x 34 x 16 7.2 3 -2 L-2→H-2 珪化岩 21 

321 1 B97-25 剥片 8 x 7 x 3.5 0.4 1 -0 H-l t-B 珪化岩 23 

331 1 B97-26 剥片 57 x30 xll 12.5 34 ハジケ B-l→H-3 F 珪化岩 22 

→L-2(稜上)

341 1 B98-1 劇片 26 X27 x 3.5 2.2 2-0 B-l→ H-3 t-B 珪化岩 23 

351 1 B98-1 剥片 29 X28x5 2.85 2 -0 不明ーl→H-l F 珪化岩 21 

→R-2 
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No 遺物No 分 類 長×幅×厚(mm) 重(g) 図打面 打角 背面構成 末形端状 使痕用 折部れ位画 石質 母岩 備考

361 1 B98-2 削片 10 x 14 x 2 0.3 珪化岩 14 

371 1 B98-3 削片 12.5xI0 x 1.5 0.2 珪化岩 14 

381 1 B98-4 削片 13.5x 9.5x 1.5 0.2 珪化岩 l 

391 1 B98-5 削片 6 x 10 x 1.5 0.1 珪化岩 l 

401 1 B98-6 剥片 13.5X18 x 5 0.9 ハジケ B-l→H-3 F 珪化岩 21 

411 1 B98ー 7 剥片 53 x35 X15 18.4 331 3 -2 110. R-l→H-3 F 珪化岩 24 

421 1 B98-8 剥片 15 x20 x 2.5 0.7 2-0 H-2 H 珪化岩 22 

431 1 B98-9 石核 52 x62 x43 137.2 37 珪化岩 6 

441 1 B98-10 剥片 30 x12 x 7.5 1.9 1-0 不明一2→L-l F + 珪化岩 6 

→不明一l

451 1 B98-11 削片 18 x 15 x 3 0.6 珪化岩 23 

プロック外出土の遺物(第13・14図，表 9，図版 6) 

2号住居跡から集中的に出土した先土器時代の石器のうち石核 5点を示した(第13・14図12

~16)。石材はいずれも第 1 文化層に特有の珪化岩である。多打面の多面体石核で，その技術的

特徴は第 2，第 3ブロック検出の石核とよく一致している。縄文人達が遺跡の一角を掘削した

際に拾得したものを遺構内に搬入した事例として，興趣の尽きぬ資料であろう。

表9 ブロック外出土遺物属性

No 遺物No 分 類 長×幅×厚(mm) 重(g) 図 打薗 打角 背 面 構 成 末形端状 使痕用 折部れ位面 石質 母岩 備考

11 5 D-3-1 剥片 36 X61 xI0 21.7 3 -1 121" C→H-2 F 安山岩 11 

215 B-5-10 使用痕ある剥片 37 x35 x20 18.5 R-6→H-l F + t-H 珪化岩 28 

31 5 B-5-11 剥片 29 x30 X14 10.7 2 -0 不明(節理面)-2 珪化岩 28 

→H-3→L-l 

415B-5-12 石核 41 x33 x32.5 31.0 14-15 珪化岩 31 

51 5 B-5-13 石核 47 X40 x32.5 67.7 13-13 珪化岩 30 

61 5 B-5-14 石核 52 X44 x40 87.7 14-14 珪化岩 29 

71 5 B-5-15 石核 47 x38 x33 62.9 13-12 珪化岩 32 

815B-5-16 石核 39 x41 x33 66.2 14-16 珪化岩 33 

91 5 B-5-17 剥片 26 x17 x 3.5 1.1 1 -0 H-5 F 珪化岩 29 

101 5 B-5-19 削片 9.5x 8 x 2 1.2 珪化岩 2 

1111A79ー l 削片 23 X17.5x 5.5 1.8 安山岩 11 

1211C82-4 削片 19 x11 x 4.5 1.1 珪化岩

1311C82-2 E豊 20 x 5 x 3 0.3 珪化岩 25 

141 1 C82-3 礁 26.5x 12 x 7 2.6 珪化岩 25 

151 1 C82-4 様 23 x 9 x 7 1.1 珪化岩 25 

1611C82-6 機 31 x11.5x 6 2.1 珪化岩 25 

171 1 C83-33 様 29 X12 x 6.5 1.6 珪化岩 25 

181 1 C83-36 磯 30 x17 xlO 4.3 珪化岩 25 

19 表 採剥片 33 x31 x 6 6.2 5 -2 88. B-l→R-l F 珪化岩 3 

→H-2 
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( 2 )第 2文化層

VI'"'-'刊 a層出土の遺物である。総数78点を数え，地点の離れた 2ブロックが検出された。
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第40図 第1ブロック遺物出土状況
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第 1ブロック(第40'""46図，表11，図版 3・6・7) 

出土状況

1C-83グリッ

ドを中心に約 7

mX3mの北東

から南西にのび

る範囲に76点出

土した。母岩別

出土状況(第41

図)は，母岩別資

料 1が北東部に集中し，母岩別資料3が南西部に集中する。産出層準は， VI層からVIIa層に及

ぶが， VII a層(第 2黒色帯上部)に最も集中し， VII a層に生活面をもっ文化層といえる。
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第41図 第 lブロック母岩別出土状況

表10 第 2文化層母岩別資料内訳

付吊￥I1J 石質
ナイフ形

石fl')l形器 剥片 月IJ片 li~告 総数 数量比伐) 総重量(g) 重量比伐) 関連ブロック石器

f主化岩 12 12 26 33.3 64.90 25.12 

2 ft化岩 3 3 3.8 2.84 1.10 

3 fHヒ岩 21 9 30 38.5 124目 12 48.04 l 

4 fl'化岩 7 5 12 15.4 36.04 13.95 

3 安山岩 つ 2.6 8.02 3.10 1 • 2 

6 f主化岩 2 3.8 1. 76 0.68 

7 f上化岩 1.3 19.78 7.66 

8 安山岩 1.3 0.91 0.35 2 

46 29 78 100 258.37 100 

出土遺物 石器組成は，ナイフ形石器 l点，模形石器 1点，使用痕のある剥片10点，剥片36点，

削片27点，磯 l点である。 1は縦長剥片を素材とするナイフ形石器である。 2側縁に急角度の

粗い調整が連続的に施され，打点部分は除去され腹面側まで調整がおよんでいる。 10は稜上調
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表11 第 1ブロック遺物属性

No 遺物No. 分 類 長×幅×厚(rnm) 重(g) 図打面 打角 背面構成 末形端状 使痕用 折部れ位面 石質 母岩 備考

11 1 C82-1 削片 14.2X 4.6x 2.0 0.12 珪化岩 6 

211C82-5 剥片 25.3x 7.8x 5.0 1.08 H-l， C 珪化岩 6 

31 1 C82-7 使用痕ある剥片 42.4xI9.6x 5.2 5.01 41 2ー l H-4 H + 珪化岩

41 1 C82-8 剥片 35.8xI8.6x 4.2 1.52 1 -0 99. H-3 珪化岩 2 

51 1 C82-9 剥片 19.1xI4.0x 4.8 0.92 261 1-0 112. H-1→ L-l H 珪化岩 3 接3

~ H-l 

61 1 C82-10 使用痕ある剥片 34.6xI5.7x 3.0 0.08 51 1 -0 74. H-4 + t-H 珪化岩 2 

711C82-11 使用痕ある剥片 33.8xI9.0x 5.0 1. 96 211 1 -0 95. H-5→ L-l F + t-H 建化岩 3 接3

811C82-12 削片 11.8x 6.0x 2.0 0.10 珪化岩 l 

911C82-13 剥片 28.6xI9.4x 3.2 1.37 1 -0 B-l→ H-l 珪化岩 3 

10 1 1 C82-14 使用痕ある剥片 19.3x 8.6x 2.8 0.46 221 3 -0 H-3 + 珪化岩 3 接3

ll11C82-15 剥片 14.8x 9.4x 5.0 0.45 15 104. t-B 珪化岩 3 接l

1211C82-16 剥片 30.9x20.8x 4.8 2.17 1 -0 96. B-2→ H-2 H 珪化岩 l 

1311C82ー18 剥片 35.6x29.8x 8.8 6.04 25 線状 R-l→ H-4 H V→L 珪化岩 3 接3

141 1 C82-19 使用痕ある剥片 35.6xI5.0x 5.1 2.02 31 4 -0 90" B-l→ L-l + Y-L 珪化岩 3 接3

→ H-2 

151 1 C82-20 剥片 51.0x35.3xll.8 13.48 301 2 -0 96. R-2→ H-I0 F 珪化岩 3 接3

161 1 C82-21 削片 10.0X 6.1x 1.2 0.16 珪化岩 3 

171 1 C82-22 使用痕ある剥片 34.7xI4.6x 2.8 1.24 21 2 -0 92. H-3 + t-H 珪化岩 2 

181 1 C82-24 削片 17.4x 9.8x 3.1 0.48 珪化岩 3 

191 1 C82-25 削片 20.0xI5.6x 3.0 0.64 珪化岩 3 

201 1 C82-26 断片 10.2x 4.8x 1.2 0.08 珪化岩 3 

211 1 C82-27 襲j片 27.6xI7.2x 5.0 1.26 24 1 1 -0 90. H-4 F 珪化岩 3 接3

221 1 C82← 28 円諜 34.3x26.3xI5.6 19.78 珪化岩 7 

231 1 C82-29 模形石器 41.3x28.2xll.5 11.21 13 H-1 H + 珪化岩 l 

241 1 C83-1 削片 10.3x 9.0x 3.6 0.36 珪化岩 3 

251 1 C83-2 使用痕ある剥片 48.0x34.2x 7.4 11.58 61 3 -3 115. H-1 F + Y-R 珪化岩 4 

261 1 C83-3 創片 58.0x21.1x 6.2 7.94 71 3 -3 103" H-2 F 安山岩 5 

271 1 C83-4 剥片 23.0xI8.7x 2.5 1.02 H-2 H y-L 珪化岩 4 

281 1 C83-5 削片 13.8x 9.0x 4.0 0.46 珪化岩 4 

2911C83-6 削片 10.6x 7.0x 2.6 0.19 珪化岩 4 

301 1 C83ー 7 剥片 28.2x2ι6x 6.6 2.60 R-l→ H-l H t-B 珪化岩 4 

311 1 C83-8 削片 12.8x 9.6x 1.4 0.14 珪化岩 4 

321 1 C83-9 剥片 20.4xI3.2x 5.6 1.07 H-l t-B 珪化岩 4 

331 1 C83-10 削片 8.0 x6.8 x 1.7 0.56 珪化岩 l 

341 1 C83-11 剥片 25.6x25.5x 2.0 1.71 C 珪化岩

3511C83-12 使用痕ある剥片 26.0x 18.0X 4.8 1.28 1 -0 B-l~ R-l + 珪化岩

→ H-1 

3611C83-13 削片 16.8x 10.5x 2.5 0.45 珪化岩 3 

371 1 C83-14 削片 13.5x 6.7x 1.7 0.13 珪化岩 4 
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No 遺物 No 分 類 長×幅×厚(mm) 重(g) 図打面 打角 背面構成 形末端状 使痕用 折部れ位面 石質 母岩 備考

381 1 C83-15 剥片 26.4xI9.8x 3.7 2.17 R-l， C H t-B 珪化岩 l 

391 1 C83-16 剥片 25.4xI6.9x 3.8 1.61 線状 H-4→ B-3 H 珪化岩 1 

401 1 C83-17 削片 20.8x 6.5x 2.6 0.23 珪化岩 4 

4111C83-18 削片 7.0 x2.1 x 1.2 0.01 珪化岩 1 

4211C83-19 削片 19.5x 7.7x 2.2 0.29 珪化岩 l 

431 1 C83-20 削片 11.2x 5.4X 1.6 0.07 珪化岩 l 

441 1 C83-21 剥片 59.0x25.1x 7.2 8.31 1111-0 98' H-2 珪化岩 4 

451 1 C83-22 剥片 18.6xI6.6x 2.6 0.74 B-l， C F 珪化岩 3 

461 1 C83-23 剥片 25.1xI4.3x 3.8 1.16 1 -0 90' H-2 H 珪化岩 4 

471 1 C83-24 削片 15.8x 5.2x 4.5 0.30 珪化岩 l 

481 1 C83-25 削片 10.8x 6.8x 1.2 0.06 珪化岩 l 

491 1 C83-26 削片 12.4xl0.5x 1.5 0.22 珪化岩 l 

501 1 C83-27 剥片 20.5x20.4x 3.6 1.32 B-l→ H-l t-B 珪化岩 l 

511 1 C83-28 削片 12.0x 5.7x 1.2 0.08 珪化岩 l 

5211C83-29 削片 8.9 x4.6 x 1.2 0.05 珪化岩 I 

531 1 C83-30 剥片 41.8x24.4x 8.3 8.95 91 1 -0 93' H-2， C t-H 珪化岩 l 

5411C83-31 剥片 23.6xll.5x 4.0 0.89 1 -0 B-l→ R-l v-R 珪化岩 I 

551 1 C83-32 剥片 29.0x24.4x 3.6 1.83 1 -0 R-l→ H-2 H 珪化岩

5611C83-34 ナイフ形石器 30.6xI5.4x 5.8 2.98 H-l→ L-l + t-H 珪化岩 l 

5711C83-35 剥片 39.0x31.2x 9.6 9.85 12 1 1 -0 96' B-l→ H-5→ 珪化岩 3 

B-2→ H-3 

581 1 C83-37 事l片 31.2x22.2x 5.8 3.84 18 1 1 -0 96' H-2→ H 珪化岩 3 接2

591 1 C83-38 削片 10.0X 7.2x 0.8 0.02 珪化岩 3 

601 1 C83-39 制片 23.6x20.1x 7.8 3.10 16 1 1 -0 70' H-2→ L-l F 珪化岩 3 接l

611 1 C83-40 削片 10.5x 4.7x 1.0 0.05 珪化岩 l 

621 1 C83-41 削片 19.6xI3.8x 3.6 0.68 珪化岩 3 

631 1 C83-42 使用痕ある剥片 18.0xI2.8x 3.3 0.82 1 -0 96' H-3 H + 珪化岩 1 

641 1 C83-43 剥片 28.1x22.2x 3.9 3.03 19 線状 H-7 F 珪化岩 3 

651 1 C83-44 剥片 18.0xll.6x 3.2 0.56 t-B 珪化岩 6 

661 1 C83-45 削片 16.2xI2.0x 5.0 0.65 珪化岩 I 

671 1 C83-46 剥片 41.4x28.0x 9.8 9.68 171 1 -0 101' H-4 珪化岩 3 接2

681 1 C83-47 削片 9.0x 7.4x 1.0 0.09 珪化岩 3 

691 1 C84-1 剥片 42.0x30.2x 9.15 9.15 81 8 -4 92' R-l→ H-4 t-H 珪化岩 4 

7011C92-1 剥片 28.3xI9.0X 5.9 2.78 27 線状 H-3 H v-L 珪化岩 3 接3

711 1 C92-2 剥片 18.0xll.7x 5.1 0.89 23 F t-B 珪化岩 3 接3

7211C93ー l (稜上調整)剥片 29.4x22.5xl0.4 20.51 10 1 5 -3 95巴 R-l→ L-4 + 珪化岩 l 

→ H-4 

7311C93-2 剥片 28.5X 7.8X 9.8 2.63 29 1 1 -0 118' H-2 v-R 珪化岩 3 接3

741 1 C93-3 剥片 42.8x38.8xI4.6 35.34 20 1 4 -0 100' L-2 F 珪化岩 3 接2

751 1 C93-4 剥片 47.4x31.2x 8.1 6.70 28 線状 H-4 F v-M 珪化岩 3 接3

7611C93-5 剥片 51.0x30.5xl0.5 14.62 14 t-H-B 珪化岩 3 接l

-64-



整のされた剥片であるか， 90度打面転移の行われた痕跡を残す剥片であろう。 13は模形石器で

ある。底面を残す剥片を素材として，上下両端から両極剥離を行い，背腹両面ともポジティプ

な面である。また，使用痕と思われる微細剥離痕のあるものが多い(46点中12点)。このことは，

明確な二次加工の少ないこの石器群の中での一つの特徴といえる。

接合資料は 3 組ある。いずれも母岩別資料 3 である (14~16， 17~20， 21~30) 。

接合資料2(17~20) は， 90度の打面転移を少なくとも 3回行い，最後に打面再生を行った資

料である。それは，正面上端を打面にして数回剥離後， 90度打面転移を行い， a. bの剥離に

よって17・18を作出し，その後も数回の小さな剥離を行っている。その後， 90度打面転移して

17の剥離面を打面として少なくとも 7回の剥離後， cの剥離によって19を作出する。その後ま

た， 90度打面転移してdの剥離によって打面再生を行い20が作出される。このような剥片作出

過程によって作出されたと思われるものは， 1・6・10・13の資料がある。

接合資料3(21~30) は，両設打面によって縦長の剥片を連続的に剥離した資料である。それ

は，まず正面下端を打面として少なくとも 5回の剥離後， aの剥離によって21が作出される。

その後， 180度打面転移して，同ーの大きな剥離面を打面とする b~h の剥離によって22~30が

作出される。これらの打点は， b~f は正面左側から右側に移行し， g. hは逆に右側から左

側に移行する。このような剥片作出過程によって作出されたと思われるものは， 2~5 ・ 11 ・

12・接合資料 1(14~16) の資料がある。なお， 27~29は g の剥離時の同時折れである。

剥片の特徴は，打面調整はあまり行われず(30点中 5点)，頭部調整が頻繁に行われている (29

点中21点)。背面構成は，腹面の剥離方向と同方向のもの(H)の割合が高く (71%)，また，腹面

と同方向のもののみで構成されるものの割合も高い(52%)。打面は薄くやや幅が狭いものが多

く，線状のものが 5 点 (30点中)ある。剥離角は90・~1000の範囲に集中し，平均は96・ (24点)

である。平面形状は，縦長で細長く先端はペン先状のものが多い。最大長:幅が 2: 1の付近

に集中する。厚さは薄いものが多い。これらは，接合資料2・3の特徴と一致する。

これらのことから，この石器群の剥片生産技術の特徴は，頭部調整を頻繁に行い，打面が薄

くやや幅狭で，縦長の細長い剥片を同一打面から連続的に剥離するものを主体とする。このよ

うに，この石器群は石刃技法をもっ石器群として位置付けることができる。

第2プロック(表12)

第1ブロックから約75m離れた地点から 2点出土した。出土層準は刊a層である。第 lプロ

ックとの共伴関係は把えられなかった。

表12 第2ブロック遺物属性

No 
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2 .縄文時代

遺物包含層として層位的には捉えられなかったが，調査区内の各グリッドから土器片をはじ

めとする遺物が検出された。

土器(第47~49図，図版18~20)

大型の破片は僅かであり，ほとんどが小片の状態で出土した。復元可能なものも無い。縄文

時代以外の遺構の覆土内から出土したものを加えても，出土総点数1，526点にすぎず，そのうち

99.5%までが中期末葉・加曽利E式期後半のものである。

1~7 ・ 11 ・ 12は隆帯文あるいは沈線文によって口縁部文様帯を形成する深鉢の口縁部片で

ある。 11・12は胴上半部片。 1は上下 2本の幅広の沈線によって口縁部を区画し，区画聞に渦

巻文を配するものと思われる。渦巻文は外周に隆帯を貼付し，幅広の沈線によって暗かれてい

る。渦巻文直上の口縁部はやや盛り上がり，小さな波状を呈する。 2は隆帯と幅広の沈線によ

って渦巻文とその両側の楕円区画文を描出する。口唇部は失われている。胴部は 2本の沈線聞

を磨消した懸垂帯が垂下する。 1• 2の内面は丁寧なミガキ。 3は口唇部に隆帯を貼付けて肥

厚させ，直下に幅広の沈線が巡る。口縁部文様帯は隆帯と内側に沿った沈線で楕円区画文を形

成する。 1~3 の地文はいずれも単節 RLo 4は口縁部直下に断面「孔」状の貼付隆帯による渦

巻文を口縁部から盛り上がるように描出する。渦巻文は横位S字状文の一端かもしれない。口

縁部文様帯と胴部文様帯は幅広の沈線によって区画され，口縁部直下の隆帯との聞は沈線によ

って楕円区画文が描かれる。胴部は 2本一組の沈線区画による磨消懸垂帯が垂下する。地文は
• (L 

前々段合撚R(71。5・11は貼付隆帯と内側の沈線による楕円区画文を描出する。 11は口縁上
-lR 

半部が失われている。胴部は 2本一組の沈線区画による磨消懸垂帯が垂下する。 5• 11とも地

文は無節Ro6 • 7は上下2本の沈線による区画が描かれる。 12は口縁上半部が失われている

が，口縁部文様帯と胴部文様帯を区画する沈線がみられる。胴部は 2本一組の沈線区画による

磨消懸垂帯が垂下する。地文は 6・12が複節LRL，7は単節RLo8・9は口縁部文様帯が喪

失し，隆帯と両側に沿った沈線を巡らせたもの。 8は内外面とも丁寧なミガキ。地文は 8が単

節LRo9は単節RLo10 ・ 13~19は沈線文をもっ深鉢胴部片である。 10 ・ 13は 3 本一組の沈線

区画による磨消懸垂帯が垂下する。同一個体と思われる。地文は単節RLo14~22 ・ 24 ・ 27 ・ 28

は2本一組の沈線区画による磨消懸垂帯が垂下する。 16と17，18と19は各々同一個体と思われ，

18 ・ 19は内面のミガキを丁寧に行う。地文は14~19 ・ 22が単節 RL， 20・21は複節 LRL，24は

前々段反撚LRRo27・28は単節RLを地文として施した後，縦位の条線を加えている。 23・46

は沈線聞を磨消した曲線文が描かれた深鉢胴部片で， 23の沈線は 3本一組である。地文はいず

れも単節RLo25・26は非常に浅い幅広の沈線を横位に巡らす。内面のミガキは丁寧に行われて

いる。同一個体と思われる。地文は複節LRLo29は深鉢胴下半部片である。 2本あるいは 3本

一組の沈線区画による磨消懸垂帯を垂下させたものと思われる。地文は単節LRo30~33は口縁
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部直下に幅広の沈線を上面に縄文を施文した断面 i..rLJ状の隆帯によって文様を描出した波状

口縁をもっ深鉢の口縁部片である。文様帯としての口縁部区画は退化し，胴上半部の文様へス

ムーズに移行する。 30・31は口縁部直下に渦巻文が描出される。 30の渦巻文は波頂部直下に配

される。 32・33は口縁部直下に沈線が巡り，以下に隆帯とそれに沿う沈線とで胴上半部へ続く

文様を描出する。 30の波状部内面には組いミガキ痕が残り， 31の内面は丁寧なミガキが行われ

ている。 32・33の内面には単位幅の明瞭なミガキ痕が残されているが，いずれも幅 5皿以上の

幅広の工具を用い，口縁と平行に横位に行われている。外面の沈線を施文したものと同一工具

である可能性が高い。地文は30が単節LR，他は単節RLo34・35は隆帯とそれに沿った沈線に

よって口縁部直下に渦巻文を描出する深鉢の口縁部片である。内外面とも丁寧なミガキが行わ

れている。 36・37は2本一組の沈線区画内に円形点列を刺突したもので， 36は上下 2段の点列

が交互に配される深鉢口縁部片。沈線以下は単節RLが施される。 37は深鉢口辺部片で，地文は

単節LRo38は口縁部に縦位の爪形文を刺突し，直下に沈線を巡らした深鉢口縁部片である。胴

部には 2本一組の沈線区画による磨消懸垂帯が垂下する。地文は複節LRL。内面器壁の粗れが

著しい。 39・40は口縁部文様帯が消失し，沈線区画による胴部文様帯が口縁部直下にまでおよ

ぶ深鉢の口縁部片である。 39は口唇部が内側に突出気味に肥厚する。内面は丁寧なミガキが横

位に行われている。地文は39が無節R，40は単節 RL。

41-----45は隆帯とそれに沿った沈線で曲線文を描出した深鉢胴部片である。 41は幾何学的文様

区画が描出される。区画内には地文，複節 LRLが施されている。内面には横位のミガキ痕が残

されている。 43は隆帯とその内側に沿った沈線でU字状区画文が描出される。区画外は磨消さ

れている。内面には幅広のミガキが横位に密に行われた後，底部から口縁部に向かつて斜位に

細いミガキが疎に行われている。 44は2本の隆帯区画による磨消帯とそれに沿った沈線で曲線

文が描かれている。 42・44・45の内面は丁寧なミガキが横位に行われている。 42-----45はいずれ

も単節RLを地文としてもつ。

47-----56はいわゆる微隆起線文をもっ深鉢の胴部及び胴部片である。 47-----50は口縁部直下に微

隆起線が巡り，以下に地文の縄文が施されるもので， 47は胴部にも微隆起線区画の磨消帯によ

るU字状区画がみられる。地文は49が複節LRL，他は単節LRo48は外面口縁部から内面にか

けて丁寧なミガキが行われる。 51-----56は微隆起線区画の磨消帯をもつもので， 51・56は幅広の

磨消帯の中に微隆起線による逆U字状あるいは幾何学的文様が描かれている。 51・52・55・56

は内面の器壁の組れがひどく，特に52・56では直径10皿ほどの円形の剥落が多くみられる。ま

た56は外面の磨滅が著しし=。地文は56のみ単節RL，他はいずれも単節LRo57・58は突出気味

の底部をもっ深鉢底部片である。遺存部には文様は認められない。底径は57が8.0cm，58は推定

6.1cm。

59-----64は地文のみが認められる深鉢胴部片である。 59・61は単節RL，60は単節LR，62は結
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束縄文L{~+ {~. 63は反撚 LL.64は前々段反撚 RLLが各々施文されている。 62は内面器壁

の組れが著しく，直径 5mm以下の円形の剥落が多くみられる。他はいずれも内面に横位のミガ

キを行っている。とりわけ63・64のミガキは非常に丁寧である。

65--......76は櫛状工具によって施文された条線を地文としてもつものである。 65は口縁部直下に

非常に浅い沈線の巡る深鉢口縁部片である。条線は沈線以下斜位に施され，斜格子状の文様を

描出する。 66・67・71は沈線文をもつもので. 66は2本の沈線区画による磨消懸垂帯を垂下さ

せる深鉢胴部片。 67は1本あるいは 2本単位の沈線を垂下させる深鉢胴部片である。沈線聞の

磨消は行われていない。 71は横位の沈線区画をもっ深鉢口縁部片と思われ，沈線区画以上には

無文部がみられる。条線のうち最も多いのは疎密の違いはあるものの縦位の平行条線であり，

66--......70・72が該当する。 73・74は斜位の平行条線。 65は2方向の斜位の条線で斜格子状の文様

を描出している。 71は部分的に斜位の平行条線を施した後，縦位のものを重ねている。 75・76

は波状の平行条線を施している。 67は内面の器壁の粗れがひどく，直径 5凹以下の円形の剥落

が多くみられる。他はいずれも丁寧なミガキが行われ，とりわけ70・71・73--......75に著しい。

77は無文の深鉢口縁部片である。内外面とも磨滅している。内面には横位のミガキを施す。

78・79は後期初頭~中葉の土器である。 78は細沈線による帯状区画を描出し，充填縄文帯と

無文帯を交互に繰り返す。深鉢胴部片。帯状区画は文様区画を構成すると思われるが，遺存部

からは推測不可能。 79は口縁上部に 1本の貼付組線文が巡る深鉢口縁部片である。組線上には

指頭により交互押捺が加えられ，紐線以下は単節 RLが全面に施文されている。内面は口縁直下

に凹線を上面に加えた貼付組線とそれに沿うナゾリ痕が認められる。

石器(第49図，図版15)

器種の判明及び推定できるものは図示した 4点のみである。他に器種不明の醸石器と思われ

るものの小片及び破砕醸等42点が検出された。なお破砕礁等の中で焼成を受けた痕跡の認めら

れるものは検出されていない。

1は凹基無茎鉱である。基部の挟りこみが比較的深く，均整のとれた脚部をもっ完形品であ

る。石材はチャート。最大長1.7cm.重量0.44gを測る。 2はスクレイパーである。石材は玉

髄。折損面は認められず，完形品であると思われる。最大長3.3cm.重量7.74gを測る。 3・4

は敵石及び磨石的な利用がされたと思われる醸石器である。 3は上下端に敵打痕及び上端に磨

痕が認められるもので，完形品である。石材は砂岩。最大長11.2cm.重量292.5gを測る。片方

の掌で握る時に適当な形状と重量をもつものと思われる。 4は円醸の周側縁を利用したもので，

約1/2の遺存であると思われる。遺存する側縁部には磨痕が全周し，敵打痕の集中する部分も認

められる。また，諜表面にはアパタ状の潰痕が看取される。石材は安山岩。遺存最大径8.5cm.

重量209.5gを測る。
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土製品(第50図，表13.図版20)

土器片錘 8点及び土製円板4点が検出された。すべて図示した。

1 "-' 8はいずれも深鉢形土器の一部小片を利用した土器片錘である。 3は口縁部から胴上半

部片. 5. 6は口縁部片，他は胴部片が用いられている。 7は短辺側に 2対の扶をもつもの，

他はいずれも短辺倒に 1対の扶をもつものである。

9 "-' 12は土製円板である。いずれも土器片を再利用したもので，深鉢胴部片を用いている。

周縁の調整は. 12が最も丁寧で，側面が滑らかに磨かれている。 9・11の周縁の一部には形を

調整したと思われる磨痕が認められるが. 10は打ち欠いた状態のままである。

3 

6 

， 5 

/L  

7 Rこニノ -R  、立;...p-ミ-:_../ 8 

12 

。 5cm 

第50図 土器片鍾・土製円板
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表13 土器片錘・土製円板計測値

指図番号 種類 遺存状態 言十 狽j f直*k同 挟幅t同 重量(g) 時期 出土位置 備 考

長 幅 厚

50-1 土器片錘 完存 7.1 7.1 1.2 6.6 93.50 力日曽手IjE 1 C74 

50-2 土器片錘 完存 7.9 6.0 1.3 6.6 71. 70 力日曽利E l号墳

50-3 土器片錘 完存 6.8 4.7 1.0 6.2 44.56 力日曽和jE 1 A96 

50-4 土器片錘 4.6 5.8 1.1 40.25 力日曽手IJE 1 C81 l短辺側欠損

50-5 土器片錘 6.0 4.7 1.3 35.53 力日曽干IjE 1 A96 1短辺.1コーナー欠損

50-6 土器片錘 完存 5.2 4.7 1.3 4.4 42.65 力日曽手IjE 1 C96 

50-7 土器片錘 ほぽ完存 5.9 5.5 1.5 
左 5.1 50.51 力日曽干IJE 1 B97 短辺側に 2対の挟
右 5.2

50-8 土器片鍾 完存 5.7 4.0 1.0 5.5 36.35 力日曽手IjE 1 B98 

i王
50-9 土製円板 )三 5.4 1.2 30.63 力日曽干IJE 1 A81 

50-10 土製円板 完存 4.0 1.1 19.01 力日曽和jE 3号土地

50-11 土製円板 完存 4.0 1.1 20.30 力日曽利E 表採

50-12 土製円板 Lイ (4.4) 0.9 5.30 力日曽和jE 1 A96 

* ( )内は推定値

3.弥生時代

調査区の西端1A93グリッドより土器が 1点のみ検

出された。破片状態であったが，すべて接合した。

土器(第51図，図版24)

聾形土器の頚部~胴上半部である。胴部最大径推

定22.5cm，残存高14.4cmを測る。頭部くびれ部以下

胴部にかけて付加条縄文が施される。付加条縄文は

1周毎に完結する横位文様帯を構成しており，遺存

pν ハU

部分においては 4段看取される。原体はR{t+ Lと思われる。
第51図弥生土器

4 .古墳~奈良・平安時代

包含層として層位的には捉えられなかったが，調査区内の各グリッドより土器をはじめとす

る遺物が若干量検出された。

土器(第52図，図版24)

土師器で器形の復元できたものは図示した 6点のみである。他には544点を数える小破片が検

出された。そのうち口縁部片によって個体数を数えると，聾・査類38点， j;不・高坪類16点，土甘

4点を認めることができた。

1はやや長胴化した胴部に外湾気味に大きく開く口縁部をもっ聾である。口唇部は内面に段

をもって肥厚する。胴下半部以上約1/2が遺存する。口径推定16.4cm，胴部最大径推定23.2cm。
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口縁部から頚部にかけてヨコナデ。胴部は外面が縦位のへラケズリ，内面はヘラケズリ後ナデ。

へラ状工具端痕を明瞭に残す。外面下半部には，器表面に煤の付着部分及び大きな剥落部分が

認められる。 2は頚部の収縮が弱い「く」字状を呈する歪である。胴上半部以上約1/2が遺存。口

径推定18.0cm。口縁部ヨコナデ。頚部外面には指頭による接合時のおさえ痕が僅かに残る。胴

部は内外面ともへラケズリ後ナデ。外面頚部から肩部にかけては丁寧なナデ。 3は台付聾の脚

部片である。転用器台としての使用が考えられ，台上面及び聾胴部へ立ち上がる割れ口は丁寧

に磨かれて滑らかである。裾端部を除く約1/2のみ遺存。脚部外面は縦位のへラケズリ，上位に

は横位のナデ。内面及び割れ口は黒色を呈する。 4は上げ底気味の小さな底部から内湾気味に

立ち上がり，やや深い体部に内湾気味に終る口縁部をもっ坪である。口縁部約1/2欠損。口径推

定14.8cm，底径5.3cm，器高6.1cmo 調整及び整形が雑で，歪みが大きし=。口縁部ヨコナデ。体

部外面はへラケズリ後ナデ。部分的に指頭による強いナデが施される。内外面とも体下半部以

上赤彩。 5は扇平な体部に外稜以上が内湾する口縁部をもっ坪で，約1/3のみ遺存する。口径推

定15.4cm。口縁部ヨコナデ。体部はへラケズリ後ナデ。内面には多方向の細かいミガキが密に

行われる。内面は黒色を呈する。 6は浅い弧状の体部と，外湾する外稜から直立気味に立上が

り僅かに外反して終る口縁部をもっ坪である。体上半部以上約1/2のみ遺存。外稜以上ヨコナ

デ。体部はへラケズリ後丁寧なナデ。内面には細かいミガキが密に加わる。内面は暗褐色を呈

する。

須恵器は 3点を数えるのみである。いずれも小片であるが，辛うじて器形の復元できる 2点

を図示した。他の 1点は査の胴部小片である。 7は反りをもっ蓋杯である。杯として扱ったが，

極めて小片であるため蓋としての可能性も否めない。最大径推定13.4cm。外面には暗緑色の自

然粕が認められる。 8は貼付けによる高台をもっ長頚査の底部片である。高台外径推定13.0cm。

高台外面に暗緑色の自然触がみられる。

羽口，土製品，鉄製品(第52図，表14，図版24・25)

表14 古墳~奈良・平安時代遺物計測値

挿図番号 種類 遺存状態 言十 i賀l 値事 (cm) 重量(g) 備 考

長
外f王 通風口径 !手

52-10 ~~ 口 );，i (8.1) 
か問1(4.8) (3.0) 1. 0~ 1.4 
州側 (9.0) (7.8) 

長 幅 1早

52-11 支 脚 3.5 4.0 2.8 27.3 ぽ石として転用か?

横l:f 縦IJ 干し径

52-12 球状土錘 完存 3.7 3.5 0.8 40.69 

52-13 球状土錘 ys (3.0) (3.8) (0.6) 

長 幅 !事

52-14 自動 先 完存 3.0 
刃部 4.5 。l

20.18 小型jli返部 5.7 0.5 

52ー 15 力 子 茎一部のみ 3.9 0.9 0.3 3.54 

* ( )内は推定値
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5 .近世以降

近世以降の遺物としては次のようなものを挙げることができる。陶磁器片等98点，熔熔・か

わらけ等素焼の土器183点，砥石 2点，瓦54点，泥面子等の素焼の玩具と思われるもの41点，手

担の不明土製品61点，銭貨 1点。これらの遺物はほとんど盛土・表土及び撹乱中より検出され

たものであり，遺存状況も極めて悪いものが多い。時代的には， 18.-...，，19世紀にかけての遺物が

主体的である。

以下，主なものをとりあげて，若干の説明を加えたい。

陶磁器(第53図)

いずれも小片であるが，そのうち図化することのできた 9点について説明を加えてみたい。

1・5は御深井柚茶碗片である。 1は口縁部から体部にかけて約1/4が遺存し，外面に呉須流

しが認められる。口径推定10.8cm，遺存高4.0cm，器厚 3'-""'4皿を測る。胎土は灰白色を呈し，

呉須の発色は淡いコバルトである。 5は体部から底部にかけて約1/2が遺存する。底径推定4.6

cm，遺存高1.8cm，器厚は胴部5凹，底部2.5mmを測る。低い高台をもっ。胎土は灰白色を呈し，

轍密である。外面底部・高台部を除き軸がかかっている。いずれも19世紀前半の瀬戸の製品と

思われる。 2は美濃灰軸徳利片である。底部約1/3が遺存する。底径推定7.2cm，遺存高2.9cm，

器厚は胴部 8mm，底部4皿を測る。非常に低い高台を作りだし，高台角が僅かに磨耗している。

胎土は明淡黄色を呈し，灰白色柚が外面上位に認められる。 18世紀後半以降の製品と思われる。

3は伊万里染付小椀片である。約1/2が遺存する。口径推定6.3cm，底径推定2.4cm，器高4.3cm，

器厚 3'-""'4皿を測る。胎土は白色を呈し，撤密。呉須の発色は良く，内外面に網目文様が描か

れる。 18世紀後半の製品と思われる。 4は陶器油皿片である。口縁部を欠損している。底径4.3

cm，遺存高2.2cm，器厚は胴部4阻，底部10皿を測る。底面には回転糸切痕を有し，底部角がや

や磨耗している。胎土は灰白色を呈し，口縁部内外面には灰軸がかけられていたと思われる。

19世紀前半以降の瀬戸の製品と思われる。 6は素焼の盃片でる。口縁部から体部上半部にかけ

ての約1/2を欠損する。口径4.2cm，底径1.0cm，器高2.4cm，器厚は体部3皿，底部 5mmを測る。

胎土は明淡褐色を呈し，外面底部を除く全面に金泥(金粉を含む泥土)が塗られる。 7は伊万

里紅皿片である。約2/3が遺存する。口径2.4cm，底径1.8cm，器高1.lcm，器厚2皿を測る。胎

土は白色を呈し，撤密である。全面に柚がかかる。 19世紀後半の製品と思われる。 8は伊万里

染付仏飯具片である。脚部のみの遺存である。底径4.0cm，遺存高2.5cm，脚径1.6cmを測る。胎

土は白色を呈し撤密である。呉須による二条の線が左廻りにヲ|かれる。全体の約2/3に不透明な

軸がかけらている。 19世紀前半の製品と思われる。 9は素焼の皿片である。口縁部を欠損する。

底径3.4cm，遺存高1.0cm，器厚は体部4皿，底部6皿を測る。底面には回転糸切痕，体部はロ

クロ痕が明瞭である。内外面朱塗の皿であり，内面には部分的に漆状の物質が認められる。割

れ口の磨滅が著しい。
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陶磁器第53図

瓦 (第54図)

調査区内の各グリッドより総数64点が検出された。内訳は，軒平瓦 1点，丸瓦5点，桟瓦58

点である。また全体の84%に相当する54点が素焼きのものである。いずれも小片であり ，僅か

に特徴の窺える 4点を図示した。

u 9
・
C

lOcm 。
瓦第54図

銭貨 (第55図)

調査区の西端1A54グリッドから寛永通費 l点が検出さ

腐蝕・鋳化は少ない。各部計測値れた。元禄京軽自銭。

は次のとおり(重量以外は平均値)。外縁外径 :22.29mm， 

3cm 

銭貨

。
第55図

外縁内径 :18.09凹， 内郭外径 :8.28凹， 内郭内径 :6.57 

凹， 外縁厚 :1.98mm，文字面厚:0.08凹， 重量 :2.12 g。
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表15 泥面子計測値

指図番号 種類 絵 柄 材質 成形 遺存状態 計測値事 (mm) 重量(g) 出土位置

縦 横 厚

56 -1 泥面子 面 素焼 型押 ほぽ完存 37.1 32.0 12.9 13.20 1 A54 

56 -2 11 11 11 11 表ほ面ぽ摩完存耗 32.3 26.5 7.9 5.40 1 B61 

56← 3 11 11 11 11 フ由E 存 19.1 18.4 7.9 2.64 1 B98 

長 幅 厚

56 -4 11 ミニチュア(不 明) 素焼 型押 一部分のみ 27.8 22.5 17.2 7.18 1 A76 
長 外径 内径

56 -5 11 H (円 筒 7) H 11 11 16.8 13.9 7.8 2.31 1 B72 

径 厚

56 -6 II 文 字(柏 戸) 素焼 型押 'フ三Eョ 存 23.3 7.4 4.58 1 B61 

56 -7 II II 松 II II 11 23.4 9.1 5.68 1 B50 

56 -8 II II 万 II II 11 22.7 8.6 4.83 表採

56 -9 II 青長 象( 4鳥 7 ) 11 11 II 23.7 6.2 3.90 表採

56ー 10 II II 鳥 II II II 23.8 7.5 4.93 1 C92 

56 -11 11 11 面 7 ) 11 11 % 22.3 5.8 2.79 1 A76 

56ー 12 1/ 紋 章(沢 i寓) 11 II ほぽ完存 23.3 7.9 4.54 1 B61 

56 -13 II II II II II 表ほ面lま磨完耗存 23.2 8.7 5.42 1 C90 

56 -14 11 育長 象(扇 + 7) ノ1 II 白7G 存 23.7 9.2 6.31 1 B94 

56 -15 1/ 紋 章(曲 尺) II II II 22.7 10.0 6.11 1 A54 

56ー 16 11 II (入れ子析) II II II 22.3 7.2 4.25 1 B54 

56 -17 1/ 11 轡 11 II 表面y:;磨耗 22.8 10.9 3.48 1 A83 

56 -18 II II 梅 7 ) 11 11 とフ主t 存 24.7 7.9 5.67 1 C74 

56 -19 /1 1/ (花 菱) 1/ /1 完表面磨耗存 23.4 9.5 6.23 1 C90 

56 -20 11 II 弓 7 ) 11 11 完表面磨存耗 22.8 10.2 6.52 1 A69 

56 -21 11 11 (蛇の目輪) 11 II 表ほ面ぽ磨完存耗 23.6 9.0 5.46 1 B54 

56 -22 /1 II つ 巴) II II 表ほ面IJ:磨完存耗 23.1 8.9 5.24 l号住居跡

56 -23 11 11 II 1/ 1/ 完表面磨存耗 22.4 7.1 4.03 1 A76 

56 -24 11 昨3 象( 葉 7 ) 11 11 表ほ面ぽ磨完存耗 22.2 6.2 3.43 1 B72 

56 -25 11 不 明(線刻あり) 11 1/ 表ほ面ぽ完磨存耗 24.2 9.1 5.35 表採

f王 厚

56 -26 碁石 素焼 手担 Y由E 存 22.5 6.5 3.51 表採

56 -27 11 一一一一(両面指紋あり) 11 /1 II 21.8 5.2 2.09 1 B94 

56 -28 11 II II II 11 20.1 5.9 1.97 1 B76 

56 -29 11 /1 11 /1 11 20.2 6.1 2.04 2805 

56-30 11 II 11 II 11 19.8 5.4 1. 75 1 C87 

56 -31 II 11 11 II II 19.9 5.6 2.11 2807 

56 -32 1/ 11 II II 11 20.5 6.2 2.13 1872 

56-33 11 II H II 11 19.9 6.1 1. 79 1 C76 

56-34 11 II 11 11 II 16.7 6.4 1.69 1894 

*計測値は遺存最大値
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V 一括サンプル内出土の自然遺物

1 .資料の採集方法と集計方法

今回報告する資料は，貝殻を覆土中に含む遺構内堆積物の一括サンプルから水洗分離された

もので，以下にサンプルの採取方法と水洗処理の方法について記す。

サンプル採取の対象となった遺構は 1号， 2号住居跡と 3号， 4号， 6号土墳である。サン

プル採取地点の選定とその大きさ等については発掘担当者の判断によって決められた。それに

よると一括サンプルは，いずれも45X30cm大のビニル袋に七分~八分目ほどの量ずつに分割さ

れ，いくつかのクゃループごとに遺物番号がふられているが， 2号住居跡の炉祉内サンプル 2袋

を除くとどれにも採取地点、の位置や深度，大きさなどが記録されていない。さまざまな制約が

あったものと推定されるが，各遺構に堆積する貝層をほぼ全部採取したものらしく，サンプル

総数は95袋に達し，上記の 2袋を除いたすべてのサンプルに多量の貝殻が含まれている。与え

られた整理期間内にこれらの全サンプルを調査することは困難であるので，今回は，各遺構ご

とに全部のサンプル袋に符号をふり分け，採取したサンプル量に応じて調査対象とする袋を抽

選した。抽選は任意に聞いた本の頁数の下 2ケタによって行った。その結果， 19袋が調査対象

に選ばれたが，各遺構ごとのサンプル量については次項に記した。

水洗は直径250mm，メッシュ寸法9.52，4.0， 2.0， 1.0， 0.5mmの5種類のステンレス製同規試

験フルイ(三田村理研工業製)を用いて流水下で行った。各メッシュ面上における分離物は自

然乾燥後に白紙上に広げてのばし，この中から肉眼的に識別しうる資料を採集した。

資料の集計は以下のように行った。員類資料は9.52と4.0凹メッシュ分離物だけを採集対象と

し，腹足綱は体層を保存するものを，また二枚貝綱は主歯を保存するものを集計した。しかし，

従来筆者がとってきたこの方法では，個体数が少なくても肉量の多い貝種の占める割合がほと

んど評価できない。そこで今回は，既述した 2種類のメッシュ面上に分離した全部の員資料を

貝種別に計量し，両者の結果を比較することにした。破片資料の同定は技術的に高い練度を必

要とするが，当遺跡における産出貝類の種組成が比較的単純であること，補助員の選別作業の

大部分を筆者が直接チェックできたことなどの条件に恵まれたので今回はこれに踏み切った。

なお，有肺亜綱，フジツボ類，炭化物等は2.0凹以下の各メッシュ面上の分離物も集計対象と

し，その重量を計量した。

脊椎動物資料は各メッシュ面上の分離物をすべて精査したが，魚類資料は関節部を保存する

ものを集計した。椎体は%以上を保存するものとそれ未満のものを別々に集計し，後者は破損

資料として扱った。集計は資料の出現頻度数で表し，重量の計量は行わなかった。

なお，資料の計量には島津製作所製電子ばかり LIBROREL -600を使用し，計測には田島製

作所製ダイヤル式カーボンファイパーノギス DIAL-15を使用した。また，調査した一括サンプ
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ルの大きさを客観的に示すために水洗前の湿重量を計量したが，これには秤量100kg，最少目盛

500gの家庭用体重計(メーカー名不明)を用いた。

2.同定結果

今回調査したサンプルからは第16表に示す動物遺存体と炭化物，土器剥片等が採集された。

表16 産出動物一覧

軟体動物

腹足綱

前偲亜綱

イボキサゴ

スガイ

カワニナ

カワアイガイ

ウミニナ

イボウミニナ

ツメタガイ

アカニシ

イボニシ

Umbonium (Suchium) moniliferum 

Lunella coronata coreeηS!s 

Semisulcospira libertina 

Cerithideopsilla djadjariensis 

Batillaria multiformis 

Batillaria zonalis 

Neverita (Glassaulax) didyma 

Rapana venosa 

Reishia clavigeγ日

アラムシロ Reticunassa festivα 

ノfイ B日byloniajaponica 

有肺亜綱

有肺亜綱種不明もしくはヤマタニシ科，ゴマガイ科などの陸産貝

二枚貝綱

サルボウ

マガキ

オキアサリ

アサリ

オキシジミ

カガミガイ

ハマグリ

シラオイガイ

オニアサリ

バカガイ

シオフキ

マテガイ

オオノガイ

Scapharc日 subcrenata

Crassostrea gig日S

Gomphina (Macridiscus) veneriformιs veneriformis 

Ruditapes philippin日γum

Cycl ina sinensis 

Dosinorbis (Phacosoma) japonicus 

Meretrix lusoriα 

Circe scripta 

Notochione jedoensis 

Mactra chinensis 

Mactra veneriformis 

Solen stγictus 

Mya (A renomya) arenaria oonog白』

腔腸動物

花虫綱

キクメイシモドキ Oulastrea crisp日ta

節足動物

甲殻綱

フジツボ Thoracica fam. indet. 

脊椎動物

硬骨魚綱

マイワシ

真骨類種不明

Sαrdinops melanostictus 

Teleostei order indet. 

。。



a. 1号住居跡

本号跡から得た一括サンプルは既述のビニール袋にして49袋に分かれているが，今回はその

約20%に相当する10袋35kg分を調査した。ただし，このうち 3袋分については計量できなかっ

たので，実際に調査したサンプル重量は40kg以上になるものと思われる。

これらのサンプルからは第17表に示す腹足綱10種，二枚貝綱11種，フジツボ 1種類，炭化物

が同定された。同表横欄に示した各サンプルの番号は，既述のように採取地点、や深度を表すも

のではないので記載順自体はほとんど意味をもたない。員類は同定が困難な破片資料を含めて

総量約10.3kgに達するが，貝種別重量では約2.9kgのオキアサリが最も大きな割合を占め(約29

%)，これについでハマグリ約24.5%，アサリ約20%，シオフキ約18%の順につづく。二枚貝綱

では検査した各サンプルにおける出現頻度が高い員種ほど総重量の割合も高い傾向にあって，

ある特定の貝種があるサンプルだけに集中的に出現する傾向はみられない。

一方，同表右欄に示した最少個体数によって貝類組成を検討すると，アサリ，イボキサゴ，

オキアサリ，ハマグリ，シオフキの順に個体数が多い。これを上記の結果と比較すると両者の

順位に大きな変動がみられる。すなわち，個体数比で上位にあったものが重量比で地位が落ち

込むものは，ツメタガイを除く腹足綱すべて，アサリ，オキシジミ，シラオイガイなどである

が，特にイボキサゴとアサリの低下が著しい。これとは逆に重量比で地位が上がったものは，

マガキ，オキアサリ，カガミガイ，ハマグリ，バカガイ，シオフキなどで，特にオキアサリ，

表17 動物遺存体同定結果(1号住居跡)
(単位:gr) 

遺物番号
tι 二3 言十検体サンプル重量(kg)

種名 。77 。78 079 080 081 082 083 
相(対%値) 最小個体数 (左殻二数枚貝右綱殻数、) 1.0 5.0 11.0 9.0 9.0 

重量

イボキサゴ 0.2 8.8 12.8 83.6 3.7 35.1 3.9 148.1 ( 1. 47 ) 1043 

ス 廿 イ 0.3 0.7 4.3 0.1 0.2 5.6 ( 0.06 ) 11 

カワニナ 1.1 1.1 ( 0.01 ) 

カワアイ 0.2 0.2 ( 0.00 ) 

ウミニナ 。l 2.0 2.7 24.8 3.1 1.0 。1 33.8 ( 0.39 ) 74 

イボウミニナ 0.4 0.2 0.6 ( 0.01 ) 

ヴメタガイ 3.5 1.7 5.2 ( 0.05 ) 

アカニシ 1.3 1.3 ( 0.01 ) 

アラムシロ 1.5 0.3 13.7 0.8 2.4 0.4 19.1 ( 0.19 ) 53 
， ， イ 1.0 1.0 ( 0.01 ) 

づ、 カ キ 5.9 21.4 48.1 286.6 100.5 10.7 473.2 ( 4.71 ) 97 (97ー76)

オキアサリ 36.0 435.5 237.0 488.3 485.4 807.9 398.4 2888.5 ( 28.76) 716 (716 -669) 

一γ +ナ 5.0 377.4 337.8 956.6 172.3 86.5 55.4 1991.0 ( 19.82) 1343 (1343ー1312)

オキシジミ 0.0 。.0 ( 0.00 ) ( 1一・)

カガミチIf i 13.0 I . ~l 59.3 48.9 25.7 154.4 ( 1.54 ) (7 -3) 

ハマゲ') 9.3 151.7 313.5 752.0 534.8 573.1 130.0 2464.4 ( 24.54) 598 (576-598) 

ンラオイガイ 。。 0.0 ( 0.00 ) ( 1 ・)

オニアサリ 0.0 0.0 0.0 ( 0.00 ) (1 -1) 

， ，カチ'/ i 11.2 11.2 ( 0.11 ) (・ー 1) 

シオフキ 14.0 140.5 274.8 710.8 168.4 350.3 186.6 1845.4 ( 18.37) 309 (309 -307) 

マテガイ 。l 0.1 ( 0.00 ) (・・)

百十 70.51152.11237.33382.01469.31920.1 812.9 10044.2 (100.05) 4267 

未同定貝殻1.5 10.4 15.2 56.8 54.4 79.7 15.7 233.7 

フジツボ 0.1 0.2 2.5 0.2 3.0 

炭 化 物 。l 0.2 0.8 0.1 0.0 1.2 
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ハマグリ，シオフキの 3種が顕著である。後述するように今回調査したサンプル内に出現した

アサリは比較的小形で殻質も薄質なものが多かったことからすると，前者にはおおむね 1個体

あたりの平均殻重量が相対的に軽いものが属しているものと思われる。

貝類以外にはフジツボと炭化物が採集されたが，ともに少量で炭化物は細片に分かれている。

なお，本号跡から出土した土器資料のほとんすべては加曽利E式後半に属しており，覆土サン

プルの堆積時期は縄文時代中期後葉と推定される。

b. 2号住居跡

本号跡の一括サンプルは 4袋に分かれており，総重量は約12.8kgである。このうち 2袋約9.3kg

は覆土中から採取したもので，残りの 2袋約3.5kgは炉牡内に堆積する灰層と炭化層から採取し

たものである。第18表に示す覆土サンプノレの記載順は任意であるが，炉社内堆積物は覆土サン

プルよりも下位に堆積し，また，灰層は炭化層によりも上位に堆積する。今回はこれらの全サ

ンプルを調査できたが，本号跡覆土から出土した土器資料の大部分が加曽利E式後半に属して

おり，各サンプルの堆積時期は縄文時代中期後葉と推定される。ただし， 1号住居跡の出土資

料に比べると本号跡の出土資料の方が相対的に新しい型式に属することが明らかであるので，

覆土の堆積時期は本号跡の方が若干下がる可能性がある。

調査した各サンプルからは，表18，表19に示す腹足綱 4種，二枚貝綱8種，有肺亜綱，フ

ジツボ，炭化物，土器剥片，硬骨魚綱6種類が同定された。表18から明らかなように，貝類

は有肺亜綱を除くと覆土中のサンプルに集中して出現し，炉社内のサンプルからはほとんど出

現しないのに対して，脊椎動物の骨と土器剥片は炉牡内のサンプルだけに出現した。採集資料

のなかでは貝類が最も大きな重量を占め総量約1.3kgに達した。貝種別ではO.9kgを記録したオ

キアサリの重量が最も大きし全体の約69%を占める。これについで，イボキサゴ(約14%)，

マテガイ(約 8%)，ハマグリ(約 4%)の順で重量が大きい。この傾向は， 1号住居跡のサンプ

ルにおける同定結果とかならずしも一致しないが，これが両住居跡の時期差を反映するものか

どうかは明らかではない。

魚類資料は，従来どおり採集頻度を表現する方法を採用した(表19)。次項に詳述するよう

に同表に示した 7種類の魚類のうちニシン科種不明は将来すべてマイワシに統合される可能性

が強く，また真骨類種不明 (B) (以下では真骨類Bと略す，他も同じ)と B'はともに同一魚種

になる可能性が強い。したがって，今回のサンプル中に出現した魚類資料は少なくとも 5種の

魚に由来するものと考えられるが，これらの中ではニシン科種不明(=マイワシ)の出現頻度

が圧倒的に高い。つぎに層序別と魚種別に資料の出現頻度をみると，各資料とも灰層サンプル

からの出現頻度が高く，炭化層サンプルからの出現頻度は極端に低いかまったく出現しない。

ただし，真骨類Cは灰層サンプルから同定できなかった。なお，炉牡内から出土した脊椎動物

の遺存体はすべて強い熱をうけた痕跡がある。
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住居跡覆土(022A) 炉祉灰層(022B) 炉祉炭化層(023)

4.5 2.0 1.5 
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住居跡覆土(021)
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134.1 
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12.4 

530.9 

14.4 

4.5 

31.5 

3.9 

5.0 

43.7 

781.2 
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名

表18

種

イ ポキ サゴ

ゴウミニナ

品イポニシ

アラムシロ

マガキ

オキアサリ

三アサリ

枚カガミガイ

貝ハマグリ

綱バカガイ

シオフキ

マテ ガ イ

計

未同定貝殻

そ有肺亜綱

のフジツポ

他炭化物

土器朝j 片

(詳細は第19表参照)RR:非常に稀れR:稀れ，V:非常に多い C:多い，

* 炭化物重量を含む

2号住居炉祉一括サンプル内出土脊椎動物表19

灰層

a. b 

第 1脊椎椎体 ・ 6 ・ ・ ・ ・ 6 

同破 損 資 料 ・ 4 ・ ・ ・ ・ 4 

第 2脊椎椎体 ・ 6 ・ ・ ・ ・ 6 

同破 損 資 料 ・ 2 1 ・ ・ ・ 3 

腹椎 8 200 7 ・ 8 ・ 223 

尾椎 4 213 4 ・ 5 ・ 226 

椎体破損資料 ・ 123 ・ 3 ・ 126 

権体 a(破損) 1 ・ ・ ・ ・ ・ 1 

椎体 b(破損) 1 ・ ・ ・ ・ ・ 1 

権体 b'(破損) ・ l ・ ・ ・ ・ 1 

権体C(破損) ・ ・ ・ 1 ・ 1 

遊離円錐歯 ・ 4 1 ・ ・ ・ 5 

遊離臼歯 1 9 2 ・ ・ ・ 12 

合計
C 

層イじ

b 

炭

a C 

同定部位名

ニシン科種不明

真骨類種不明 (A)

種不明 (8)

種不明(8')

種不明 (C)

種

7 イワシ

種不明(0)

R 

2.Og 0.6g 2.9g 

C :0.5mmメッシュ分離資料

脊椎動物

綱以下不明

器剥片 一一一一 ・ O.2g O.lg 

事 a : 2.0凹メッシュ分離資料 b : 1.C醐メッシュ分離資料

ホ*V:非常に多い C:多い R:稀れ

V C R.. 骨片

土

3号土壌C -
本号跡のサンプルは 5袋15.5kgであるが，今回はその約25%に相当する l袋 4kgを調査した。

土器の出土状況等にもとづくと，本号跡覆土の堆積時期は古墳時代中期と推定される。
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調査したサンプルからは，表20左欄に示す腹足綱4種，二枚貝綱6種，有肺亜綱，炭化物が

同定された。このうち重量では員類の割合が最も大きし重量約1.6kgに達したが，このうちの

約77%にあたる約1.2kgをハマグリ 1種が占め他を圧倒している。最少個体数でもハマグリが最

も頻度数が大きいが，重量比では下位にあるウミニナが個体数ではシオフキよりも上位になり，

ハマグリについで高い頻度となる。炭化物は，いずれも小破片である。

d. 4号土墳

本号跡のサンプルは量的に最も多く， 33袋102.3kgであるが，今回はその約12%に相当する 4袋

12.3kgを調査した。その結果は，表20中央欄に示すとおりで，腹足綱2種，二枚貝綱6種，有

肺亜綱，炭化物が同定された。採集した貝類の総量は約5.4kgに達し， 3号土墳のサンプルより

も単位重量あたりの貝重量は大きいが， 3号土墳のサンプルで比較的出現頻度が高かったウミ

ニナは同定できなかった。貝種別重量ではハマグリが l種で全体両の約93.5%に当る約 5kgを

占め他を圧倒する。ハマグリについで，シオフキ(約3.2%)，アカニシ(約1.6%)がつづくが重

量差は大きい。

なお，本号跡覆土の堆積時期は出土土器にもとづいて古墳時代中期と推定される。

e. 6号土墳

本号跡からは 4袋17kgのサンプルが採取されたが，今回はその約18%に相当する 1袋 3kgを

調査した。本号跡は出土土器がなく，覆土の堆積時期は不明である。サンプルからは，表20右

欄に示す腹足綱2種，二枚員綱6種が同定されたが，有肺E綱と炭化物は確認できなかった。

貝重量は約0.6kgに達したが，その約73.5%はハマグリが占めた。シオフキ，オオノガイがハマ

グリにつくやが，重量差は大きい。

表20動植物遺存体同定結果(3号， 4号， 6号土横)

種名
3号土横(サンプル重量:4 kg) 4号土境(サンプル重量・ 12.3kg) 6号土墳(サンプル重量:3 kg) 

W (%) N (左右) W (%) N (左右) W (%) N(左右)

ウミニナ 48.5 ( 3.08 ) 38 

ツメタガイ 23.9 ( 1.52 ) 2 16.7 (0.31) 10.3 (1.67 ) 1 

アカニシ 83.8 ( 5.31 ) 3 84.5 (1.58) 3.0 (0.49 ) l 

アラムシロガイ 0.1 ( 0.01 ) 

サルポウ 8.6 ( 0.55 ) l (. -1) 3.4 (0.06) (・・)
ザノ サ 2.6 ( 0.16 ) (1 -1) 1.9 (0.04) (・・) 16.0 (2.60 ) 2 ( 1 -2) 

カガミガイ 22.0 ( 1.40 ) ( 1ー・) 60.8 (1.14) l ( 1 ・) 6.2 ( 1.01 ) 1 (・・)

ハ 7 グリ 1210.7 (76.77) 126 (126 -122) 4983.9 (93.45) 231 (231-198) 452.8 (73.63) 34 (27 -34) 

シオフキガイ 175.1 ( 11.10 ) 18 (18 -14) 169.7(3.18) 21 (21-11) 87.3 (14.20) 10 (10-9 ) 

マテガイ 1.7 ( 0.11 ) 2 (2 -1) 12.3 (0.23) 7 (7 -3) 5.8 (0.94 ) 1 (・ 1) 

オオノガイ 33.6 (5.46 ) 5 (5 -5) 

言十 1577.0 (100.01) 193 5333.2 (99.99) 264 615.0 (100) 55 

未同定貝殻 28.5 38.8 21.4 

有肺頭綱 。。 。。
灰 化 物 0.4 1.1 

但し， Wは重量(gr)，Nは最小個体数を示し，二枚貝綱については括孤内に左右殻別の採集頻度を示した。
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3. 同定記載および計測結果

軟体動物 MOLLUSCA 

腹足綱 Gastropoda 

前鯉亜綱 Prosobranchia 

原始腹足目 Archaeogastropoda 

ニシキウズガイ科 Trochidae 

(1)イボキサゴ Umboniumβ'uchium) moniliferum 

調査資料数:2075 

1号， 2号住居跡サンプルから出土した。これらはいずれも縄文時代中期後葉の住居跡であ

るが， 3号， 4号， 6号の各土墳からは出土していない。

破損資料が多く，計測可能なものは殻径6.4........15.5皿の範囲のものが出現した。滑層径は相対

的に大きし近縁のキサゴ u.β.)costatumとは明らかに区別される。

(2)スガイ Lunella coronata coreensis 

調査資料数 :11

いずれも l号住居跡サンプルから出土したもので，今回調査した他の遺構のサンプルからは

確認されていない。破損資料が多く計測可能な資料は 2点だけで，殻高と殻径はそれぞれ10.9

と12.2，7.3と11.0mmである。また，蓋が l号住居跡から 1点出土しているが，摩耗や変質など

の形跡はみとめられない。瞬孔は閉じており，近縁のカンギクガイ L. granulataとは明瞭に

区別できる。

中腹足目 Mesogastropoda 

カワニナ科 Pleuroceridae 

(3)カワニナ SemisulcosPira libertina 

調査資料数:1 

1号住居跡サンプルから出土した資料である。殻表には細かな螺肋が走行するが，イボ状の

隆起などはみとめられない。資料は破損しており，計測は困難である。

ウミニナ科 Potamididae 

(4)カワアイ Cerithideopsilla djadjariensis 

調査資料数:1 

殻高20.2，殻径7.7皿の資料が 1号住居跡サンプルから出土した。体層はほぼ完全で，近縁の

へナタリ C. cingulataとは明らかに区別できる。

(5)ウミニナ Batillar勿 mult扮rmzs

調査資料数:113 

1号， 2号住居跡と 3号土墳サンプルから出土した。 1号住居跡の資料のうち計測可能なも
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のは，殻高12.2~31. 5皿の範囲のものが出現し， 24~27阻前後のものが最も出現頻度が高い。

しかし， 2 号住居跡の資料はいずれも計測が困難である。 3 号土墳の出土資料は殻高23.2~39.4

皿の範囲のものが出現し， 32~35凹前後のものの頻度が最も高く，住居出土の資料に比して大

形のものが多い。後出するイボウミニナとは殻表の状態や保存の良好な資料では殻口の形態に

よって区別した。特に加工等の痕跡は観察されない。

(6)イボウミニナ Batillaria zonalis 

調査資料数:7 

1 号住居跡サンプルから出土した。計測可能な資料では殻高8.6~10.8皿の範囲で出現した。

タマガイ科 Naticidae 

(7)ツメタガイ Neverita (Glassauliαx) didyma 

調査資料数:5 

1号住居跡， 3号， 4号， 6号土墳サンプルから出土した。出土資料は破損をうけ計測に向

かないものが大部分であるが，割れ口はかならずしも古くなし破損原因は明らかでない。な

お，唯一計測可能な 4号土墳出土の資料は殻高30.4，殻径約39凹である。殻口は破損している

が，瞬孔はふさがっており，Neverita属に属す他種とは区別される。

(8)アカニシ Rapana venosa 

調査資料数:7 

新腹足目 N eogastropoda 

アクキガイ科 Muricidae 

1号住居跡， 3号， 4号， 6号土墳サンプルから出土したが，ツメタガイと同様に破損をう

けており，計測可能な資料は 1号住居跡出土の殻高約18，殻径約11凹の稚貝 l点にとどまった。

(9)イボニシ cf. Reishia clavigera 

調査資料数 1

2号住居跡サンプルだけから出土した。破損が著しく計測は不可能である。したがって，種

の同定にも正確さを欠く部分が多く，レイシガイ R.bronniとの混同はないとしても，殻表が

類似するクリアレイシ R.luteostomaやレイシガイダマシモドキ Muricodrupafuscaなどとの

混同はありうるかもしれない。

オリイレヨフパイ科 N assariidae 

(10)アラムシロ Reticunassa festiva 

調査資料数:55 

1号， 2号住居跡， 3号土墳から出土したが， 1号住居跡出土のものが53点を占めている。

保存状態は比較的良好で殻高9.8~17.8皿の範囲のものが出現したが，殻高16凹前後のものが大

部分を占めた。



悩パベ Bα均10ηiajaj会0抱icα

調査資料数:1 

エゾパイ科 Buccinidae 

破損資料で 1号住居跡のサンプルから出土した。次体層以上を欠くが，繍帯の形状や殻表の

状態などから本種に同定した。ウスイロパイ B.kiranaの可能性は考慮しなくともよいであろ

つ。

有肺亜綱 Pulmonata 

ω種不明 Order indet. 

殻高の低いゼンマイ型の資料と殻高の高いオカチョウジ型の資料であるが，時間的な制約か

ら今回は科以下の種同定を試みなかった。

二枚員綱 Pelecypoda 

翼形目 Pteriomorphia 

フネガイ科 Arcidae 

(13)サルボウ Scapharca subcrenata 

調査資料数:1 

3号土壌サンプルからの出土資料であるが，殻の半分以上を欠損する。復原される肋数は30

本程度と考えられるが，肋間は狭いことなどから肋数がほぼ同数であるクイチガイサルボウ S 

inaequivalvisとは区別した。割れ口は古いが，加工等の痕跡はみられない。

目。マガキ Crassostrea gi，旨as

調査資料数:181 

イタボガキ科 Ostreidae 

l号， 2号住居跡サンプルから出土した。殻形は比較的小形である。付着地物の性状が明ら

かなものはなかった。

異歯目 Heterodonta 

マルスダレガイ科 Veneridae 

(15)オキアサリ Gomphina (Macridぬcus)veneriformis veneriformis 

調査資料数:2443 

1号， 2号住居跡サンプルから出土した。前後端はややとがること，腹縁の状態などから近

縁のコタマガイ G.(M.) veneriformis melanaegisとは区別して本種に同定した。殻質が固いた

めか保存状態は比較的良く，計測可能な資料(左殻のみ)は741点に達した。殻長約8.5~53阻の

範囲のものが出現したが， 25~35凹前後のものの出現頻度が最も高い。

(16)アサリ Ruditapesρhilippinarum 

調査資料数:2686 
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調査対象となった 5遺構のすべてから出土したが，土境内サンプルからの出現頻度は低い。

殻質の薄い資料は破損の度合が大きい傾向にあるが， 1号住居跡サンプルの出土資料のうち計

測可能な左殻資料244点の計測結果によると，殻長約10'""47皿の範囲のものが出現しており， 20 

'""27mm前後のものの出現頻度が最も高い。

U司オキシジミ Cyclina sinensis 

調査資料数:1 

1号住居跡サンプノレから出土した。小形で殻長は6.8mmである。

U8)カガミガイ Dosinorbis (R加coso仰 Vjaponic附

調査資料数:12 

5遺構すべてから出土したが， 4号土墳サンプル出土資料(殻長83.3皿)以外はいずれも計測

が困難である。

白9ハマグリ Meretrix 1;陥 oria

調査資料数:1965 

本種は今回調査したすべての遺構のサンプルから出土した優占種である。住居跡出土の資料

と土境出土の資料との大きさには若干相違があって(第57図)，各遺構の調査サンプルにおける

左殻資料の平均殻長は l号住居跡が約30.5mm，3号土墳が約40.6mm，4号土墳が55.5皿， 6号

土墳が約44皿である。上記のように各土境サンプル資料の平均値が住居跡サンプル資料の平均

値を上回ったが，これは住居跡サンプルには出現しない大型個体が各土境サンプルに出現した

こと，殻長30皿未満の小型個体の出現頻度が土壌サンプルでは著しく低いことに起因する。

相
対

15 

頻 10
度
(%) 

5 

住居跡内貝層サンプル

N =370 

土境内貝層サンプル

N =244 

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 mm 

(20)シラオイガイ Circe scripta 

調査資料数:1 

第57図ハマグリ穀長分布図

1号住居跡サンプルから出土した。殻形および鮫歯の形態はハマグリ型を呈するが，殻質が

やや厚いこと，殻表には強い輪脈があることなどから本種に同定した。殻長は6.8皿である。
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(21)オニアサリ Notochione jedoensis 

調査資料数:2 

1号住居跡サンプルから出土した。銃歯の形態はハマグリ型とアサリ型の中間型を呈するが，

殻質は堅固で殻表には顕著な放射肋があることから本種に同定した。殻長は 8mm前後である。

バカガイ科 Mactridae 

位)バカガイ Mactra chinensis 

調査資料数:2 

1号， 2号住居跡サンプルから出土した。いずれも破損資料である。

仰)シオフキ Mactra veneriformis 

調査資料数:701 

各遺構のサンプルから比較的高い頻度で出土した。 1号住居跡サンプルからの出土量が最も

多く，計測可能な左殻資料176点によると殻長約20'"'-'50阻の範囲のものが出現したが，平均値は

約34.6皿である。各土墳のサンプルから出土した資料は量的には少ないが，殻長の平均値は上

記よりも 5'"'-'10mm大きしハマグリと同じような傾向を示した。

マテガイ科 Solenidae 

倒)マテガイ Solen stl初C似S

調査資料数:53 

調査した各遺構のサンプルから出土したが，数量的には 2号住居跡サンプルからの出現頻度

が最も高い。すべて破損しているが，殻質の性状に起因するものと考えられる。背縁，腹縁と

も直線を呈し，全体に細長いことなどから近縁のアカマテガイS.gordonisと区別して本種に同

定した。

無面白 Adesmacea 

オオノガイ科 Myidae 

仰オオノガイ Mya凶renomya)arenaria oonogai 

調査資料数:1 0 

6号土境サンプノレから出土した。いずれも破損しており，計測は困難である。

腔腸動物 COELENTERA TA 

花虫綱 Anthozoa 

イシサンゴ目 Scleractinia 

キクメイシ科 Faviidae 

(1)キクメイシモドキ cf. αtlastrea c均;pata

保存状態は悪く，手で触れると石灰分が付着する。そのため全面が磨滅しており，表面の状

態を観察しにくい。英径は約 2'"'-'3皿と小さく英孔は浅いが，英聞の溝の有無は観察できない。

nu 
nヨ



表面は凹凸が著しいが，裏面は平坦に近い。以上のような特徴によると本種に同定するのが最

も妥当と思われる。資料は表採品であるので時期は不明であるが，東京湾北岸一帯の縄文貝塚

からはしばしばキクメイシ科のサンゴが出土している事実からすると，当遺跡に住んだ縄文人

が持ち込んだ可能性が高い。

なお，資料は左右対称に張り出した鈎をもっ尖頭器もしくはその模造品のような形態をとる

が(図版26-13)，軸部に相当する部分はいくぶん歪曲しており，また，表面の凹凸も著しいの

で，ここでは後世の擾乱等の影響によってたまたまこのような形態に変形したものと考えてお

く。資料の全長は3.7cm，最大厚は約1.2cmでトある。

キクメイシモドキは，館山湾以南から南太平洋までの内湾の水深 1~5mに普通に分布して

いる(内海 1975)。

脊椎動物 VERTEBRATA 

硬骨魚網 Osteichthyes 

真骨類 Teleostei 

ニシン目 Clupeiformes 

ニシン科 Clupeidae 

(1)マイワシ Sardinops melanostictus 

同定資料:第 l脊椎椎体10点，第2脊椎椎体9点(図版27-1，2)

第 1脊椎ではすべての資料が椎体の左右側面から後方に突出する突起部を欠損するが，この

ことをのぞくと第 1脊椎，第 2脊椎とも資料の保存状態は良好で，細部までの観察が可能であ

る。

なお，以下の記す脊椎動物遺存体はいずれも 2号住居跡炉社内から出土したもので，白色~

灰白色ないし灰青色を呈し，熱の影響を強くうけたものと考えられる。資料の椎体横径の計測

結果は表21のとおりである。この計測値は，大部分が標準体長10~16cmの現生標本と一致する

が，体長10cmの標本よりも小型のものが若干含まれている。

表21 2号住居炉社灰層内出土の

マイワシ第1，第 2脊椎骨計測値

惟体横{ま (mm)

1.5 ~ 1.8 

l. 8~2.1 

2.1 ~ 2.4 

第 1rt'椎

2.4~2.7 3 

2.7 ~ 3.0 

長十 6 

第 2宵惟

6 

但し，計調IJ部を破損した資料は除外した
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(2)ニシン科種不明 Clupeidae gen. & sp. indet. (cf. Sardinops melanostictus) 

同定資料:第3脊椎以降の椎体575

ニシン科魚類の腹椎，尾椎に酷似する資料である。尾椎は神経腕，血管腕，頼突起などを欠

損するものが大部分であるが，保存状態のよい後半部尾椎資料は頼突起が長く前方にのびる。

すでに何度か述べたように，ニシン科魚類では第 3脊椎以降の椎体には各種間の形態差が比較

的小さいため，員塚産資料のように突起部の欠損をうけやすい資料では，種レベルの同定が困

難になる場合が多い。しかし，今回の資料は上記のような特徴以外に，マイワシ以外のニシン

科魚類の第 1，第2脊椎が同定されなかった事実を考慮、に入れると，このグループに分類した

すべての資料がマイワシに由来する可能性が強い。

真骨類種不明 Teleostei order indet. 

以下に分類した各資料は， 4ないし 5種の魚類に由来すると考えられる。現状では目以下の

種同定は困難であるが，ニシン目，ウナギ目，サケ目など原始的なグループに同定される可能

性はないと考えられる。

(3)真骨類A Teleostei order indet. (A) 

同定資料:椎体a (図版27-5) 

椎体後半部(もしくは前半部)を欠損する。前面に粒子の細かい灰が固着し，椎体凹面はそ

れによって埋められる。資料破損の危険性が高いので今回はあえてクリーニングを行なかった。

そのため，椎体外表面の構造は不明確であるが，脊索孔が発達しないこと，前面観はほぼ円形

になること，腹面に強い骨性隆線が l本縦走すること，背面部および側面部に骨性突起がみら

れることなどが明らかである。なお，椎体横径は2.6mm，現存部における椎体全長は3.0mmで，

資料は腹椎と思われる。

(4)真骨類B Teleostei order indet. (B) 

同定資料:椎体b(図版27-6) 

椎体周縁部の破片資料である。内面は成長輪を刻む。外表面には細かい網目構造がみられる

が，中央部を縦走する新しい破損面によって連続的な観察は困難である。ただし，これが外部

からの衝撃によって平坦な外表面が損傷したものか，側突起などの突起部が損傷することによ

って生じたものかは明らかでない。なお，保存されている椎体周縁部の任意の 3点から推定復

原される椎体径は 8~9 凹である。

(5)真骨類B' Teleostei order indet. (B') 

同定資料:椎体b'(図版27-7) 

椎体周縁部の破片資料である。外表面には細かい網目構造が連続してみられる。内面は破損

し失われる。上記の椎体bとはきわめてよく似た形態と大きさをしており，同一魚種あるいは

同一個体に由来する可能性がある。

。，“



(6)真骨類C Teleostei order indet. (C) 

同定資料:椎体c (図版27-8) 

上記の椎体a~b' までの各資料が炉牡灰層のサンプル内から得られたのに対し，本資料はそ

れよりも下位にある炭化層のサンプル内から得た。外表面は柚質性の光沢を持ち，色調は暗青

灰色を呈するなど，資料は強い熱をうけやすい環境下にあったものと推定される。表面に黒褐

色の付着物が散在する。全体の約%を欠損するが，破損面は鋭利である。椎体外面は平坦であ

る。右側突起と思われる突起が椎体前端から側方へ張り出す。腹面には強い骨性隆線はない。

脊索孔は発達しない。腹椎と思われるが，既述の椎体資料とは明らかに異なる外部形態を持っ

ており，これらとは別種の魚に由来するものと考えられる。なお，現存部における椎体長は2.7

凹である。

(7)真骨類D Teleostei order indet. (D) 

同定資料:遊離円錐歯，遊離臼歯(図版27-9) 

資料はタイ科魚類の門歯，臼歯に酷似するが，検査したサンプル内からはタイ科に同定でき

る骨は確認できなかった。わが国沿岸にはタイ科以外にもこのようなタイ型円錐歯や臼歯をも

っ魚種が数多く生息することが知られているので(赤崎 1962)，ここでは目以下の同定を行わ

ず，すべてを真骨類Dとして一括した。なお，資料はいずれも歯冠部に相当する部分が淡い樟

褐色に変色し脆くなっている。これが熱の影響によるものかどうか明らかでないが，一般の貝

塚出土の資料とは性質や色調が異なる。

4 .考察

a.遺構聞における貝類組成の比較

表22と第58図は，今回調査したサンプルから同定した貝類資料の重量を貝種別と遺構別に

示したものである。これによると， 1号住居跡の貝類組成が最も複雑で，他の 4つの遺構の組

成とちがってみえるが，住居跡と土壌出土の貝類組成の相違は以下のような点でより顕著であ

り，本項ではその組成差の成因を検討することにする。 2軒の住居跡と 3基の土壌から出土し

た貝類の最も大きな組成上のちがいは以下の 3点である。すなわち，住居跡のサンプルに最も

多量に出現したオキアサリと腹足類の中で最も多量に出現したイボキサゴの 2種が，土墳のサ

ンプルにはまったく出現していないこと，ハマグリの出現頻度が両者で大きく異なること，そ

して，員の大きさが異なることである。両者に共通して，出現した員は，どれも土壌出土のも

のが住居跡出土のものよりも大きい傾向にあって，第57図はそのうち資料数の豊富なハマグリ

のデータを示したものである。

住居跡に捨てられた貝と土墳に捨てられた貝にこのようなちがいがあるとすれば，その原因

としては 2つの可能性が考えられる。その第 1は，竪穴住居と土墳が一定期間の使用を経て廃

棄されたあと，その跡地に捨てることが許される物質の種類が異なっていた可能性である。こ

93-



その可能性の成否は，形成時期が同じ住居跡内貝層と土坑内貝層が検出された遺跡を調べて，

しかし，両者の組成が比較可能な報告例はきわめて少なし松の組成を比較検討すればよい。

と市原市草刈貝塚(千葉県文化財センター 1986)に戸市ーの谷西貝塚(前田・川名編 1984)

おける 2例の縄文時代中期のデータをみたかぎりでは，両者の貝類組成に顕著な相違はみとめ

表22 遺構別の貝重量組成比較
(単位:gr) 

6号土境問

10.3 (1.7%) 

3.0 (0.5) 

16.0 ( 2.6 ) 

6.2 (1.0) 

452.8 (73.6) 

87.3 (14.2) 

5.8 (0.9) 

33.6 ( 5.5 ) 

615.0 ( 100 ) 

21.4 

4号土墳(4)

(0.3%) 

( 1.6 ) 

( 0.0 ) 

( 3.2 ) 

( 0.2 ) 

)
 

1
 

• A
U
 

(
 

16.7 

84.5 

3.4 

1.9 

60.8 (1.1) 

4983 .9 (93.5) 

169.7 

12.3 

構名

3号土嫡 (3)

48.5 

23.9 

83.8 

0.1 

8.6 

. 
2.6 

22.0 (1.4) 

1210.7 (76.8) . 
. 

175.1 

1.7 

( 1.5 ) 

( 5.3 ) 

( 0.0 ) 

( 0.2 ) 

( 11.1 ) 

( 0.1 ) 

(3.1%) 

( 0.5 ) 

( 0.0 ) 

)

)

 

n
u
n
u
 

o
u
o
u
 

(

(

 

( 1.8 ) 

( 69.2 ) 

( 1. 4 ) 

( 0.4 ) 

( 3.8 ) 

( 0.5 ) 

( 0.6 ) 

( 7.8 ) 

i量

2号住居跡(2)

186.9 (14.4%) 

0.2 

0.3 

0.3 

23.0 

895.4 

18.4 

5.1 

49.3 

6.5 

7.9 

101.1 

1号住居跡(1)

148.1 (1.5%) 

5.6 (0.1) 

1.1 (0.0) 

0.2 (0.0) 

33.8 (0.4) 

0.6 (0.0) 

5.2 (0.1) 

1.3 (0.0) 

19.1 (0.2) 

1.0 (0.0) 

473.2 (4.7) 

2888.5 (28.8) 

1991.0 (19.8) 

0.0 (0.0) 

154.4 (1.5) 

2464.4 (24.5) 

0.0 (0.0) 

0.0 (0.0) 

11.2 (0.1) 

1845.4 (18.4) 

0.1 (0.0) 

5.333.2 ( 100 ) 

38.8 

1.577.0 ( 100 ) 

28.5 

0.0 

1.294.4 ( 99.9 ) 

30.0 

0.0 

10.044.2 (100.1) 

233.7 

イポキサゴ

スガイ

カワニナ

カワアイ

ウミニナ

イポウミニナ

ツメタカ'イ

アカニシ

イポニシ

アラムシロ

Jマイ

サルポウ

7 ガキ

オキアサリ

アサリ

オキシジミ

カガミガイ

ハマグリ

シラオイガイ

オニアサリ

パカガイ

シオ ブキ

マテガイ

オオノガイ

4、 音サ

未同定貝殻

有肺亜綱

名種

615.0 <J. 

w = 5333.2 <J. 

W = 10044.2 <J. 

W = 1577.0 <J. 

W = 1295.7 <J. 

(5) 3 kg 

W= 

(4)12.3kg (3) 4 kg (2)12.8kg (1)35kgく検査サンプル重量

t層i

tJ 

|号住居跡

域

2号住居跡

3号土

4号土

6号土

o 20% 
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られない。上記の 2遺跡のデータが，一般的な傾向を代表しているとは思えないが，現状では

第 1の可能性はこれ以上検討しなくてもよいと考えられる。

つぎに第 2の可能性であるが，今回調査した各遺構は 6号土墳を除くと覆土の堆積時期が推

定可能で， 2軒の住居跡が縄文時代中期後葉， 2基の土墳が古墳時代中期であった。以上のよ

うに住居跡と土墳では員層の堆積時期の年代差は大きい。もし，その聞に東京湾北岸に生息す

る貝類群集に何らかの交替要因が発生すれば，同一漁場でも採員可能な漁獲物にも変化が生じ

るわけである。しかし，それよりも縄文時代と古墳時代における社会や経済のしくみや漁獲技

術，漁具などのちがいが漁獲物組成に与える影響はさらに大きいと考えられる。 1つの集落に

食用その他の目的でもちこまれる貝の組成や量が，当時の社会の需給ノfランスや流通等の経済

機構のうえにある程度なり立っているとすれば，そのような時代差が組成上に反映される可能

性は高い。

たとえば小池 (1983) は，弥生時代や古墳時代のハマグリが縄文貝塚産のものよりも大型買

の占める割合が高いのは，それぞれの時代における捕獲圧の差に起因する可能性があると考え

ている。そして，近世のように員利用の専業化が進むと，焼きハマグリ用と思われる大型貝で

構成される貝層やおすまし用風な小型貝で構成される員層など，貝の集積ごとに特異な殻高分

布があらわれるという。東京都郵政省飯倉分館構内遺跡出土の員類を解析した桜井 (1986) は，

江戸時代の大名屋敷におけるハマグリの殻長分布がハマグリ以外の貝にはみられない双峰分布

となり，大型ハマグリの中には表面に被熱した形跡のあるものが存在することを明らかにした。

そして，このような事実にもとづくと，この遺跡のハマグリは焼き物と吸い物用に使用された

可能性があるという。

ところで，当遺跡の土壌サンプルから出土したハマグリの殻長分布も双峰型となり，殻長30

-----40凹と80-----90皿付近で頻度数が高い(第57図)。ただし，この図は 3基の土墳から出土した資

料の計測結果を総合したものなので，各遺構ごとに異なる分布型が重複して双峰分布になった

可能性がある。第59図a-----eは，このことを確かめるために遺構ごとの頻度分布に組みかえた

ものである。これによると，資料数が減った分だけ第57図にような連続性は失われているが，

各土壌サンプルの分布は互いに類似しており，縄文住居サンプルとは違う分布型になっている。

そうだとすると，各土墳ともハマグリは大型と小型の 2種類が存在し，調査資料数をふやせば

その殻長分布は第57図のようなきれいな双峰型を描くものと推定される。なお，今回調査した

資料をみるかぎりでは，大型貝に被熱痕は認められなかった。しかし，ハマグリについで各サ

ンプルに高い頻度で出現したシオフキの殻長分布は各遺構とも単峰型を呈しており(第四図 f

-----i)，双峰型がハマグリ l種に限定になるらしいことも飯倉分館構内遺跡とよく一致する。

当遺跡の住居跡と土墳の貝層のちがいは，種組成にもみられることは既に述べたが，傾向性

としては土墳内貝層を構成する貝種組成は住居跡内員層よりも単純である。そして，住居跡内
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第59図 遺構別ノ、マグリ，シオフキ殻長分布

員層に比較的高い頻度で出現するが土墳内貝層にはまったく出現しないか，頻度が下がるもの

が現代の東京周辺の庖頭や江戸時代初期の食用貝リスト(人見 1697)に上らない貝と一致して

いる。

このように，縄文時代よりも新しい時代につくられた貝層の組成内容が縄文の貝層よりも単

純化し，貝の大きさも大型化する事実は，千葉市幕張にある上ノ台遺跡(古墳時代後期)や東

京都江戸遺跡(江戸時代)でもみとめられており(小宮 1982，小池 1985)，古墳時代以降に縄

文時代とは異なる漁獲システムがつくられた可能性がある。

そのような意味からすれば，当遺跡の土墳に堆積する貝の組成内容は縄文住居に比べてより

近世・現代的な性格をもっと考えられる。そうだとすると，時期の明らかでない 6号土墳の堆

積時期は少なくとも縄文時代ではなく，古墳時代以降である可能性が強い。しかし，このよう

な“近世・現代化"が古墳時代から東京湾沿岸に普遍的であったかどうかは検討されねばなら

ない。たとえば，この時代のハマグリの大型員と小型員の用途を小池 (1983)の解釈どおりに

考えることは危険であるし，また，東京湾北東岸にある千葉市ムコアラク遺跡DWll号跡(平

安時代)や大道遺跡58号住居跡(8世紀後半)の貝層は，木戸作貝塚や草刈貝塚など同じ地域

にある縄文貝塚の貝種組成と比べて基本的なちがいはない(小宮 1979a， 1979 b， 1983)。さ

らに，この地域に住んでいた縄文人の貝に対する選択性に“近世・現代的"な色合いをまった

く感じとれないかといえば，かならずしもそうとは言い切れない面がある。この点については

別の機会に触れることにする。

b. 2号住居炉牡内出土の焼骨について

焼けた骨は炉牡内堆積物のうち一括サンプルを採取した灰層と炭化層から出現した。いまの

ところ魚に由来するものだけが同定可能であるが(第四表)，細片に砕けた資料が多く(図版

会 27)，その大部分は種同定が困難な状態にある。焼けた骨を検出した 2つの層は，炉底近くに堆

積しており，その上位を焼土粒混じりの暗褐色土と住居跡の覆土がおおう(第60図)。これらの
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層には大きな撹乱の痕跡がみられないので，出土した骨は，遺跡をつくった縄文人が炉の中に

残した脊椎動物に由来すると考えられる。ところで，上述のように焼けた骨は灰層と炭化層の

双方のサンプルから出現しているが，その頻度差が大きいこと，炭化層は灰層の下位にあって，

両者の直接接触面が比較的広範囲におよぶ、ことなどから，炭化層に出現した少数の資料は灰層

からの混入と考えるのが妥当と思われる。この考えが正しいとすると，このことは灰層中にお

ける骨の分布状態を推定する際の逆ヒントとなる。すなわち，一つの層を一括採取したサンプ

ルでは，含まれていた骨がその層内にどのように分布していたかを判断することができないが，

炭化層に灰層中の骨が流入するような条件があるとすれば，少なくとも灰層中の骨が上層に集

中していた可能性は薄く，灰層全体に均質分布していたか，その下部に集中していた可能性が

高いことになる。

現代人の生活概念では炉灰は丁重に扱われるのが普通で，その中に日常的に物を投じたり，

なま物を放置したりすることはない。したがって，今回得たデータは，当時の人々の炉の使用

法やそれに伴う生活様式の一端を知るうえで貴重と思われる。しかし，本報告書中では頁数の

制約等から十分な考察を行えないので，以下ではサンプル中に出現した魚の最小個体数を算定

することと，骨の部位別の出現頻度にもとづいて骨がどのような状態で存在していたかの 2点

を中心に検討することにする。

出土魚類の最小個体数の算定 炉杜内堆積物のサンプルから水洗分離された魚類資料は 7種

類に分類されたが(表19)，ニシン科Clupeidaegen. & sp. indet.に分類した資料はマイワシ

Sandinops melanostictusと，また真骨類 B' Teleostei order indet. (B')とした資料は真骨類

B Teleostei order indet. (B)とそれぞれ同種の魚に由来すると考えられるので，サンプル中に

出現した魚種は 5種となる。

遺跡から産出した魚の最小個体数の算定方法にはさまざまな方法があるが，今回のように堆

積物試料の採取がコラム方式によらず一括方法で行われた場合は，全身骨格中の特定部位の出

現頻度を基準にして算定する方法が適している。この方法によると個体数が最も多く算出され

るのは，第 1脊椎が10点出現したマイワシである。表21に示した第 1，第 2脊椎資料の計測

結果をみると，第 1脊椎は椎体幅 2""3mmのものが連続して出現したものに対し，第2脊椎は

椎体幅 2凹以上のものと1.8凹未満のものとに分かれて出現している。マイワシの場合，同一個

体では第 1，第 2脊椎の椎体幅はほぼ等しいが， 0.2皿程度の較差は計測誤差の範囲内と考えた

方が無難であるので，マイワシの最小個体数は10とするのが妥当と思われる。

一方，マイワシ以外の真骨類A""Dはいずれも種の異なる別個体に由来すると考えられるが，

最小個体数は，各魚種とも 1より大きい値に算定できない。したがって，サンプル中に出現し

た魚 5種の最小個体数の合計は14で，そのうち10をマイワシ 1種で占めることになる。

ところで，第60図に示すように今回調査した一括サンプルは，炉内に残されていた灰全体の
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約yz弱程度しかカバーできていないと考えられるので，魚の骨が灰層中に一様に分布している

とすれば，灰層全体では30尾前後相当の魚骨が存在していたと推定される。

炉t止内における焼骨の状態 既述のように筆者が同定可能な動物は 5種の魚類にとどまった

が，出土した焼骨の性状をまとめると以下の①~②のようになる。

①検出した骨の大部分は細片に砕けている。

②同定した 5種の魚の中ではマイワシの脊椎骨の出現頻度が圧倒的に高いが，脊椎以外の骨は

確認できない。

以下では上記の①，②についての説明を加える。

骨の集計結果を示す表19は，破損資料の占める大きさをうまく表現できていない。そこで，

今回得た骨の重量を，表19の各項目ごとに計量し，破損していないマイワシの脊椎が占める割

合を示すと下記のようになる。この結果から明らかなように，重量別に表現すると資料全体の

約48.6%が砕けて破損している。

骨の総重量…1.75 g，マイワシ脊椎重量(非破損)…0.9g(51.4%)，同(破損)…O.lg(5.7%) 

これまでに筆者が調査する機会のあった縄文貝塚のコラムサンプルにも水洗作業中に生じた

とは考えにくい破損資料が見つけられるが，こわれ方はこれほど顕著でない。ただし，ここで

注意を要するのは，小型動物の骨は強い熱をうけると，その部位によっては破損したり，燃焼

して分離しやすくなることである。今回得た資料にも，そのような原因で破損したものが含ま

れているとしても，その全部が熱だけによって壊されたとは考えにくしおそらく焼けた骨を

人為的に打ち砕く行為がそのあとに加わったものと推定される，しかし，この解釈の難点は同

定したマイワシの脊椎の大部分が破損をまぬがれていることであるが(表19)，いまのところこ

の矛盾を解決しうる説明が思いうかばない。

A' o 。。
第60図 2号住居跡およびカi祉内土層断面

A 

。
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1 . ~白褐色土層 2時褐色土層 3炭化層 4灰層 5焼土層 6褐色土層 7灰層サンプルと炭化層サン 71レの採取範岡
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つぎに②の問題である。魚の骨は小型で壊れやすいものが多いので，人や犬などに食べられ

ることなしその全身の骨が遺跡に残されていたとしても，その全部を回収し，同定すること

は困難である。そこで筆者の場合は，形態的な特徴が顕著なものを選択的に同定し，その結果

を頭部，胴部，鰭部などの各パーツごとに集計することで，魚の全身が存在したかを検討する

ことにしている。表19に示した魚のうち，真骨類A~D までの各魚種は，骨の出現頻度が著

しく低いので検討の対象にはなりにくいが，マイワシ程度の資料数が得られなければ脊椎以外

の骨を同定できないのは不思議である。実をいうと筆者がこれまでに行った縄文貝塚のコラム

サンプルの調査では，回収のめんどうなイワシ類の骨は脊椎だけしか回収していないので，イ

ワシ類の脊椎とその他の骨がどの程度の割合で遺跡から同定できるかを把握していない。しか

し，筆者以外の研究者によって縄文時代や江戸時代の遺跡からマイワシの歯骨(宮城県塩釜女

子高校社会部 1970?)，前耳骨(金子 1977)，主鯉董骨(金子 1985，松井 1985)，楯鱗(金子

・秋山 1978)などが対脊椎比では相対的に高い頻度で同定されるので，脊椎以外の骨が遺跡に

残されている確率は高いと考えられる。

図版27-9は灰層サンプルを水洗した1.0皿メッシュの分離物の一部の顕微鏡写真である。真

骨類の担鰭骨か鰭椋の関節部や遊離状態のニシン科魚類の血道弓門とタイ型をした臼歯状遊離

歯などがかろうじて判別できるが，その他の大多数の骨片と0.5mmメッシュの分離物(図版27-

10)は正確な同定が困難である。

したがって，このように調査したサンプルからマイワシの脊椎以外の骨が同定できないとす

れば，それらの骨がもともと灰層中に存在していなかったか，脊椎以外の骨が徹底して砕かれ

たため同定が困難になったと考えられる。

まとめ 住居跡内の炉牡内や配石遺構，あるいは土墳などから焼けた骨が出土する例はしば

しば報告される。高山 (1976，1977)や新津 (1985)に集成によれば，それについての考古学

者の解釈はさまざまであるが，おおむね何らかの儀式に伴うものとする解釈と食料残津とする

解釈の 2つに大別される。

2号住居炉祉の灰層のすぐ下位にある炭化層からは，土器から剥離したと思われる微細な剥

片(もしくは炭化した粘土粒)や炭化材の破片が多く出土しているので(図版27-12)，炉はこ

の住居が廃屋になる直前までさかんに使われていたものと思われる。しかし，灰層にはこのよ

うな剥片や炭化材はほとんど含まれていないので，炉を使わなくなったあと大量の灰と焼けた

骨がおかれ，その後まもなくして 2号住居は廃屋になった可能性が高い。そうだとすると，灰

と焼けた骨はこの住居が使われている聞に日常的に累積した堆積物ではなく，廃屋に関連した

堆積物である可能性が高い。本遺跡の発掘を担当した大野 (1985)は，炉牡内に堆積する灰層

の周縁が盛り上がっていることに注目して(第60図B-B')，2号住居の炉はおそらく土器片(土

器)囲いの炉で，住居廃絶時に土器を抜き取ったものと考えられると記録している。もしこの
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行為が廃屋のー要素を構成しているとすれば，炉から土器を抜き取っていない 1号住居の炉に

灰が残されていない点も肯首できるわけで，この遺跡をつくった集団にとって， 2号住居との

訣別は， 1号住居との訣別とは異なった意味をもっていたのかもしれない。
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VI.まとめ

今回の調査区は，北側に延びる舌状台地の基部の一部を横断するような形で設けられた長さ

約200m，幅30mの細長い区域内にすぎなかったが，先土器時代をはじめ縄文時代，弥生時代か

ら近世に至る各時代の遺構及び遺物を検出することができた。道路建設に先行する路線内の調

査であることから，調査区域外の同一台地平坦面に展開しているであろう各時代の集落構成等

については不明な点を多く残している。

ここでは，今回の調査で得られた成果をもとに，遺構を中心として各時代毎の若干のまとめ

を試み，派生した問題点をいくつか揚げて先学諸兄の御教示，御叱正を賜わりたい。

先土器時代

小中台遺跡には 2枚の文化層があり，ソフトローム層検出の 3ブロックを第 l文化層，第 2

黒色帯上部の 2ブロックを第2文化層とした。第 1文化層の 3ブロックは，その個体別資料の

分析から単一の時間相にくくられるが，第2文化層のブロックについては相互の関係に不明な

部分を残している。

第 1文化層は小型石槍を保有する文化層で，炉を中心とした居住の場と，野外の工作空間と

から構成されるく景観〉が復原された。石器群の技術的基盤としては， (1)剥離面と打面との置

換による反転石核と， (2)打面を回転する多面体石核から得られる剥片を素材として，石槍，削

器，石錐などが制作，使用されている。

一方，第 2文化層では，組織的な石刃の生産がおこなわれている。石刃には， (1)平坦打面を

もち，頭部調整の著明な 1群と， (2)顕著な打面調整を有するものとが共存している。下総台地

VII層の石刃を見ると， (1)の類が一般的で， (2)は少数の遺跡で知られていたにすぎなかったが，

ここには)+(2)という明確な共存例を加え得たことは収穫であった。私たちは， (1)を磯山型の石

刃技法と捉え，その分布が北部関東に濃密であることを主張しているが， (2)の系統はどう考え

得るであろう。今のところ，東部関東における多様な石刃技法の構成要素であると理解してい

るが，その出自を訪ねるには，なお資料が不足している。

縄文時代

今回の調査で検出された遺構は，竪穴住居跡が 1号住居跡と 2号住居跡の 2軒，土壌が 1号

土墳と 2号土墳の 2基である。土墳の中には，他にも形態や規模，覆土の状況等からみて，該

期に属するものがあるかもしれないが，いずれも決定的な伴出遺物を欠いている。

検出された 2軒の住居跡は，その廃絶後の埋没過程における後半段階に貝(殻)の廃棄がなさ

れ，覆土最上層近くにブロック状の貝層の堆積をみる地点員塚を形成するものであった。貝層
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は住居プラン中央付近に堆積しており，このことは廃絶住居の自然埋没過程における凹地部分

への貝(殻)の廃棄行為を容易に想定させる一方，奇しくも貝層の堆積位置が2軒とも炉祉の上

部にあたるという事実は，偶然性のみで捨象することのできない問題ー伊jえば貝(殻)廃棄場所

の選地等ーを指摘することができるかもしれない。

2軒の住居跡は，いずれも住居の中心的な附属施設ともいうべき炉祉に特長をもっている。

1号住居跡の炉祉は，複数個体の土器片を利用した土器片囲炉で，利用されていた土器片は

接合した結果6個体を数える大型の土器片に復元することができた。 6個体の土器は，器形・

利用部位等バラエティーに富んでいる。時期的には総て加曽利E式期に比定されるものではあ

るが，型式細分の中での微妙な時期差及び単一土器型式内における地域差を看取することがで

きるものである。一方，本社の構築・使用に関しては，数次に亘る補修の痕跡等は全く認めら

れなかった。このことは，利用された土器片が一度の機会に埋められ，土器片囲炉として機能

していたであろうことを実証するものである。本社構築の背景に土器の型式細分及び地域性を

時空的に超えた企画性，選択性の存在を考えるのは早計であろうか。

2号住居跡の炉祉は，住居床面の中央やや北寄りに位置し，径80叩前後を測る比較的大型の

もので，炉内覆土及び堆積物の堆積状況から，埋聾炉，或いは土器片囲炉であった可能性を指

摘するとともに，住居廃絶時における炉体土器(片〉の抜き取りを想定できるものであった。ま

た，炉内堆積物として良好な状態で残されていた灰層内からは，豊富な自然遺物を抽出するこ

とができ，本住居跡の原因者である縄文人達の食生活及び炉の利用法等に貴重な資料を提供し

たと言えよう。

さらに 2号住居跡は，東壁中央付近直下の床面に埋聾として残されていた土器から加曽利E

式終末期に帰属時期が求められ，今回の調査で検出された縄文時代の遺構の中では最も後出的

なものであるが，住居南西コーナー付近の覆土最下層からは，本遺跡の第 1文化層(III層)に特

有の珪化岩を素材とする石核を主体とした一括遺物が検出されている。この一括遺物は，本住

居跡に直接，或いは間接的に関わりのあった人間(達)によって，住居廃棄後の埋没過程に住居

跡内にもちこまれたものとして考えることができる。本来，他の第 1文化層の遺物とともに検

出されるべきものが，既に遺跡となっていた此地の一角において，何かの機会に拾集され，遺

物のもつ本来的な機能とは全くかけ離れた目的で使用されたものかもしれない。ともかく，そ

の最終形態として時代のかけ離れた住居跡の覆土最下層で，他の遺物と「廃棄の同時性」を捉

えられる形で検出されたものと理解できょう。

遺物の出土状況は，一般にその遺物に関わりをもった人間の諸行動様式の最終形態を反映し

ているものとして理解できょう。しかし，その最終形態に至る背景にあるべき人間の意図は，

極めて稀な例を除いて残ることがなく，想定することすら困難なことが多い。また，個々の遺

物には各々同一ないし複数に亘る「製作者J. r使用者J. r廃棄者」が存在したはずであり，換

-103-



第61図 加曽利E式土器の地文原体組成

遺物総数 1.748点(99.9%) R L 601.¥'1. (34.4%) 

市その他 45点

撚糸 L 5.9.. R 

前々段反撚 RLL

(1.3) 

l点時L.L 3点 RR 1.9.間持R1 ~ 1 ~日 L1 : 11 1点

l点 LRR 1 点…ベ :!i14 結欄文L{:+{~ 1点

RLとL.R 1札地文不明14点

言すれば，その出土状況は各段階での同時性を具現しているものとして捉えることができょう。

l号住居跡における土器片囲炉のあり方や， 2号住居跡における石核を主体とした第1文化層

の一括遺物のあり方は，これらのことをより近い形で復原し得る好資料と思われる。

今回の調査で出土した縄文土器の総点数は，1.766点を数えるのみにすぎない。そのうちの1.748

点が加曽利E式期後半に属するもので占められていることが確認できた。土器は小片の状態で検

出されたものがほとんどで，全体の文様構成の窺えるものは， 2軒の竪穴住居跡内より検出さ

れた数点を除くと皆無に等しい。そのため1.748点の加曽利E式土器については，地文における

施文原体の観察を行うことにした(第61図)。地文を観察できたもののうち最も多く用いられて

いるものは単節縄文 RLで， 601点(34.4%)を占める。次に多いものは，単節縄文 LR317点(18.1

%)で，単節縄文を原体として用いたものが918点(52.5%)と全体の半数以上を占めている。次

に地文に縄文の認められる1.087点のうち，複雑な縄文原体の出発点とも言える“0段の条"を

もとに分類すると， 6.5: 3.5でr撚りを基本とするものが優位を占めている。単節縄文を施文

原体とするものが多いであろうことはある程度予想されたが，その他としたもの中に，前々段

反撚をはじめ，前々段合撚や結束縄文等を施文原体としたものを確認できたことは lつの収穫

であった。本来ならここで各遺構聞における施文原体組成の差から，時期差，地域差へと止揚

していくべきであるが，土器生産に携わった人間の個人的な癖や，それを制約するような集団

内での規制，土器表面を構成する文様要素としての地文の使い分け等，土器の表面に施された

地文としての縄文原体の観察から，縄文社会復原への 1アプローチの方向性を指摘するに留め

る。

土器型式としての加曽利E式は，関東地方における編年体系の縄文時代中期後葉に位置付け

られ，型式細分における「混乱の研究史」が指摘されて久しい。近年の研究動向の中で，現在

の行政区分を単位とした集成が盛んに行われ，単位内における編年の再検討はもちろん，単位

間相互における比較検討をすることにより，次第に統一された見解基準に基づいた型式細分が

編まれようとしているが，現状では各単位聞に生じている微妙な差異を消去しきれていない事
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実も否めない。もっとも，各細分の編年の中での前後関係の捉え方は概ね一致していることか

ら，本書では加曽利E式に一切の細分記号を付さずに使用していることを言及しておきたい。

弥生時代

今回の調査では聾形土器が 1点検出されただけで，遺構は検出されなかった。聾形土器は破

片の状態で出土し，総て接合したが，頚部から胴上半部にかけてしか遺存していない。口縁部

の形態，口縁部から頭部にかけての輪積痕の有無など不明な点も多いが，胴部に施文された付

加条縄文と頚部に発達した無文帯からは，南関東の宮ノ台式末期から久ヶ原式にかけての時期

に対比される所調「印据・手賀沼系式土器」の特徴が看取されよう。

遺物の検出されたlA93グリッドは，調査区の西端に位置し，黒色土の厚い堆積から溺れ谷の

存在を想起させた西側調査区域外の直近にあたる。今回の調査では，台地上には該期の集落の

存否は捉えられなかったが，本遺跡の属する積橋谷水系宮野木支谷の最奥部付近には宮ノ台式

期の竪穴住居跡を検出した本郷向遺跡があり，本水系に発達した沖積低地は，舌状台地下に拡

がる低位水田面として弥生時代中期にまで遡る利用が考えられよう。今回出土した土器は，弥

生時代中期末から後期への継続的な沖積低地の水田利用の可能'性を示唆するものとなろう。

古墳時代

該期の遺構としては，竪穴住居跡 5軒と土壌 4基が検出された。

竪穴住居跡で完掘できたものは 5号住居跡の l軒のみで，他は後世の撹乱等による損壊を受

けたもの，或いは調査区域外に拡がりをもつもの等，遺構の検出状態は良くなし〉。住居跡の平

面形態は総て方形を基調とするもので， 3号住居跡が最も正方形に近い。規模的に最大のもの

は， 1辺6m以上を測る 4号住居跡，最小のものは長軸推定3.45m，短軸3.16mを測る 7号住

居跡である。主柱穴と思われるピットの位置関係の捉えられたものは， 4号住居跡と 5号住居

跡の 2軒のみで， 4号住居跡は対角線上に位置する 4か所に，また 5号住居跡は対角線上より

やや偏在した 4か所と，偏った側と対応する壁際に 1か所設けられている。他の 3軒の住居跡

については， 3号住居跡のように，床面に柱穴はおろか，炉祉や周溝等内部施設及び外部施設

等も検出できず，住居牡としての機能すら疑問視されるものもあるが，床面にピットが穿たれ

てはいるものの，柱穴を想定し得るものをもつものはない。周溝は， 4号住居跡と 6号住居跡

の2軒において壁直下に全周するものと思われるが，他のものには全く存在していない。炉祉

は，唯一全掘された 5号住居跡のみに検出された。他には住居プランの中央部を貫く撹乱溝に

よって破壊されてしまったと思われる 4号住居跡，炉祉にはならなかったものの僅かに焼土の

集中部分が検出された 6号住居跡を除けば，その痕跡すら検出することはできなかった。また，

火災を受けた被災住居を想定できるものに 4号住居跡と 5号住居跡の 2軒がある。

ハリ



土墳は，出土遺物から明確に該期の遺構として揚げられる3A号土墳， 4号土壌， 5号土壌

と，決定的な遺物には欠けるが覆土中に堆積していた貝層の貝類組成及び規模等から判断した

6号土墳の 4基がある。平面形態は， 6号土壌は不整楕円形を呈するが，他は比較的形の整っ

た円形を基調とするものである。覆土中に貝層の堆積をみるものには， 3A号土壌， 4号土横，

6号土壌があり， 4号土壌の貝層直上には焼土層の堆積もみられる。底面にピットの穿たれた

ものには， 3A号土墳， 5号土壌， 6号土墳があり，各々 1か所， 2か所， 5か所のピットを有

している。とりわけ 6号土墳のピットは，壁直下の 4隅に各 1か所ずっと，北壁寄りのところ

に直径20cmを測るものを 1か所配するもので，検出状況からのみではどのような目的，或いは

機能を有していたのか不明であるが，上屋構造及び何らかの施設の存在を考える上で興味深い

ものである。

次に，遺構内より検出された数少ない復元可能な土器をもとに，今回の調査区における各遺

構の変遷を略観してみたい。該期の遺構中，最も早い時期の所産であると思われるのが 7号住

居跡で，次に 5号住居跡・ 6号住居跡，さらに， 3A号土墳， 5号土墳が続き，最後に構築され

たのが 4号土墳となろう。該期における小中台遺跡は，土師器の分類に応じれば，五領期終末

段階に始期が求められ，和泉期を主体とした居住域的利用がなされた後，人骨など一義的に裏

付ける資料の出土はみていないものの， 5号土墳にみられるような遺物の出土状況を勘案する

と，鬼高期最古段階に至る墓域的利用の景観を再現することができるかもしれない。

奈良・平安時代以降

今回の調査では，明らかに該期に属すると思われる遺構は検出されなかった。但し，遺物は

全く出土していないものの， 1号墳と13号土墳との位置関係が微妙な関わりをもっている可能

性も否めない。直径約18mの円墳の存在を推定した 1号墳は，その大部分が調査区域外に延び

ており，調査することのできたのは周溝の一部分にすぎない。一方， 13号土壌と同様の形態を

とる土壌は，本例をはじめ遺物の検出きれないものがほとんどであるが，数少ない伴出遺物の

ある例の検討から 8世紀後半の年代が与えられている。両者の聞は約 6mの距離をおくだけで

あり， 13号土墳が l号墳の外部主体部と捉えることができるならば， 1号墳と13号土墳は該期

の遺構となる可能性を指摘しておきたい。
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1. 9号土横

2. lOA・B号土横

3. 13号土横

4. 11号土横

5. 1号墳

6. 1号墳周溝堆積状況
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遺構内出土土器(1)
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10図38

l住

1 o l11l 39 49図4

2住
12図l

49図3

l 住

10図41
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10図40
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遺構内出土土器(2)・石器
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1号住居跡出土土器(1)
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l. 2号住居跡出土土器

2・3. 1号土演出土土器

4. 2号土境出土土器
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包含層出土土器(1)
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包含層出土土器(2)
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宅島
5住

17図3

6住
18図2

6住
18図3

遺構内出土土器(3)



図版 22 

遺構内出土土器(4)

H主
19図l

3A土横
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7住
19図4

3A土横
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3A土横
22図2
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3A土焼
22図3

4土横
23図2

4土横
23図3

5土横
24図3
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4土焼
23図l

4土機
23図4

5土境
24図2

5土娩

24図4

遺構内出土土器(5)
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包含層出土遺物
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1.石器 ・土製品 ・鉄製品

2.泥面子
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自然遺物(1) 1.ハマグリ(1号住居跡)x 1， 2.シオフキ(同)XO.8， 3.カガミガイ(同)XO.8， 4.オキアサ

リ(同)XO.8， 5.アサリ(同)X 1， 6.マガキ(同)XO.8， 7 バカガイ(同)XO.8， 8.イボキサゴ(同)xO.8， 

9 .スガイ(同)X1.2， 10.ウミニナ(同)XO.8， 11.アカニシ(同)X 0.6， 12.アラムシロ(同)X 0.6， 13 a .キ

クメイシモドキ裏面(同)X 1， 13 b .同表面，14.ツメタガイ(4号土嬢)XO.8， 15.オオノガイ (6号土墳)xO. 

6， 16.サルボウ(3号土竣)XO.8， 17.アカニシ(同)XO.6 
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自然遺物(2) 2号住居跡炉社内出土資料 1 a マイワシ第 l脊椎背面，1 b 同腹面， 1 c 間後面，2 a マ

イワシ第2脊椎背面，2 b 同腹面，2 c 間後面，3 a ニシン科種不明腹椎背面，3 b :同腹面，3 c 間

後面，4 ニシン科種不明尾椎側面，5 真骨類A椎体腹面， 6 a 真骨類B椎体外側面，6 b 同内面，7 

真骨類B'椎体外側面，8 a 真骨類C椎体右側面，8 b 同腹面，9 灰層1.0mrnメッシュ分離物(部分)x 6， 

10 :同0.5mmメッシュ分離物(部分)x 6， 11・炭化層0.5mmメッシュ分離物X6，12:同1.0mmメッシュ分離物(部

分)x 6 
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第62図 遺構分布図
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第63図 確認調査グリッド及び先土器時代本調査区配置図
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